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理事長様はわからずや





早瀬高雅（はやせ　たかまさ）


26歳。陽栄学園高校の理事長。会社の経営者でもある。とことんマイペースで身勝手。





柏木廉太郎（かしわぎ　れんたろう）


高校2年生。陽栄学園高校の生徒会長。素直で流されやすい性格をしている。





徳永彰久（とくなが　あきひさ）


早瀬の長年のライバルで、廉太郎に恋心を抱いている。廉太郎を襲ったことがある。





橋本雅幸（はしもと　まさゆき）


父親の跡を継いで社長秘書に。「何はなくとも早瀬が大事」な人。人によって態度を変える。





山之内篤志（やまのうち　あつし）


化学部部長で廉太郎が子どもの頃からの親友。理性的な性格（？）。





宇都宮諒（うつのみや　りょう）


陽栄学園高校の副会長。シニカルな性格。






　





「綺き麗れいな夕日だね……」


　オレ――柏かしわ木ぎ廉れん太た郎ろうに、早はや瀬せ高たか雅まさはそっと囁ささやいた。


　場所は遊園地の観覧車。


　オレと早瀬は向かい合わせに腰こしかけていて、遠くに沈しずむ夕日を眺ながめていた。オレの手は早瀬に握にぎられていて、しっかり指まで絡からめられている。


　オレは高校二年の十六歳で、早瀬は立派な社会人の二十六歳。十歳も歳の差があり、しかも男同士なんだけど、オレ達は恋こい人びと同士だった。


　もちろん、恋人だなんて、みんなには秘密だ。表向きはただの友人関係。それにしては、ちょっと歳の差がありすぎるけどね。


「廉太郎の手、ちょっと冷たいよ」


「あ……うん。今日は寒いから」


　今は冬なんだから、手が冷たくたって当たり前だ。というか、そんな寒い日に遊園地に来てるオレ達って、何なんだろう。


　でも、この遊園地……いや、この観覧車は、オレと早瀬の思い出の場所だから、よくオレ達は遊びにくるんだ。


　早瀬はオレの指先に軽くキスをすると、端たん整せいな顔をこちらに向けて微ほほ笑えんだ。


「私と廉太郎が付き合い始めてから、ちょうど三ヵ月経たったね」


「うん……」


　思わず『うん』と答えたものの、早瀬は付き合い始めた日というのを、いつだって思ってるんだろうな。


　最初、オレと早瀬は本当にただの友人関係だった。


　オレの趣しゆ味みは模型を作ることで、早瀬は同じ趣味の初心者で。模型店で早瀬と知り合ったオレは、師し匠しよう気取りで、模型製作を手取り足取り教えていたわけだ。


　ところが、うちの学園に来た新しい理事長ってのが、実はこの早瀬だったんだよ。そこで、いろいろすったもんだあって、気がついたら、オレは早瀬にエッチされてた。


　どうやら、早瀬はオレと両りよう想おもいって勝手に決めてたみたいでさ。オレのほうはそんなつもりじゃなかったのに、恋人だって思い込んで、それからもエッチ三ざん昧まいで……。


　しばらくして、やっとオレも早瀬が好きなんだって気がついたけど、早瀬の中では一体いつからオレが恋人だったんだろうなあ。オレとしては、早瀬を好きだってはっきり言ってからなんだけど。


「最初のデートでキスして、それからずっと私は廉太郎一筋なんだ」


　え……ちょっと待てよ。


　最初のデートで……ってさ。


　キスしたのは、実はまだまったく友人関係だったときのことだったはずだぞ。今と同じようにこの遊園地に遊びにきて、この観覧車に乗って……。


　この観覧車のてっぺんでキスしたカップルは幸せになるって伝説があるって言ったら、いきなり早瀬がオレにキスしてきたんだよ。


　おいおい。


　あのときから、早瀬はオレと恋人同士なつもりだったのか。しかも、友達同士で遊びにきただけだったのに、デートだなんて思い込んでいたのか。


「なあ、早瀬……」


　オレはちょっと脱だつ力りよくしながら話しかけた。


「なんだい、廉太郎？」


　早瀬はオレの目を見て、にっこり微笑んだ。


　うーん。こういう顔を見てしまうと、憎にくめないんだよな。何だかんだ言っても、オレは早瀬のことが大好きなんだしさ。


　恋人が機き嫌げんよく微笑んでるのを見れば、多少のことは吹ふっ飛んでしまう。


「オレ達、三ヵ月も付き合ってるんだ？」


「そうだよ。その間にいろいろ喧けん嘩かもしたけど、今となってはいい思い出だよね」


　そ、そうかなあ……。


　その、いろいろなことって、ほとんど早瀬が引き起こしたようなものじゃなかったっけ。早瀬の誤解、早瀬の嫉しつ妬と、早瀬の計略……他ほかにいろいろあったよなあっ。


　まあ、でも、早瀬と付き合う以上は、そんないろいろなこともいい思い出ということにするのが正解なのかもしれない。


「だけど、オレはもう早瀬とは喧嘩したくないよ」


「私だって……。君と離はなれて暮らしてるだけでもつらいんだから、喧嘩なんて絶対したくない」


　早瀬はオレの手を引き寄せると、唇くちびるにチュッとキスをした。


「あ……早瀬！」


　こんなところで…と思ったが、どうやら観覧車はてっぺんまで来てるようだ。てっぺんでキスすると幸せになれる伝説があるんだけど、今では早瀬は、てっぺんでキスしないと幸せになれない、と思い込んでるみたいなんだ。


　そのふたつは似てるようで違ちがうんだよ、早瀬……。


　だけど、ニコニコ笑っている早瀬に、わざわざそれを指し摘てきしなくてもいいかって気もする。早瀬の勘かん違ちがいにはいつも振ふり回されるけど、そこが可愛かわいいと言えなくもないわけで。


　結局、オレは早瀬のことが好きなんだろうなあ。


「早く君が高校卒業しないかな。そうしたら、君を私の部屋に住まわせるのに」


「いや、卒業したからって、オレが家を出るかどうかは判わからないし」


　そう返すと、早瀬は少し悲しそうな顔をした。


「君は……私と一いつ緒しよに住みたくないのかい？」


「いや、そうじゃなくてさっ。オレには家族がいるし、勝手に決められないだろっ？」


　慌あわててフォローすると、早瀬はすぐににっこり微笑んだ。


「そうだね。廉太郎は家族想いだから……。でも、心配ないよ。私が必ず一緒に住めるようにご両親を説得するからね」


　マ、マジ……？


　いや、きっとものすごく本気に違いない。本気でオレが高校卒業したら一緒に住めると思ってるんだ。


　でも、オレはそんな約束した覚えもないよ。そりゃあ、一緒に住めたらいいねって話をしたことはある。早瀬がオレを奥さんみたいに家に置いておきたいと思ってるのも知ってる。


　だけど、オレは高校卒業したら…なんて、現実問題として考えてなかったんだ。


　つまり、遠い未来の夢物語みたいな感覚でいたわけだ。


「廉太郎、私はね……君と一緒にいるときが一番安らぐんだ……」


　早瀬はそう言ったかと思うと、とても優やさしい笑え顔がおになった。


　ドキン。


　オレ……やっぱり早瀬には弱いかも。


　どんなにワガママなことを言われても、どんな理り不ふ尽じんなことをされても、どんな誤解をされても、早瀬が好きだ。


「うん……オレも」


　そう言うと、早瀬はすごく嬉うれしそうな顔をした。


　そして、そんな早瀬の顔を見て、オレも嬉しくなるんだ。


「廉太郎……」


　早瀬の整った顔が近づいてくる。オレはそっと目を閉じて、唇が触ふれ…ようとしたときに、携けい帯たいが鳴った。


「ごめん。ちょっとだけ待って」


　早瀬はコートのポケットから携帯を取り出すと、不機嫌な声丸出しで出た。


　いや、早瀬が不機嫌になるのは判るけど、そんな声で出てもいいのかな。携帯って、誰だれからかかってきたかすぐに判るから、不機嫌に出ても大だい丈じよう夫ぶな相手なんだろうけど、オレはちょっと心配してしまった。


　ほら、仕事関連の人だったら、よくないだろう？　まあ、そんなことはオレがわざわざ心配しなくても、早瀬だって立派な社会人で、しかもけっこう大きな会社の社長なんだから、判ってると思うけど。


　普ふ段だんの早瀬が子供っぽいから、オレは変な気を回してしまう。一度、早瀬の会社に行ったことがあって、そこでは早瀬はすごく格好よくてきぱきと仕事していた。だけど、それを見ていても、やっぱり心配になってくるんだよ……。


「えっ、これからなのか？　私はデート中なんだよ」


　早瀬は電話の相手にそんなことを言っていた。


　なんだろう。緊きん急きゆうな用でもできたんだろうか。


「……判った。仕方ないね。でも、この埋うめ合わせは絶対にしてもらうから。判ったね？」


　早瀬はとっても不機嫌きわまりない顔で電話を切って、ポケットに戻もどした。


「あの……仕事なのか？　もしかして」


　遠えん慮りよがちに訊きくと、早瀬はオレにはちょっと笑ってみせる。


「うん。ごめん、廉太郎。どうしても会わなきゃいけない相手がいて……今からでないと都合がつかないらしい」


「いいよ。仕事は大事だもんな」


　そりゃあ、ちょっぴり淋さびしいけど、それは我が慢まんしなくちゃいけない。それがけじめってもんだって思うから。


　本当だったら、遊園地の後は、早瀬のマンションに行くんだけど、この場合は仕方ないよな。


「重要なことでなければ、廉太郎とのデートを優先するのに」


「おいおい、早瀬。そういうわけにもいかないだろ？」


　沈ちん痛つうな表情をした早瀬に、オレはおどけたように言って、笑ってみせた。


「今度デートするときは、この分も廉太郎を楽しませるから……」


　楽しませるって、なんだか早瀬の頭の中では、別の意味があるような気がするけど。


「気にするなって」


「廉太郎……」


　再び早瀬の顔が近づく。


　今度こそ、唇が触れた。でも、触れただけですぐに離れていってしまう。


「本格的にキスしたら、仕事なんて放り出してしまいそうだから」


　早瀬は微ほほ笑えんでそう言った。


「うん、そうだね……」


　オレも物足りないけど、我慢しなきゃ。早瀬の言うとおり、ちゃんとキスしたら、続きがしたくなってたまらなくなるんだ。


　そんな状態に陥おちいっても困るしね。


「オレ、今日は電車で帰るから」


　早瀬は驚おどろいたような顔をして、オレの手を握にぎった。


「えっ、ちゃんと車で送っていくよ。それくらいの時間的余よ裕ゆうはあるんだ」


「だって、早瀬の車に乗っちゃったら、離れたくなくなるんだ。それより、遊園地の前で別れたほうが、まだつらくない」


「廉太郎……」


　早瀬はなんとも言えない表情をして、しみじみと言った。


「君はいい子だね」


「そんなことないよ」


「いや、君はいい子だ。本当に私は廉太郎の恋こい人びとでいられて嬉しいよ」


　早瀬はとても満足そうに言うと、オレをそっと抱だきしめた。








　オレの通う高校は、陽よう栄えい学園高校というんだ。そこの二年であるオレは、生徒会長なんてものをやっていた。


　なので、放課後には試験前とかでなければ、いつも生徒会室直行なんだ。いや、別に用事がないときも習慣のように来てしまう。何ていうか、生徒会役員が集つどう一種のサロンみたいな感じになってるんだよ。


　生徒会室のドアを開けると、副会長の宇う都つの宮みや諒りようが一人でパソコンをいじっていた。


「諒……あ、また遊んでるな」


　パソコンを覗のぞくと、ゲームの画面になっている。


「別にすることないんだから、いいだろ？」


「んー、でも、一応、学校の備品なんだし、ほどほどにしておかないと」


　一応、生徒会長らしいことを言ってみたけど、諒は「そうだね」と言って、そのままゲームを続けている。


　いや、オレの威い厳げんなんてないに等しいのは判ってるけど、そんなにあっさり無視しないでもいいじゃないか。もちろん、諒は別にオレを馬ば鹿かにしてるわけじゃない。ただ、生徒会に入る前から友達だったから、仲がよすぎるためにこうなってしまうんだろう。


「廉太郎……。ちょっと話があるんだけど」


　諒はそう言って、顔を上げると、ちらっとオレを見た。


　諒の顔立ちって、早瀬に似ている。苗みよう字じは違ちがうが、実の兄弟なんだから当然だけど、クールな目元が特にそっくりで、こういうふうに上目遣づかいで見られると、早瀬の顔をどうしても思い出してしまうよ。


　しかし、それにしても、話って何だろう。いつも一緒にいて話もしてるのに、改めて話があるなんて言われると、すごく変な感じがする。


　うーん。もしかして、恋れん愛あい相談、とか。


　諒はオレの幼おさな馴な染じみである山やま之の内うち篤あつ志しと付き合ってたりする。いや、この二人が付き合い始めるなんて、すごく意外だったんだけどね。篤志はともかくとして、諒は篤志のことをすごく嫌きらっていたから。


　でも、いつの間にか、二人は仲良くなってて、今はラブラブって感じだ。もっとも、くだらないことでよく喧けん嘩かもしてるようだけどね。


「篤志のことか？」


　オレがそう訊くと、諒は長めの前まえ髪がみをかき上げて、オレを小馬鹿にしたような目で見た。


「廉太郎にそんな相談しても無む駄だなんだってことは、最近、僕もよく判わかってきたよ」


　……何だかそういう言われ方は腹が立つなあ。実際、恋愛相談されても困るだけだから、されないほうがいいんだけど。


「悪かったなっ」


　オレがムッとしたような声を出したから、諒はクスッと笑った。


「廉太郎こそが相談したほうがいい感じだもんな」


　諒にまでそんなことを言われてしまうなんて。でも、確かにそうだ。オレと早瀬はよく喧嘩していたし、その回数は諒と篤志の喧嘩の回数よりはるかに多いんだ。


　だけど、やっぱりそういう言われ方は嬉しくない。


「で、何の話なんだよっ」


「うん。それがさ……前に、廉太郎にちょっかいかけてた早瀬の従い兄と弟このことなんだけど」


　諒は何な故ぜか声をひそめるように言った。


　早瀬の従兄弟というと、徳とく永なが彰あき久ひさ…さんのことだな。ていうか、早瀬の従兄弟は、諒の従兄弟でもあるんだけど。


　早瀬の亡なくなったお父さんと諒のお母さんは離り婚こんしていて、つい最近、諒は早瀬みたいな兄さんがいることを知ったらしく、どうも早瀬を兄とは認めてないみたいなんだ。


「徳永さんがどうかした？」


「あいつ、この間、また学校に来てたんだ」


「えっ……。でも、何か用があったとか。一応、徳永さんもうちの学校のＯＢだし」


　ちなみに早瀬もここのＯＢで、徳永さんとは長い間ライバルだったらしい。親族間のいろいろな思おも惑わくがあって、徳永さんは本家の早瀬に負けるなといつも言い聞かされて育ったようで、早瀬に対して対たい抗こう心がすごいし、早瀬は早瀬で徳永さんのことになると、頭に血が昇のぼりやすかった。


　まあ、そんなわけで、徳永さんは早瀬にダメージを与あたえるために、オレにちょっかいをかけたんだよ。早瀬が病気だなんて言って、オレを車に乗せて……危あやうく無理やりエッチされるところだったっけ。


「僕があいつを見たのは、昨日、篤志と帰るときでさ。昇しよう降こう口ぐちのあたりをウロウロしてた。廉太郎は先に帰っちゃってたから、あいつと会わずに済んだんだと思うけど、気をつけてたほうがいいよ。用があるっていうより、廉太郎を探してたっぽかったから」


「そ、そうなのかな……。まだオレのこと、どうにかしたいって思ってるのかなあ」


　早瀬への対抗心ゆえに、まだオレを狙ねらってるって可能性は確かに捨てきれない。徳永さんのマンションに早瀬が乱入してきて助けられたときも、徳永さんは全然めげてなさそうだったからなあ。


「僕はあいつのことを詳くわしく知ってるわけじゃないから、何とも言えないけど、この間みたいに騙だまされて連れていかれないようにしないと」


「それはいくら何でも大だい丈じよう夫ぶだよ。オレも馬鹿じゃないし」


　きっぱりそう言ったのに、諒は疑わしそうな目でオレを見た。


「廉太郎はお人よしだから。危険だよね」


「そんなことないって！　いくらオレだって、もうあんな目には遭あいたくないから、気をつけるよ」


　諒はオレの言うことをやっぱり信じてないのか、ちょっと溜ため息いきをついた。


「まあ、学校から帰るときは、僕達と一いつ緒しよのほうがいい」


「え……でも」


　オレは二人の邪じや魔まなんかしたくないんだけど。


「いいから、僕の言うことを聞くんだ。早瀬のことなんかどうでもいいけど、僕も篤志も廉太郎のことは大事に思ってるんだから。あんな奴やつに廉太郎を汚けがされたら…って思うと、想像しただけで涙なみだが出てきそうだ」


　いや、そんなこと想像するなよ、頼たのむから。


　もちろん諒がオレのことを心配してくれてるのは嬉うれしいが、オレだってそこまで馬鹿じゃないし、警けい戒かい心がないわけでもない。とにかく、騙されて車に乗ったりしなければいいだけの話だし。


「オレ、本当に大丈夫だよ。だいたい、オレがいたら、二人の邪魔だろう？」


「全然。廉太郎は傍そばにいても邪魔じゃないんだ」


　そうかなあ。二人はそう思っていたとしても、オレのほうが居心地悪いよ。


「とりあえず、今日は一緒に帰ろう」


「あ、でも、今日は早瀬が来てるんだよ。理事会の用事があって……ちょっと待たなきゃいけないと思うけど」


　それを聞いて、諒は肩かたをすくめた。


「あいつが来るなら仕方ないか。せっかく廉太郎と帰れると思ったのに」


「諒は篤志がいればいいじゃないか」


「判ってないなあ。篤志は篤志。廉太郎は廉太郎だよ」


　わけの判らぬ理り屈くつを言う諒は、一体、何を考えているやら。だいたい、オレが心配だから一緒に帰ろうという話じゃなかったっけ。


　以前、諒と篤志の二人に迫せまられたことがあるオレとしては、諒が篤志と付き合ってもまだオレのことにこだわっているのが、ちょっと不思議だ。


　そのとき、生徒会室のドアが開いた。


「おい、廉太郎！　中庭で飛行実験をするぞ！」


　そう言って入ってきたのは、篤志だ。


　篤志はオレの幼よう稚ち園えん時代からの幼馴染で、親友で、模型仲間なんだ。一応、化学部の部長なんだけど、部活動の時間に動力模型飛行機を作っては、オレを飛行実験に誘さそうのが習慣だった。


「僕も行く」


　以前は模型なんて…とオレと篤志の趣しゆ味みを馬鹿にしていた諒が、オレより先に返事をして、椅い子すから立ち上がった。


「じゃあ、オレは遠えん慮りよするから、二人で実験すればいいよ」


　気を利きかせたつもりだったが、諒に腕うでを引っ張られる。


「廉太郎も行くんだよ。どうせ用なんかないじゃないか」


「でも……」


　二人の邪魔じゃないかなあって思うんだけどなあ。普ふ通つう、恋こい人びと同士は二人っきりがいいはずなのに、このカップルは変わってるよな。


「廉太郎がいなきゃ、話にならないんだって。なあ、篤志」


「ああ。もちろん」


　篤志はメタルフレームの眼鏡めがねを押し上げて、オレと諒を見比べて笑った。


「両手に花ってやつだな」


「何言ってるんだよ。それは僕のセリフだ」


　諒は篤志の腕を取って、満足そうににっこり微ほほ笑えんだ。








　中庭での飛行実験の後、諒と篤志の二人は帰っていった。


　オレは待ち合わせ時間ギリギリまで生徒会室にいて、それから昇降口のほうへと歩いていく。もう下校時間はとっくに過ぎてるし、部活の奴らもそんなに校内に残ってないようだから、シーンとしてちょっと淋さびしい感じがする。しかも、外は暗いしね。


　靴くつを履はき替かえて、外に出ると、空には星が見える。やっぱり陽ひが落ちると寒いよな。息が白いし、すごく冷えてきてるんだと思う。


　でも、これから早瀬に会えるんだから……。


　寒くても平気だ。


　待ち合わせ場所は、校庭の隅すみにある卒業記念の像があるところだ。校内であからさまに会うと、理事長と生徒の関係なんだから、いろいろマズイと思うんだ。オレも早瀬も男だから、普通、恋人とは思わないだろうけどさ。


　待ち合わせ場所に急いでいると、駐ちゆう車しや場に停とまっている車の陰かげから誰だれかが飛び出してきた。


　一いつ瞬しゆん、早瀬かと思った。だって、背格好が似ていたから。長身でスレンダーで……でも、校内の灯あかりに照らされた顔は、早瀬のようなクール顔ではなくて、とても濃こい感じの美形顔だったんだ。


「徳永さん……！」


　そう。それはオレを拉ら致ちしてエッチしようとしたことのある徳永さんだったんだ。


「嬉しいな、廉太郎君。また会えるなんて」


　そんなことを言いながら、徳永さんはオレに寄ってこようとする。


「オレは会いたくなんかないです！」


　慌あわてて身を翻ひるがえそうとしたけど、腕を捕つかまえられる。


「つれないなあ。一緒にベッドインした仲じゃないか」


「そんなの、徳永さんが強引に連れ込んだだけでしょ！　しかも別に何もなかったんだし」


　オレがそう言うと、徳永さんはニヤリと笑った。


「何もなかったかな？　私は君の肌はだに触ふれたような気がするんだけど」


　肌ったって、胸を勝手に撫なで回されただけだ。


「学校でそんなこと言わないでください！　とにかくっ、オレは徳永さんとはもう顔も合わせたくないんだから……」


「ああ。だから、この間のことを謝ろうと来たんじゃないか」


　謝ろうとしてる人間が、いきなり現れて、オレの腕を摑つかむんだろうか。はっきり言って信じられないし、この間の騙し方がまた汚きたなくて、思い出すたび、オレは腹が立つんだよ。いや、騙した徳永さんもさることながら、まんまと騙されてしまったオレ自身にさ。


　だから、今度は絶対騙されないぞ！


「そんなに睨にらまないでほしいな。私はあんなことしたけど、君に本気なんだから」


「本気の人間はあんなことしないでしょ！　どう考えたって、早瀬へのあてつけっていうか、対たい抗こう心のためにオレを利用したとしか思えない」


「そうか……。じゃあ、私の気持ちは全然伝わってなかったんだね……」


　いきなり徳永さんはトーンダウンすると、オレの腕から手を離はなした。


「だって、徳永さんは……」


「君のこと、好きだって言ったよね？　君のことが忘れられなかったって言ったよね？」


「そんなの、ただの口説き文句でしょう？　徳永さんはオレを無理やり押し倒たおして……」


「そう、君のことを口説かなくても、無理やりエッチはできたんだ。だから、私が君に言ったことは本当だよ」


　いきなり、そんなこと言われたってさ。


　しかも、何だかそう、悲しげな顔をされちゃうと、可哀かわい想そうになってきてしまう。いや、でも、徳永さんがしたことはひどいことなんだし、それでオレが同情するのは大きな間ま違ちがいのような気がする。


「私はね、幼い頃ころから、あいつと比べられてきたんだ。成績にしろ、スポーツにしろ……。ほら、運動会のかけっこで何番だったとか、そういうことまで比ひ較かくされて、親にあいつには負けるなって言われてね」


　そういえば、本家の早瀬といつも争っていたんだよな。早瀬のほうがいつも上で、それの腹いせに、徳永さんは早瀬の片思いの相手をことごとく奪うばっていたらしい。


「だから、あいつにはいつもライバル意識を持っていた。でも、君は……それとは関係なく好きになっていたんだ」


「噓うそだ……」


「いや、本当なんだ。信じてほしい」


　徳永さんはいつの間にか、両手でオレの手を握にぎっていた。


「あ、ちょっと……」


　オレは手を振ふり払はらおうとしたが、徳永さんはしつこく握りしめてくる。


「離してくださいっ」


「嫌いやだ。君が……私の気持ちを本気だと認めてくれるまでは」


　そんなあ……。


　徳永さんは真しん剣けんな表情でオレを見つめている。だから、もしかしたら、本当は本気なのかなって……オレは思い始めていた。もちろん、そんなことないって思うんだけど……思うんだけど、こんな顔をされると、ちょっと弱いかなあ。


「廉太郎君……私は……」


「何をしてるんだ！」


　突とつ然ぜん、聞こえた早瀬の声に、オレはビクッとした。


　浮うわ気き発覚……じゃないけど、徳永さんに手を握られていたところを早瀬に見つかったんだ。動どう揺ようするよ。早瀬はヤキモチ焼きなんだから。しかも、徳永さんに対しては、何だか複雑な思いがあるみたいだし。


　早瀬は待ち合わせ場所のほうからやってきた。ちょうどオレと徳永さんがいるところが、照明で明るくなっていたから、遠くからでも見えたのかもしれない。


「廉太郎の手に触さわるな！」


　早瀬はすごい剣けん幕まくでオレと徳永さんの間に割って入ってきて、オレの肩かたを抱だきしめた。


　徳永さんはそんなオレと早瀬を見て、フンと鼻で笑ったんだ。


「おまえごときが廉太郎君を幸せにできるものか」


　な、何で、そんなに徳永さんは自信たっぷりなんだろう……。


　早瀬もそのセリフにはカチンと来たらしく、徳永さんに食ってかかった。


「おまえごときとはどういう意味だ？　私は廉太郎を幸せにする。必ずね」


　早瀬の気持ちは嬉うれしいけど、ここは学校の敷しき地ち内だよ。誰かに聞かれたら、どうするんだ。


　徳永さんは再び今度はフフンと笑った。


「おまえはロクに恋れん愛あい経験なんかないんだろう？　だから、言ってるんだよ。おまえは廉太郎君の気持ちが判わかってない。おまえは廉太郎君を振り回すだけ振り回して、疲つかれさせて……やがてそれで二人の恋は終わりだ」


　ズキン……と胸が痛んだ。


　確かに徳永さんの言ったことは当たっているかもしれないからだ。早瀬はオレの気持ちがあまり判ってないし、振り回してるし、疲れさせてるんだ。


　オレも早瀬もお互たがい相手が好きなはずだし、離れたくないと思っているけど、たまに歯車が嚙かみ合わなくて、どうしようもなくなることがある。一度、オレが別れようって言ったら、早瀬がそうだねって言って、本当に別れちゃったこともあるし。


　だから、徳永さんが言うことも、あながち見当はずれじゃない。


　でも、徳永さんとオレが相あい性しようピッタリってわけじゃないんだから、偉えらそうにどうこう言われたくないよな。はっきり言って、徳永さんなんて、オレには無関係の人なんだ。


　さっきは、徳永さんって本気かも……なんて思いかけたオレだったけど、早瀬に肩を抱かれてる今はそう思う。


「喧けん嘩かはするけど、オレには早瀬が一番なんだ。オレは早瀬以外の恋こい人びとなんかいらない！」


　きっぱりそう言うと、徳永さんは呆あきれたように肩をすくめた。


「まあ、君がそう思いたいのは判るけどね」


　そんなふうに余よ裕ゆうの表情されてると、ホントに腹立つなあ。オレと早瀬は付き合ってるんだし、この場合、徳永さんはまったくの無関係なはずなのに。


　早瀬はオレの肩をギュッと抱きしめ、さらに引き寄せる。


「とにかく、おまえの忠告なんか必要じゃない。これ以上、廉太郎に付きまとうなら、こちらにも考えがある」


「ほう。どう考えがあると？」


「おまえの恥はずかしい過去を社内にバラしてやる！」


　徳永さんの恥ずかしい過去って一体。


　だけど、徳永さんは明らかに顔色を変えた。何だか判らないけど、余裕ぶってた徳永さんは早瀬に弱味を握られていたらしい。


「卑ひ怯きよう者！」


「ああ、私は廉太郎のためなら、卑怯者でも何でもなってやるよ」


　何だか、今日の早瀬は一段と格好いいみたいだ。……とか言ったら、いつもの早瀬が格好よくないみたいだけど。


　だけど、オレのためって言われたら……。


　ちょっとドキドキするよ。


　早瀬がお姫ひめ様さまを守る騎き士しみたいに思える。いや、そうしたら、お姫様がオレってことになるんだけど。しかも、相手の恥ずかしい過去を社内にバラしてやる…なんて、騎士にあるまじき卑怯なことを言ってるんだけど。


　でも、徳永さんは一ひと筋すじ縄なわじゃいかなそうだし、この場合、それも仕方ないかなあって。はっきり言って、人を騙だまして拉ら致ちして、無理やりエッチするような徳永さんには、そういう脅おどかし方をしても、良心が痛まないんだよ。


「今日のところは引き下がってやるが、私を脅かした罪は重いからな。覚えておくがいい」


　旗色が悪くなった徳永さんはそんな捨てゼリフを吐はくと、オレ達から離れていった。そして、駐ちゆう車しや場に停とめてあった車に乗ると、去っていった。


「今日はポルシェじゃなかったんだね……」


　徳永さんの愛車はポルシェで、もしあれが停まっていたら、かなり目立っていただろうなあと思った。


「さすがのあいつも私に見つかるとよくないとは思っていたんだろうな」


　早瀬はオレの肩を抱いていた手を離すと、今度はまともにギュッと抱きしめてきた。


　オレは早瀬の胸に顔を埋うめる形となる。


　香こう水すいか何かのいい匂においがして、何だか気持ちよくなりそうだった。いやいや、ここでそんな気持ちになっても困るよ。


「あ、早瀬。ここは学校だし……」


「そうだね」


　早瀬はあっさりとオレを離した。


　本当はもっとくっついていたかったから、残念なんだけど、ここじゃ仕方ないよな。自分にそう納なつ得とくさせながらも、本音を言えば離れたくなかった。


「廉太郎……。気分直しにドライブにでも行こうか」


「うん。そうだね」


　ここはやっぱり気分を変えなくちゃね。徳永さんみたいな人がやってくると、早瀬とオレの間がおかしくなってくるから、もっと恋人らしいことをして、絆きずなを深めなきゃ。


　もちろん、だからって、エッチばっかりしようって気にはならないけどね。オレと早瀬の仲がそればかりじゃ、ちょっと悲しい。エッチするのが嫌なわけじゃなくて、ただ、それだけじゃオレは嫌なんだ。


　そんなわけで、オレは早瀬に連れられて、早瀬の愛車・黒のＢＭＷに近づいた。が、そこには、今度は別の人ひと影かげがあったんだ。


「社長！」


　そう早瀬に話しかけてきたのは、スラッとした長身のスーツ姿の男だった。


　年ねん齢れいは早瀬や徳永さんと同じくらいかな。姿勢がよくて、ピシッとした雰ふん囲い気きを持ってる人だ。社長って呼びかけたからには、早瀬の会社の人なんだろうな。


　駐車場を照らす灯あかりの下でも、けっこうな男前だって判る。ただ、メタルフレームの眼鏡めがねをかけてるせいか、ずいぶん真ま面じ目めな雰囲気の人のように思えた。


「橋はし本もと。先に帰っていいと言っただろう？」


　えっ。橋本って……？


　早瀬の秘書で橋本さんって人はいた。だけど、もっと年配の人だ。早瀬のお父さんの代からの秘書だったらしくて、早瀬のことを『坊ぼつちゃん』呼ばわりをしていたっけ。あの橋本さんが若返ったはずがないので、同じ苗みよう字じの別の橋本さんなんだろうけど、誰だれなんだろう。


　目の前にいる『橋本さん』は、オレのことなんか視界に入ってないのか、早瀬のほうしか見てない。ちょっとでも見てくれたら、オレも挨あい拶さつできるのに。


「社長をお送りするまでは、私が先に帰るわけにはいきませんから」


　橋本さんは眼鏡の端はしをちょっと上げて、ちょっと微ほほ笑えんだ。


「別に気にしなくてもいい。理事長としての仕事は終わったわけだから、私が許した以上、後は君の自由時間だ」


　というより、早瀬は仕事が終わったのに、それを引きずりたくないだけなんだろう。橋本さんの自由とかより、自分が自由になりたいからだと思う。


「では、私が自由時間に何をしようと勝手でしょう？」


　つまり、自分が早瀬が帰るまで待っていたとしても、それも自由だろうと言いたいんだろうか。よく判らないけど、仕事熱心な人なんだなあ。


　さすがの早瀬も呆れているみたいだった。


「それはいいが、私にも自由が欲しいな」


「もちろん、私は社長のプライベートを詮せん索さくしたりしませんよ」


　そう言いつつも、橋本さんはちらりとオレのほうを見た。


　一いつ瞬しゆん、その目つきを怖こわいと思ってしまったけど、橋本さんはすぐにオレにもにっこり笑いかけてくれた。


　よかった。早瀬の仕事関係の人に嫌きらわれたくなんかないから。


　いや、会ったばかりで、嫌いも何もないだろうけどさ。


「ああ、この子は柏木廉太郎君と言って……」


　早瀬が紹しよう介かいしようとするのを橋本さんは遮さえぎった。


「ああ、その件に関しては、父からよく聞かされてます」


　えっ、父からって……。


　早瀬はオレのほうを振ふり向いた。


「この人は私の新しい秘書なんだ。前の橋本が定年退職してしまって、代わりに橋本の息子むすこが引き継ついでくれている」


　ああ、なるほど。そう言われてみれば、どこか似たところがあるような気もする。あの優やさしそうでほがらかな橋本さんの息子さんなんだから、この人もきっといい人なんだろうね。


「あの……柏木廉太郎です。よろしく」


　早さつ速そく、オレは挨拶してペコンと頭を下げた。


「私のほうこそ、よろしく」


　橋本さんは微笑んで、そう言ってくれた。


　しかし、この橋本さんはオレのことを早瀬の何だって思ってるんだろう。


　前の橋本さんがオレと早瀬の本当の関係を知ってたかどうか知らないけど、オレ達が仲良くしてるのをにこやかに見守ってくれていたって雰囲気があった。もし、前の橋本さんが本当のことを知っていたとしたら、自分の息子に早瀬の世話を託たくすときに、そういうことも話したかもしれなかった。


　でも、さすがの早瀬も、オレが恋こい人びとだなんて橋本さんに言ってなかったんじゃないかなあ。普ふ通つう、言わないと思う。男で、しかも歳としの離はなれた高校生が恋人だなんて。


「とにかく、そういうわけで……私は廉太郎と帰るから。邪じや魔ましないでほしいな」


　早瀬は何な故ぜか橋本さんからオレを隠かくすみたいに、ちょっと前に立って言った。


「邪魔なんてとんでもない。私はお見送りをしたかっただけです」


　橋本さんは早瀬の車の前に立っていたんだけど、そこから退どいて、改めてどうぞって感じで手で合図した。


「なら、いいけど、今度からわざわざこんなことしないでほしいな」


　早瀬はナビシートのドアを開けてくれて、オレを車に乗せた。普通、こういうサービスまでしてくれないんだけど、どうした風の吹ふき回しかな。橋本さんの前だから？　でも、橋本さんの前だからって、何の関係もないような気もする。


　早瀬の車が出るのを、橋本さんはじっと見送っていた。


　しばらく車を走らせて、早瀬はポツンと言う。


「ねえ、廉太郎。今度の橋本のことをどう思う？」


　今度の秘書、じゃなくて、今度の橋本と言うのは何だかおかしいと思いつつも、オレは返事をした。


「前の橋本さんとは違ちがってて、真面目な人だなあって。いや、前の橋本さんが真面目じゃなかったわけじゃないけど、比べると何となく」


「それだけ？」


「えっ、それだけ…じゃダメ？」


　オレがそう訊きき返すと、早瀬は何故だかふーっと溜ため息いきをついた。


「いや、橋本が君に興味を持ったんじゃないかって心配になってしまって」


「はあ？」


　何でそういうことになるんだろう。どっちかっていうと、嫌われてるんじゃないかって、オレのほうは心配してるのに。


「橋本はいい男だろう？　あの橋本が君を好きになって……君も橋本のことを好きになったらどうしようって思ったんだ」


　それを聞いて、オレは妄もう想そうもいい加減にしてほしいって、ちょっと思った。


「オレも橋本さんも男だよ？　普通はそんなことならないって」


「だって、君は男によくモテるじゃないか。徳永だって、また君に付きまとおうとしていたし」


　そういえば。徳永って人もいたっけね。


「でも、橋本さんは普通の人だよ、きっと。だって、前の橋本さんの息子なんだろう？」


　何の理由にもなってないけど、そう主張してみる。でも、オレ的には早瀬が想像するようなことはないと思うし、何でもかんでもそういうことに結びつけるのはよくないからね。


「そうだね。私はそう思いたいけど、橋本は君に優しそうに笑いかけていたから、気になって」


　うーん。そんなに優しそうだったかなあ。オレには橋本さんがごく普通に振る舞まっていたようにしか見えなかったが。


「どっちにしたって関係ないよ。徳永さんが近づいてこようが、橋本さんが笑いかけようが。オレは早瀬が好きだし、一番いい男だと思ってるんだから」


　オレがきっぱりとそう言うと、早瀬は運転しながらすごく嬉うれしそうな笑え顔がおになった。もちろん顔は前を向いてるんだけどね。


「嬉しいよ、廉太郎……」


　早瀬は片手を伸のばしてきて、オレの膝ひざをさわさわと撫なでた。


「ちょっと……危ないから、こういうのはやめろって」


「だって我が慢まんできないんだ。廉太郎が可愛かわいくて」


「でも、ホント、事故でも起こしたら困るだろう？」


　オレは自分の膝を撫でていた手を摑つかんで、元の位置に戻もどらせる。早瀬はちょっと不満そうだったけど、運転中は運転に集中してもらわないと。


「じゃあ、ドライブやめて、私の部屋に行っていいかな？」


「……」


　やっぱり早瀬って……と思いながらも、オレも早瀬の部屋に行きたかった。もちろん早瀬とドライブするのも好きなんだけど、この間のデートも途と中ちゆうで終わりになっちゃって、エッチしそこねたから。


　オレだって、早瀬とエッチするのは好きなんだよ。早瀬のことが好きだから、一いつ緒しよにいたいし、抱だき合いたいって思ってる。


「うん……行こうか」


　そう返事をすると、早瀬はそれはそれは幸せそうな顔になったんだ。








　早瀬の部屋は立派なマンションの最上階にあった。


　建物が立派なら、内装も立派。きっとお値段はすごかったんだろうとオレはいつも思うけど、早瀬にとっては、そんなことどうだっていいらしい。


　とりあえず、今は、オレにキスするのに夢中みたいだ。


　寝しん室しつのキングサイズのベッドの上。早瀬はスーツの上着を脱ぬいだ状態、オレは制服のブレザーを脱いだ状態で、絡からみ合いながらキスをしている。いや、オレだって、もう早瀬のキスにメロメロになってるんだ。


　早瀬の情熱的なキスに応こたえるように、オレからも一生懸けん命めい、舌を絡めたりして。


「廉太郎……今日はとっても積極的なんだね？」


　改めて指し摘てきされると照れるんだけど。


「だって、この間、早瀬は仕事が入ったし……」


「ああ、廉太郎はお年とし頃ごろだからね。私とそんなにエッチしたかった？」


　そんなにはっきり言うなよ。まるでオレが早瀬とエッチするためだけに付き合ってるみたいじゃないか。


「オレは早瀬が好きだから、エッチしたいんだ！」


　そこだけははっきりさせておきたいから、そう主張する。早瀬はオレの言いたいことが判わかってるのか判ってないのか、満足そうな笑みを浮うかべながら、オレの股こ間かんに触ふれた。


「あ……っ」


「こんなに硬かたくなってる。嬉しいな」


　そう言いつつ、早瀬はオレのそこをズボンの上から撫でるんだ。嬉しいって言うなら、もうすぐにイロイロしてほしいのに。


　いつも手の早い早瀬なのに、こういうときに限って焦じらそうとするんだからな。


「は…早く……してくれよ……」


「そうだね。でも……」


　早瀬は何かよからぬことを思いついたように、オレの目の前で何とも言えないような笑みを見せた。


「君のほうからも何かしてくれないかな？　私のために」


「えっ……そんなこと言われても」


　早瀬はオレにどうしてほしいんだろう。


「私の身体からだを自由にしていいから。さあ……」


　早瀬はオレの手を引っ張って起き上がらせた。


「えっ、でも、自由にしていいって言われてもさ」


「じゃあ、君のほうからそういう衝しよう動どうはないの？　私の身体に何かしたいって、全然思わない？」


　そうか。オレがそういう衝動を感じる前に、いつも手を出されていたから、それが当たり前みたいに思ってたよ。


　そう言われれば、オレから早瀬にキスしたいって思うこともあったし、早瀬が寝ねてる間にしちゃったこともある。つまり、早瀬の身体を自由にしていいってことは、ああいうことをオレから好きなようにしてもいいってことだよな。


「ホントに……オレの好きなようにしていい？」


　早瀬はオレの目を覗のぞき込むようにして、にっこり頷うなずいた。


　ああ、こういう早瀬の表情もいいなあ。気がついたら、オレは早瀬の首にしがみつくようにキスしてた。


　早瀬の口の中にオレの舌を入れてみる。


　何だかドキドキするけど、早瀬はちゃんとオレを迎むかえ入れて、優やさしく舌を絡めてくれるんだ。


　たまには、こんなのもいいなあ。オレから積極的に早瀬にキスしたり、エッチしたり……。


　だって、オレも男だし。


　今まで、自分の欲望を表すのが恥はずかしかったんだけど、オレが早瀬を好きで、エッチもしたいって思ってることは、早瀬には当然判ってることなんだからさ。


　恥ずかしがることはないって思うほど、開き直れないけど、たまにはいいかなって。


「は、早瀬を脱がせても……いい？」


　耳元でそっと訊くと、早瀬はふっと笑った。


「全然かまわないよ。廉太郎の好きなようにしたらいい」


　ああ、何だか動どう悸きが止まらないって。


　オレは早瀬のネクタイを取ると、シャツのボタンを外していく。早瀬はいつも香こう水すいか何かのいい匂においをさせてるから、何だかそれに引き寄せられるように、思わず早瀬の背中に手を回すと、ギュッと抱きしめたりして。


「どうしたんだい？　まだ全然脱がせてないのに」


「だって……早瀬を抱きしめたいって思ったんだ」


　こうして胸に顔を埋うめてると、いい匂いがするし、あったかいし、安心するし。もちろん、抱きしめるだけでは満足できないんだけど、オレはすごくこういうのが好きなんだ。


「可愛いね、廉太郎は」


「早瀬だって……」


　早瀬が可愛いっていうのは変かもしれない。だって、早瀬は大人の男で、見た目はすごく格好いいからだ。


　けど、言動見てると、大人らしからぬところもたくさんあるし、可愛いって思えるようなこともしてくれるんだ。


　それに……。


　可愛いっていうのは、褒ほめ言葉だ。少なくとも、オレが早瀬に抱いてる感情はそういうことだ。


「そうかな。私より廉太郎のほうがもっともっと何倍も何十倍も可愛いのに」


　早瀬は変なところにこだわっていた。


「いいんだよ。とにかく、オレは早瀬を可愛いって思ってるんだからさ」


　早瀬はそれに関しては不満だったみたいだけど、オレはそんなことより、早瀬の身体をもっと自由にしたかった。だって、こんな機会、めったにないじゃないか。いつだって、オレは早瀬のペースでエッチされてるんだから。


　オレは早瀬の胸から顔を上げると、シャツのボタンを外してしまう。それから、早瀬がよくやるように胸にキスをしてみる。


　だけど、オレみたいな反応はしてくれない。オレは胸にキスされると、すごく感じるけどなあ。


「なあ、早瀬。ベッドに横になってみてくれよ」


　そのままだと胸にはキスしにくいので、そう要求してみる。


「こうかい？」


　早瀬は仰あお向むけに寝てみてくれる。


「うん……そう」


　オレは早瀬を組み伏ふせるような感じで、胸にキスをしてみた。


「くすぐったいね」


「えっ、感じるんじゃないの？」


「何だか笑いたくなってくる」


　それはショックだ。エッチの最中に笑われるなんて、最低だよな……。


「オレが下手なのかな。それとも、早瀬が不感症しよう？　胸にキスされたら、こう、ビクッとかしない？」


「うーん……。それは廉太郎が感じすぎるからだと私は思うな」


　そ、そうなんだ。


　ショックだよ。オレが感じやすいからだったのか。普ふ通つうの男は胸にキスされても、くすぐったいだけなんだ。


「私が感じるところはもっと別にあるよ。廉太郎だって判ってるだろう？」


　そ、そうだ。早瀬だって、感じるところはあるよな。


　オレは気を取り直して、早瀬のベルトを外しにかかった。そこは、さすがに、もうとっくの昔に硬くなってるみたいだ。


　別に早瀬の感じるところをどうにかしなきゃいけないってわけでもなかったけど、どうせ早瀬の身体を自由にするなら、もっと感じさせなきゃ、オレだって面おも白しろくないからね。


　ズボンと下着をずらしてみると、大きくなってるものが元気よく飛び出してくる。


　オレは早さつ速そく、そこにキスしてみた。


　さすがにそこは反応がよくて、たった一回のキスで、オレの手の中でそれがさらに硬くなってくるのが判った。


　オレは調子に乗って、そこに顔を埋めるようにして舐なめていく。そうすると、早瀬の身体がどんどん熱くなってくるのが手に取るように判るんだ。


　早瀬がオレを焦じらしたり、あちこちにキスする気持ちが何となく判る。相手の反応を引き出すのが面白いんだよな。


　それは、一人エッチでは味わえないことだ。


　自分だけ気持ちよくなるんじゃなくて、相手も気持ちよくしてあげて。それが楽しいし、嬉うれしいし、気持ちいいことなんだ。


「廉太郎……」


　早瀬の声がちょっと色っぽく感じられて、オレは顔を上げた。


　バッチリ目が合う。


　ふと、自分がしてることが恥ずかしいような気分になった。いや、こんなの、早瀬がいつもしてることじゃないかって思うんだけど。何だかオレは夢中でやっていたから、我に返ると、ちょっと照れてしまう。


「あのさ。……気持ちいい？」


　オレの問いかけに早瀬はにっこりと笑った。


「もちろんだよ。もっとして」


　そう言われると、オレは単純だから、調子に乗ってまたそこにキスをする。


　もっと早瀬を気持ちよくさせたい。もっと感じさせたいって。


　刺し激げきしてるオレのほうも興奮してるんだよな、きっと。


　しばらくまた夢中になってやってると、早瀬はベッドから上半身を起こした。


「えっ……？」


「もういいよ、廉太郎。すごくよかった」


「えっ、でも……」


　早瀬は微ほほ笑えんで、オレの顔を上げさせた。


「ほどほどにしてもらわないと、私のほうが先にイッちゃうよ」


「あ……」


　それは困る。すごく困る。早瀬を興奮させるのはいいけど、それはオレが気持ちよくなるためでもあるんだから、早瀬だけが気持ちよくなられても嫌いやだ。


「……したい？」


　早瀬はオレに静かな声で訊きいてくる。


　オレはその問いかけに頷うなずいた。


「じゃあ、君の用意もちゃんとしないとね。今度は君がここに横になる番だよ」


　そう言われて、オレはベッドに横になった。


「これじゃ、エッチなんかできないね。ちゃんと脱ぬがないと」


　早瀬はオレがしたように、ネクタイを取って、シャツのボタンを外した。そして、ベルトを外して、ズボンと下着をずらしたところまでは一いつ緒しよだったけど、早瀬はそれをさっさとオレの足から取り去ってしまった。


「さあ、足を広げてごらん」


　いつもなら、オレの足なんか早瀬が遠えん慮りよなく開いてると思うんだけど、今日はいつもと違ちがうらしい。


　一体、何をされるんだろうと思いながら、オレは足をおずおずと開いた。


「今日は自分で用意をしてみようか」


「えっ？　えっ？」


　用意って、つまり、早瀬を受け入れる用意のことだよな。指を入れて、慣らしていくやつ。早瀬はあれを自分でしろって言ってるのか……。


「でも…さ」


「恥はずかしい？」


「そりゃあ、やっぱり……。早瀬だって自分がそんなところに指を入れてるのを想像してみろよ。恥ずかしいだろ？」


　早瀬はちょっと首をかしげた。


「私はそういうことをする必要がないからね」


　そりゃあそうだけど。想像してみろって言われたんだから、想像してみれば、その恥ずかしさが判わかるだろうって言いたい。


「じゃあ、私の指を貸してあげるから。なら、きっと恥ずかしくないよ」


「ええっ？」


　早瀬はオレの目の前で自分の指を舐めてみせた。


　う……。


　早瀬って、時々、すごく色っぽい表情をするんだよ。何だかドキドキしてくるような……。


「ほら、これを使って」


　早瀬は自分の手をオレに握にぎらせた。


「だって……」


「しないと、いつまでもこのままだよ？　君だって気持ちよくなりたいよね？」


　それを言ったら、早瀬だって……と思ったけど、オレは早瀬より我が慢まんがきかない体質（？）だから、オレのほうが早く折れるって思ってるんだろうなあ。


　実際、そうだけど。


　オレは仕方なく、早瀬の指を自分のそこに近づけた。


「あ……」


　早瀬の指先がそこに当たっただけで、オレは声を出していた。


「これだけで感じるの？」


　いつもそうだよって言いたいけど、自分でやってもそうなのかって、ちょっと情けないものがあるよな。


「ほら、ちゃんと入れないと。せっかく舐めて濡ぬらしたのに」


　早瀬に急せかされて、オレはその指を自分の中に入れていく。


「あ…あ……」


　いつもどおりの早瀬の指なのに、自分が入れてるから何とも言えない気分になってくる。たぶんいつもよりずっと興奮してるよ。


　だって、いやらしいじゃないか。自分で早瀬の指を入れてるんだよ。


「ずいぶん締しめつけてるね」


「は…恥ずかしいこと言うなよっ……」


「本当のことなのに。……さあ、これからどうするのかな。このままじっとしてても仕方ないと思うけど」


　早瀬はオレの表情を楽しむように見ている。


「判ってるよっ」


　オレは早瀬の指を動かしていく。


　自分の身体からだだから、気持ちいいところは判ってる。そのあたりが擦こすれるように動かしていくと、早瀬が急に指を曲げたんだ。


「あぁっ……あっ」


　早瀬は狙ねらいどおりだったらしく、ふふっと笑った。


「馬ば鹿かっ」


「廉太郎がもっと気持ちよくなれるようにしてあげただけだよ」


　そうかもしれないけど、今のは不意打ちだったから、ダイレクトに響ひびいてしまったんだ。


「じゃあ、もっとよくなるように手伝ってあげようか」


　早瀬はそう言うと、もう片方の手でオレの股こ間かんで勃たち上がってるものを握った。


「あっ…あっ…ああっ」


　オレはそっちを刺激されながら、早瀬の指で自分の中を刺激する羽目になった。


　もう、何が何だか判らない。


「ダメだよ、廉太郎。休まないでちゃんと用意をしないと」


　早瀬は勝手に二本目の指を侵しん入にゆうさせてきた。


「あ……やだっ」


「嫌じゃないだろう？　すごくいい顔してるのに」


「ああっ……ん…んっ」


　オレは動かしてないのに、早瀬の指が動いていく。オレはただ早瀬の手に自分の手を添そえてるだけの状態になっていた。


　前の部分も刺激されてるし、もう……。


　結局、どう転んでも、こうなってしまうんだなあと思ったりして。だけど、これでいいんだよね。


　オレと早瀬の関係は……。


「……イキたい？」


　早瀬はオレを焦じらすように手を止めて尋たずねた。


「うん……」


　オレは甘えた声で答えた。


　いつもなら、こんな声を出したりしない。でも、今だけは許されるような気がするよ。エッチの最中だけは、オレは早瀬に甘えてもいいんだ。


「じゃあ……ちゃんと私の指を動かすんだよ」


　早瀬はそう言うと、オレの勃ってる部分を口に含ふくんだ。


「あ……あっ……ん」


　指を動かせって言われたけど、早瀬のほうが動かしてる。オレはそんな余よ裕ゆうもなくて、ただ喘あえいでるだけだ。


　すごく感じる。


　もう、オレの中には早瀬しかいないよ。早瀬だけがオレをこんなふうに感じさせることができるんだ。


　やがて、オレは身体中が熱くなっていって、我慢できないようになる。


「あ……もぅ……っ」


　イク……というときになって、早瀬は急に顔を上げた。


「やだっ……やだ……っ」


　もう少しでイクところだったのに、途と中ちゆうで放り出されて、オレは子供がダダをこねるみたいに頭を横に振ふった。


　涙なみだが目に滲にじんでいる。こんなつらいのは、嫌いやだよ。


「ごめんね。でも、廉太郎ばっかり気持ちいいのは不公平だと思うんだ」


　不公平も何も、これはいつものことじゃないか。そりゃあ、オレがイク前に、早瀬が入れちゃうときもあるから、これがいつもの順番だとは言い切れないけど、わざわざ「イキたい？」って訊きいておいて、それはないだろう。


　ホントにいきなりワガママになるんだから。


「じゃあ……早くっ」


　オレは続きを催さい促そくした。


　身体が震ふるえてしまって、どうしようもないよ。


「それじゃ、お言葉に甘えて」


　早瀬は指を引き抜ぬいて、代わりに自分のものをあてがった。そして、一気に貫つらぬいたんだ。


「ああっ……んっ」


　身体の奥に早瀬を感じて、脳天まで快感が走り抜けていく。


　早瀬が動くのと同時にオレも腰こしを動かしてしまう。もっと早瀬を感じたくて。


「廉太郎……っ」


　早瀬がオレにキスをしてくる。首から耳のあたり、そして、頰ほおに顎あごに……唇くちびるに。


「ん……んっ……ん」


　オレは夢中で早瀬の首に腕うでを回した。


　もう……何だっていいよ。


　早瀬がオレにどんなエッチなことを言っても、しても、オレは早瀬が好きなんだから。


　身体が熱くなる。限界が近い。


　もっと熱くなりたくて、片手で自分のものを刺し激げきしていく。


「あぁ……あ……っ」


　オレは早瀬の首にしがみついたまま、自分の手の中に熱を放った。


　やがて早瀬もオレの中で達して、息を整える間、オレをギュッと抱だきしめる。


　オレは早瀬が好き。早瀬はオレが好きなんだって、こうやって身体を重ねると、よく判わかる。たとえ喧けん嘩かしても、オレ達はいつもこうして元通りになるんだから、これって、オレと早瀬の間にはつながりがあるってことなのかも。


「廉太郎……好きだよ。好き過ぎて、もう君しか見えないくらいだ」


　本当に早瀬はそう思っているんだよね。噓うそなんかつけない人だから。


「オレも……早瀬が好きだ」


　何度も言った言葉だけど、自分からそう言うのはちょっと照れる。


　早瀬はオレの髪かみを撫なでて、チュッと唇にキスをした。


「シャワー浴びようか？」


　今イッたばかりなのに、早瀬の顔を見てると、もう一度したくてたまらないって感じの虎こ視し眈たん々たんと次の機会を狙ってるって表情をしてる。ということは、絶対、身体を洗うフリして、手を出してくるってことだ。


　早瀬の考えなんか、お見通しなんだからな。


　何度も同じことを繰くり返されれば、さすがにオレだって早瀬の表情を読むことくらいはできるようになれるんだ。


　まあ、それでも、早瀬はたまに思いがけない反応をしてくれて、そこがまた新しん鮮せんなんだけどね。


「もうちょっと休んでからがいいな」


　甘えるように言うと、早瀬はたちまち笑え顔がおになる。


「可愛かわいい、廉太郎」


　早瀬はオレを抱きしめると、顔のあちこちにキスを繰り返し、それから唇に熱ねつ烈れつなキスを施ほどこした。


　あれ……あれぇ？


　舌を絡からめてるうちに、何だか変な気持ちになってくる。身体からだがふわふわと熱くなってくるし……そもそもオレの中にまだいた早瀬が復活してきてるような気がするんだ。


「あ……あっ」


　早瀬が腰を動かしてる。ってことは、完全復活してるってこと？


「ちょっと……早すぎ！」


「だって、廉太郎が可愛いから。廉太郎のせいだよ」


　そうじゃないだろう。早瀬がスケベなだけだ。


「いくら何でも……あっ……あっ」


「廉太郎も気持ちよさそうだね？」


　早瀬がオレの目の前でにっこり微ほほ笑えむ。


「誰だれのせいだよっ。誰の！」


「私と君の連帯責任かな」


　違ちがう、違うっ。絶対、責任は早瀬一人にあるんだ！


　オレの心の中の抵てい抗こうも空むなしく、身体のほうはすっかり早瀬の思うままになっている。内側のイイところを擦こすられて、しっかり反応してるし。


「いやらしいな、廉太郎。さっきイッたばかりなのに、こんなになって……」


　早瀬はオレの股こ間かん部分を握にぎって、手を動かした。すると、湿しめった音が聞こえてくる。


　オレがいやらしいんじゃないよ。早瀬のせいなんだから。……と思いつつも、そこを刺激されると、オレもその気にならないはずがなかった。


「もう一回だけだからな！」


　ヤケクソのように怒ど鳴なるオレに、早瀬は微笑んだんだ。








　本当に早瀬のお守もりは大変だ。


　早瀬のことが好きだから、早瀬とエッチするのは好きだけど、結局、早瀬のペースに乗せられて好き勝手されてるのは、何となく一方的な感じがする。


　いや、今いま更さらなんだけどね。早瀬との付き合いはそういうものだし、それが判っててオレは早瀬が好きなんだから。


　それでも、時々、オレは早瀬が疎うとましく思えてくるんだよ。ほんの時たまだけど。


「廉太郎、徳永のことなんだけど……」


　シャワーを浴びてスッキリした後に、ゆったりとしたソファでくつろいでいるオレの横に、早瀬は腰を下ろした。


　石せつ鹼けんのいい匂においがする。って、きっとオレの身体からもしてるんだろうね。


　早瀬は当たり前みたいにオレの肩かたに手を回した。オレも自然に早瀬に身体を預けるから、二人は本当にラブラブって感じだ。


　もう二回もしたし、さすがの早瀬も今日は手を出してこないだろう。だから、こういうふうに安心して、くっついてられるんだ。


　もちろん、オレは早瀬とエッチするのが嫌なわけじゃない。好きなんだけど、過か剰じようにエッチされるのは困るからね。身体がとてももたない。


「徳永さんは早瀬が無事に追い返したんだから、もういいんじゃない？」


「いや、今日は引き下がったが、いつまた廉太郎に接せつ触しよくしてこようとするか判らない。廉太郎はくれぐれも用心するんだよ」


「うん……そうだね」


　そうだねって言ったが、オレは徳永さんのことなんか、どうでもよかった。


　早瀬のことがこんなに好きなのに、徳永さんが何か言ってきても、オレには関係ない。ただ、この間みたいに騙だまされて拉ら致ちされるようなことさえなければ、無理やりベッドに連れ込まれることもないだろうと思うから。


「ねえ、廉太郎……」


「え？」


　早瀬はオレの肩を抱く手に力を込めた。


「私はこういうふうにゆったりとくつろいで、廉太郎と一いつ緒しよにいるときが一番幸せだよ」


　何だか意外なことを聞いたような気がした。


　早瀬はオレとエッチしてるときのほうが幸せだって思ってそうだったからだ。いや、たぶん、エッチのときも幸せなんだと思うけど。


　そうか……。こういうのが好きだったのか……。


「オレも幸せ……」


　徳永さんがどんなにオレ達の邪じや魔まをしようとしても、絶対にオレと早瀬は離はなれないんだ。前に一度別れかけただけに、ああいうときのつらさって、もう身に染しみて判るから。


　あんなつらい目に遭あうくらいなら、オレはしがみついてでも早瀬から離れないよ。


「私は廉太郎と出会ってから、本当の幸せというものに巡めぐり合えたんだ」


　それはちょっとオーバーかなあと思いながらも、オレは黙だまって聞いていた。本当の幸せって、実際どういうものなのか、オレにはまだ判らないけど、オレより十歳も年上の早瀬には実感できることなのかもしれない。


「早瀬は……オレなんかでいいの？」


　ふと、オレは不安に思って尋たずねた。


　だって、本当の幸せとまで言われたオレは社会的地位のある早瀬とはまったく違って、ただの高校生で、しかも男なんだ。いずれ高校は卒業するだろうけど、男であることは変わらない。いや、もちろん、いくら早瀬のためだからって、性別を変わる気もないし。


　普ふ通つうに考えたら、早瀬には早瀬にふさわしい女性がいるんじゃないかって思う。早瀬はこのとおり、少なくとも外見は完かん璧ぺきだ。しかも、地位も金もあって、なびかない女もいないんじゃないかってくらいだ。


　そんな早瀬がオレといるのが幸せなんだって言う。それはオレにとっては、すごく嬉うれしいことだけど、時々、不安になるよ。


　本当にそれでいいのかって。


「私は廉太郎でなくてはいけないんだ。毎日、仕事で忙いそがしいからね。そんなときに、廉太郎に会えて、こんな時間を過ごすことが私にとっては一番の幸せだって思うんだよ」


　うん……そうだね。早瀬は忙しそうだから。


　将来のことなんか抜ぬきにして考えたら、きっと、オレは早瀬の傍そばにいてもいいんだよな。早瀬がそれで安らいで、オレも幸せな気分になれるんだから、それが一番じゃないか。


「早瀬……」


　オレは肩を抱だく早瀬の手に自分の手を重ねた。


「どうしたんだい？」


「うん。何となく……」


　早瀬はオレの手に指を絡めた。


　あったかさが絡めた指からも伝わってきて、オレは細かいことを考えるのは、もうやめようと思った。


　オレと早瀬は一緒にいることがお互たがい幸せなんだから。


　もう、これでいいんじゃないかって。


　オレは早瀬に身体を預けながらそう思ったんだ。








　翌日。いつものように放課後には生徒会室に行って、それから今日は護衛よろしく諒と篤志が一緒に帰ってくれた。


　昨日の徳永さんの様子から考えると、続けては来ないような気がしたんだけど、「廉太郎は甘い」って二人がかりで説得されちゃってさ。


　諒と篤志って変わってるよね……。普通、恋こい人びと同士なら二人きりになりたいもんじゃないかな。


　いや、きっと二人とも友情に厚いのかもしれない。だから、オレの危機には、二人して協力してくれるのかも。


　そう考えたら、オレは二人が変わってるなんて思ったことをちょっと反省した。


　二人とも、いい友達だよ。オレって、いい友達と恋人を持って幸せだよな。


　だが。


　そんなオレの幸せは、家に辿たどり着くまでのことだったんだ。


　オレの家は一いつ軒けん家やで、ごく普通の二階建てだ。でも、今日はその家の前の道路に、もう見たくもないと思っていたものが停とまっていたんだよ。


　徳永さんのポルシェ。


　はっきり言って、ポルシェ＝徳永さんのもの、かどうかは判わからない。けど、オレの知ってる限りでは、家族の中でポルシェを乗るような知り合いがいるのはオレしかいないし、オレの知り合いでは、徳永さんしかこの車に乗ってなかった。


　でも、まさか。


　どうして、徳永さんがオレの家に来るんだよ。早瀬に「恥はずかしい過去」を社内にバラされてもいいんだろうか。


　ともかく、オレは家に入った。じっと家の外で徳永さんが帰るのを待ってるわけにもいかなかったからだ。


　徳永さんの目的みたいなものを知らないうちは、どうしようもないしさ。


　玄げん関かんには、やっぱり徳永さんのものらしき靴くつがある。ピカピカに磨みがかれた黒い革かわ靴ぐつだ。それを見ただけで、妙みようにオレは嫌いやな気分になった。


　普通だったら、こういう靴が家にあるときは、早瀬の靴って決まってるんだよ。それなのに、早瀬以外の奴やつがこうしてオレの家に上がりこんでるなんて、許せない感じだ。っていうか、もしこれが徳永さんの靴だったら、オレの家族は無防備にもあんな手の早い奴を家に上げたってことだろうか。


　マズイよ。オレの家には姉さんだっているのに。


　ああ、いっそのこと、あのポルシェもこの革靴も、姉さんの恋人のものだったらいいのに。でも、姉さんに恋人なんている気配は全然なかったよな。もしいるんだったら、母さんと二人で早瀬のことで盛り上がったりしないだろうしさ。


　ドキドキしながらリビングに入るドアを開けた。


　中から楽しそうな笑い声が聞こえてきて、オレはどうしようかと思ったよ。


　ソファに徳永さんがくつろいでいて、テーブルを挟はさんだ向かい側のソファには、母さんと姉さんが座っているんだ。その三人がお菓か子しと紅茶で談だん笑しよう中で、オレはドアを開けたまま、その場面を目もく撃げきして固まってしまった。


「あら、廉太郎。お帰りなさい」


　母さんがやっとオレに気づいたように声をかけてきた。


「廉太郎にお客さんが見えてるわよ」


　言われなくても、徳永さんがそこにいるのは判ってるよ。


「やあ、廉太郎君。昨日はゆっくり話せなくて残念だったから、家に来てしまったよ」


　徳永さんはニコニコしながら言ったけど、オレにしてみれば冗じよう談だんじゃないって感じだ。オレがいないときを狙ねらって、しかも、ちゃっかり家に上がり込むなんて。


　でも、何だか母さんも姉さんも、徳永さんに手なずけられてるっぽいし、どうしたらいいんだろう。


　いきなりオレがここで徳永さんに帰れって言ったら……たぶん二人にものすごいヒンシュクを買うだろうな。オレのほうが絶対に非難されると思う。


「廉太郎、ご挨あい拶さつしなさい！」


　徳永さんにいい顔を見せたいだけの姉さんがオレに厳しく言う。まるで良家のお嬢じようさんみたいに。


　似合わないよ……と思いつつも、徳永さんみたいに外見が素す晴ばらしい男がいたら、そういう真ま似ねもしたくなるのかもしれない。姉さんだって一応は女なんだしさ。でも、母さんも姉さんもあんなに早瀬に夢中だったのに、早瀬のライバルなんかに心変わりするなんて、ひどいよ。


　だけど、姉さんにいじめられるのも嫌だから、徳永さんにちょっと頭を下げる。


「こんばんは。でも、徳永さんとはそんなに親しいわけでもないのに……何か用ですか？」


「なーに言ってるのよ。徳永さんって、早瀬さんの従い兄と弟こなんでしょ？　聞いたわよ。廉太郎は徳永さんの車に乗せてもらったこともあるそうじゃないの」


　ああ、早瀬の従兄弟……。その手を使ったんだな。


　だったら、あっさりと二人が騙だまされるはずだよ。しかも、徳永さんは礼れい儀ぎ正しく優やさしそうに見えるしね。本性はともかく、オレだって最初はまともな人かと思ったくらいだ。というか、早瀬だって、この二人の前では完かん璧ぺきに猫ねこをかぶってるんだよ。


「あのドライブは楽しかったね、廉太郎君」


　徳永さんはいい人そうな笑え顔がおで話しかけてくる。


　うーん。どうやったら、徳永さんをこの家から上手うまく追い出せるかな。だいたい、早瀬に脅おどされたくせに懲こりないっていうか……。


　そうだ。早瀬だ。早瀬に言いつけてやろう。


「とりあえず、オレ、着き替がえてきますから」


　オレはそう言って、リビングを出ていってドアを閉めた。そして、廊ろう下かにある電話に飛びついたんだ。


　早瀬の携けい帯たいにかける。特別、忙しくなければ、早瀬は出てくれるはずだ。


　コール音が途と切ぎれたから、オレは勢い込んで話しかけた。


「早瀬？　オレだけどっ」


　だけど、いつものように早瀬の嬉しそうな声は聞こえてこなかった。


「……もしもし？」


　早瀬の声じゃない。しかも、冷たそうで迷めい惑わくそうな声だ。


　もしかして、間ま違ちがってかけちゃったのかな。そんなはずはないんだけど。今まで何度も早瀬の携帯にかけたことはあるけど、間違ってかけたことはない。もちろん番号はしっかり覚えてるし。


　でも、早瀬の携帯に早瀬以外の人が出るはずがないよな、普ふ通つう。


「あの……すみません。間違えました」


「……柏木廉太郎君？」


　その冷たい声の主はそう訊きいてきた。ってことは、やっぱりオレは番号を間違っちゃいなかったんだ。ていうか、この人、誰だれ？


「はい、そうですけど。あの……どなたですか？」


　間ま抜ぬけな質問だよな。でも、本気で誰か判らないんだ。早瀬の会社の人かな。


「秘書の橋本ですが」


　冷たい声がそう答えた。


　えっ、橋本さん？　昨日、会ったばかりのあの橋本さんだよな。前の橋本さんの息子むすこさんが何人も早瀬の会社にいて、全員が秘書をしてるってわけでなければ、あの橋本さんのはずだ。


　でも、こんな冷たい声の人じゃなかったのに……。


「えーと、早瀬はどうしたんですか？　忙いそがしいんだったら、また後でかけますけど」


　そう言いながら、早瀬が出ない以上、そうするしかないと思っていた。今まで早瀬の携帯にかけて、出なかったことはあるけど、秘書の人が出たのなんか初めてのことだ。よっぽど忙しいんだろうな。


　受話器の向こうで、溜ため息いきみたいなものが聞こえた。


　え……？


　何だか、橋本さん、すごく嫌そうな声だ。昨日はあんなににこやかに笑ってくれたのに、どうしたんだろう。


「社長は大事な会議中です。高校生なんかと話している暇ひまは一秒だってありません」


　オレは橋本さんの豹ひよう変へんぶりに言葉が出てこなかった。


　確かに、早瀬は忙しいだろうし、秘書の立場からすると、オレなんかと話す時間は惜おしいだろう。だけど、橋本さんはオレと早瀬が親しいってことくらいは聞いてるようなのに、どうしてそんな冷たいことを言うんだろう。


「社長はお優しいから本当のことが君に言えないようですが、私が代わりにはっきり言ってあげましょう。社長につきまとうのはやめてください。迷惑なんですよ。電話もね」


「えっ、だって……早瀬はそんなこと……」


　昨日だって、オレを抱だきしめて、幸せだって言ったんだよ。オレといるときが一番幸せなんだって。


　それなのに、オレが迷惑だなんてことがあるはずないじゃないか。


「判わかってないですね。君は社長にとってただの遊び相手なんですよ。そこのところをちゃんと自覚してもらわないと」


「そんな……」


「だから、社長から連れん絡らくするときだけ、電話に出ればいい。そして、社長から会いたいと言われたときだけ、会えばいいんです。君から電話するなんて、とんでもない。勘かん違ちがいもはなはだしいってことです」


　オレは受話器を握にぎりしめたまま、何も言えなかった。


　噓うそだ……って思うけど、オレは反論できない。オレは普通の高校生で、早瀬は大きな会社の社長だ。遊びだって言われれば、そうかもしれない。早瀬がオレのことを好きだって言ってくれるのでさえ、単に遊びかもしれないんだ。


「でも……でも、早瀬は……そんな遊びだなんて一言も……」


「そりゃあ言いませんよ。言ったら君とは最後でしょ。でもね、私は君がいては社長のためにならないと思うから、はっきり言います。君の存在自体、迷惑です」


　オレの存在自体が迷惑……？


　そこまで人に言われたのは初めてだ。オレはもう頭の中が混乱してしまって、何も考えることができなくなっていた。


　それくらい、橋本さんの言葉には毒があったんだ。


　橋本さんは少し笑って、口調を変えた。


「それにね……この携帯に私が出ることが社長の意思なんですよ。……判るでしょう？　本当は、君から連絡をもらいたくないんです」


　これがオレにとっては、駄だ目め押しだった。


　気がついたら、オレは電話を切っていた。もうこれ以上、橋本さんの言葉を聞くことができなかったからだ。


　早瀬がオレを迷惑だと思ってるなんて……。


　オレは今まで考えたこともなかったよ。


　いつだって、早瀬は過か剰じようなくらいにオレに「可愛かわいい」だの「好き」だの、言いまくっていたじゃないか。そして、どこであろうと、ちっとも我が慢まんしないでオレに手を出してきたのに。


　あれでも、早瀬にはオレなんて、ただの遊び相手なんだろうか。


　早瀬に電話して、「そんなの違うよねっ」って確かめたい。だけど、もう一回、電話する気にもなれなかった。また橋本さんが出て、イヤミのような言葉を投げつけられるかもしれないんだ。


　オレはこのままじっと早瀬が連絡してくるのを待つしかないのかな。


　もし、橋本さんの言ったことが本当だったら、そもそも早瀬がオレに連絡をしてくるかどうか判らないじゃないか。ひょっとして、もう二度と連絡なんかしてこないかも……。


　嫌いやだ、そんなの。


　オレはフラフラと二階の自分の部屋に戻もどって、ベッドに腰こしを下ろした。


　鞄かばんはそのへんに投げ捨ててある。


　もう……何をする気力もなかった。


　橋本さんの言うことなんか信じられない。だけど、まるっきり噓だと言い切ることもできなかった。


　オレは早瀬が好きなんだ。離はなれたくない。早瀬がどんなにワガママな奴やつでも、もう別れることなんかできないよ。


　徳永さんとの一件で、オレは早瀬に別れようって言って、早瀬がそれを承しよう諾だくして……。


　あのときの悲しさや苦しさは、もう絶対に味わいたくない。オレは早瀬がいないとダメなんだ。早瀬だって……オレなしでは生きられないって言ってたのに。


　本当はもう気が変わっていたんだろうか……。


　コンコンとノックの音がする。


　オレは慌あわてて目から頰ほおに流れ落ちていた涙なみだを拭ぬぐった。


　ドアを開けて、徳永さんが勝手にオレの部屋に入ってくる。


「出ていけよっ。何でオレの家なんかに来たんだっ？」


　もう、オレは徳永さんに敬語を使おうとすら思わなかった。そんな余よ裕ゆうもなかったし、徳永さんこそが、一番に早瀬とオレとの仲を裂さこうとしてるからだ。


「まあ、落ち着いて。廉太郎君」


「落ち着けるはずがないだろうっ？　一体、何を企たくらんでるんだよっ。昨日、早瀬に脅おどされたばかりだろう？」


　徳永さんはそれを聞いてニヤニヤと笑った。


「うん、そうだけど。私のほうこそ、あいつの秘密を握ってるってことに気がついたんだ」


「え……？」


　早瀬の秘密って、何だろう。


「君とあいつのこと、君のご家族にバラしちゃうよ」


「あ……！」


　確かにそれは秘密だよ。家族どころか、誰にも知られちゃいけないことだ。


「いいお母さんとお姉さんだよね。あいつのことを信じきっていて……。趣しゆ味みの模型で知り合ったんだって？　それ以来、友人として親しくしてもらってるって。まさか、君とあいつに肉体関係があるなんて、思いもしないだろうね」


「肉体関係なんて……露ろ骨こつなことを言うなよっ」


　徳永さんは明るく笑った。


「可愛いね。肉体関係じゃなければ何て言うんだい？　あいつは高校生の君を裸はだかにして、セックスを強要している、とでも？」


「強要なんかされてない！」


　いや、最初はそんな感じだったけど。でも、今ではオレと早瀬は恋こい人びと同士だからエッチしてるんだよ。


　ふと、オレの頭の中に、さっきの橋本さんの言葉が甦よみがえった。


　オレが遊びの相手だって……。


　そんなことあるはずないのに、もしそうだったとしたら。オレと早瀬の関係は、徳永さんの言うとおり、ただのニクタイカンケイってことになるのかもしれなかった。


　そんなの嫌だ。


　オレは早瀬が好きだから、エッチしてるのに。


　でも、早瀬がオレと同じ気持ちでないのなら、オレのこだわりもすべて意味のないことになってしまう。


　ただ身体からだが快感を求めてるから、それに突つっ走ってるだけで。


　好きだから……なんて、詭き弁べんってことになってしまうよ。


「ああ……模型って、これのことかあ」


　徳永さんは完成模型の並ぶ棚たなに目を向けて言った。


「ねえ、廉太郎君。私は手先が器用だから、これくらいの模型はいつでも作れるよ。何だったら、私は君の趣味の友人にだってなれる。だから……あいつをやめて、私にしない？」


「何…言ってるんだよ。何であんたなんかを……」


「廉太郎君、今さっき泣いてたよね？」


　徳永さんに涙を拭ふいてたのを見られちゃったのか。


「そんなことない。オレは……」


「いいよ。言い訳なんかしなくても。男だって泣きたいときはある。それくらい当たり前だ」


　突然、優しい口調で言われて、オレは不覚にもまた泣いてしまいそうだった。でも、徳永さんという人が決して信用できる人でないことは、よーく判っていたので、かろうじて涙を出すまでには至らなかった。


「これは私の想像だけど、君はあいつに電話か何かしたんじゃないかな？　それであいつに冷たいことを言われた、とか」


　徳永さんの想像は、半分当たっていて、半分外れていた。


　オレに冷たいことを言ったのは、早瀬じゃなくて橋本さんだ。でも、だからこそ、オレには早瀬の真意が判らないんだ。


　だけど……。


　どうしても、昨日、早瀬がオレの肩かたを抱だいて言ったことが噓だなんて思えない。早瀬は遊びで誰だれかを抱いたりしないはずだ。そんな人間じゃないよ。


「私は前にも言ったけど、君にだけは本気だよ。君にそれを信じてもらえるまで、何度でも言う。……君が好きだ」


　徳永さんは腰を屈かがめて、ベッドに座ってるオレに顔を寄せてきた。


「や……やめろっ」


「キスくらい、いいだろう？　それとも、そんなにあいつに操みさおを立ててるわけ？　あいつは君が思ってるような人間じゃないよ」


「じゃあ……どういう人間なんだよっ」


　オレは手で自分の口をガードしながら尋たずねた。


「優しいふりをして、利己的で冷たい。君の前ではどういうふうに振ふる舞まってるか知らないけど、本質的にはそんな人間だと私は思うね」


　早瀬が冷たいって？


　そんなことないって今までは言い切れたはずなのに、さっきの電話で動どう揺ようしているオレには、徳永さんの言葉が妙みように心に突き刺ささった。


　本当は……徳永さんや橋本さんの言うことが正しいのかもしれない。オレは早瀬にとって大した価値のない人間で……自分から連れん絡らくしちゃいけない立場にいるのかもしれなかった。


　徳永さんはオレの唇くちびるを諦あきらめて、頰に軽くキスすると、すぐに顔を離した。


「可愛いね、廉太郎君。あいつにいつまでも騙だまされてる君が可哀かわい想そうだよ」


「そんな……騙されてなんかない……」


　強く言い切れない自分が歯がゆいよ。ちょっとしたことで、早瀬の気持ちを疑ってさ。


　でも、徳永さん一人だけに言われても揺ゆるがなかったと思うんだ。早瀬の秘書である橋本さんが、早瀬の携けい帯たいに出て、ああ言ったということが、オレの心に重くのしかかっていた。


　早瀬を信じたい。なのに、信じられない。


　徳永さんは模型を並べている棚の近くまで寄っていった。


「この隅すみにあるやつ、ずいぶん不格好だね。もしかして、これはあいつが作ったやつかな？」


　そう言いながら、徳永さんはその不格好なものに手を伸のばした。


「やめろ！　それだけは触さわるな！」


　オレは徳永さんの腕うでを摑つかんで、後ろに引っ張った。


　それは早瀬が一生懸けん命めいここで作ったものだ。不器用だけど、すごく楽しそうにオレと一いつ緒しよに作ったんだよ。


　徳永さんにはそれは判わからないだろうし、ただの不格好な模型にしか見えないんだろうけど、オレと早瀬にとってはとても大事なものだ。


　絶対に触ふれてほしくない。


　触れたら壊こわれそうだっていうのもあるけど、それ以上に、徳永さんなんかに触れられたら、早瀬との思い出を汚よごされてしまうような気がしたんだ。


「こんな下手な模型のどこがいいかな。私はもっと上手に作れるよ」


「完成品の上手下手なんか関係ない。趣味なんだから、楽しんで作れればいいんだ。徳永さんに早瀬の趣味をとやかく言う権利なんかないはずだ！」


　オレはやっぱり徳永さんを好きになんかなれない。恋人としてもだけど、模型を通しての友人にもなれそうになかった。


　徳永さんはふーっとわざとらしい溜ため息いきをついた。


「困ったね。廉太郎君を怒おこらせる気はなかったんだけど。まあ、今日はこんなところで引き上げようかな」


　そう言われて、オレは正直言ってホッとした。この部屋で、いつまでも徳永さんと二人きりでいたくなかったからだ。


　早瀬のことを置いといても、オレはやっぱりこの人の言動には引っかかるよ。優やさしい言葉と態度の裏に、どうしてもオレには相あい容いれない部分があるっていうのかな。それが感覚的に許せないんだ。


「でも、また遊びにこさせてもらうよ」


「えっ……どうして？」


「だって、廉太郎君ともっと仲良くなりたいからね。……あ、あいつに告げ口なんかダメだよ。そんなことしたら、ご家族にバラしてしまうからね、君達の関係を」


　徳永さんはそう言うと、オレの目の前でニヤリと笑った。


「卑ひ怯きよう者！」


「何とでも言いたまえ。だいたい、あいつのほうが先に私を脅おどしたんだからね。これでおあいこだ」


　オレは眩暈めまいがしてしまいそうだった。


　橋本さんの言ったことだけでも、しばらく頭を悩なやませそうなのに、この上、徳永さんがうちに出入りするって……？


　仮にオレが早瀬に黙だまっていたとしても、早瀬がうちに来たら、誰かが喋しやべるよ。従い兄と弟この徳永さんがいつも遊びにいらしてて……とかナントカ。絶対、母さんか姉さんが言うのに。


　徳永さんはそれでもかまわないのかな。それとも、そこまで頭が回らないのか。


　でも……。


　早瀬はまた、ここに来るんだろうか。橋本さんの言うことが本当だとしたら、オレのことなんか迷めい惑わくなんだろうし。


　いや、たとえオレとのことが本当に遊びだったとしても、遊びは遊びなりに、オレに会いに来るよな。


　そう思いながら、オレはすごく悲しかった。オレとのことがただの遊びだなんて、オレは思いたくない。だから、早く早瀬に会いたい。早く会って、確かめたい。


　確かめて……。


　早瀬は本当のことを言うだろうか。


　だって、遊びで付き合ってて、これからも遊びたい相手に、「遊びなんだよ」ってわざわざ言うかな。


　言わないよ、絶対。反対に、本気なんだって言うに決まってる。


　じゃあ、オレは一体、何を信じたらいいんだろう。


「廉太郎君、これ」


　徳永さんはオレに名めい刺しを差し出していた。


「え……？」


「私の携帯番号が書かれている。あいつと付き合ってるうちに、もし何かつらいことや苦しいことがあったら、いつでも電話してくれ」


　オレが徳永さんの携帯に電話なんかするはずがないじゃないかって思った。早瀬以上に徳永さんのほうが信用できないのにさ。


　でも、最初から信用できないって判ってる徳永さんのほうがまだしもかもしれない。今のオレは、早瀬を信じていいのか悪いのかさえ、判らないんだから。


「それじゃ、またね。廉太郎君」


　徳永さんは名刺を受け取ったオレの手を取ると、指先にチュッとキスをした。








　それから数日が過ぎていった。


　早瀬からの連絡はない。といっても、そういう時期が時々あるから、今までのオレなら気にも留めなかっただろう。ああ、仕事が忙いそがしいんだって。そう思うだけでさ。


　だけど、今は違ちがう。


　橋本さんの言ったことが本当なのか噓うそなのか、すごく知りたい。もし早瀬がオレを騙そうとしていたとしても、早瀬の言葉が聞きたい。早瀬の顔を見て、早瀬の本当の気持ちを理解したいと思っていた。


　でも、連絡はずっと来ないんだ。もちろん、会いにも来てくれない。


　オレは……どうしたらいいんだろう。


　早瀬のことを信じたいのに。だんだん日にちが経たつごとに信じられなくなってくる。


　一方、徳永さんはほぼ毎日、オレの家に遊びにきていた。オレは相手にしたくないんだけど、母さんと姉さんが上手うまく丸め込まれているから、仕方なく話をする羽目になるんだ。


　徳永さんがこんなふうに家に出入りしてるって早瀬が知ったら、絶対怒るに決まってるのに。


　ただ、ここがオレの家で家族もいるから、徳永さんもさすがにオレに手を出してこない。それだけが救いって言えば救いかな。


　そして、今日もオレはいつもぴったり護衛してくれる諒と篤志と一緒に帰っていた。徳永さんと出会わないようにと、駅まで送ってくれるんだけど、その徳永さんはオレの家にちゃっかりいたりするんだよねえ。


　でもまさか、そんなことをこの二人に相談なんかできないしさ。二人はせっかく仲良くしてるのに、オレのそんなつまんないことで、煩わずらわせたくなかったんだ。それでなくても、今までいろいろ世話になってるからね。


「最近、廉太郎は溜息ばかりついてる。もしかして、あいつとまた喧けん嘩かした？」


　歩きながらオレの右側を歩いている諒はそう言った。ちなみに篤志はオレの左側にいる。つまり、オレはカップルの真ん中に配置されてるんだ。護衛のつもりなんだろうけど、二人の邪じや魔ましてるようで、オレはちょっとつらいよ。


「そうかな……。別に溜息ついてるつもりはないんだけど」


「ついてるって。なあ？」


　話を振ふられた篤志も頷うなずいた。


「元気が全然ない。廉太郎は自分では外に出してないつもりかもしれないが、おまえの溜息の回数はちょっとすごいぞ」


　えっ、そうなんだ。


　オレは自分では精せい一いつ杯ぱい、元気に振る舞まってるつもりなんだけど。


「喧嘩なら、仲直りの算段をつけてやろうか？　早瀬に電話くらいなら、いつだってしてやるぞ」


　そう。篤志は何な故ぜか早瀬の携けい帯たい番号なんかを知っている。早瀬の弟である諒をモノにするときに、いろいろ相談に乗ってもらっていたらしい。早瀬に敵対心を抱だいている諒より、篤志が早瀬に連れん絡らくした回数のほうが絶対に多いに違いない。


「早瀬の携帯なんか…さ。かけないほうがいいよ」


　オレは橋本さんのことを思い出して、そんな言い方をしてしまった。


「やっぱり喧嘩か……」


「違うって！」


「じゃあ、何なんだ？　別に俺達に説明する必要はないが、仲直りは早いところしたほうがいい。元気のない廉太郎を見てると、こっちまで落ち込んでいきそうになる」


　いや、何も篤志までもが落ち込むことはないだろうに。


　そう思ったが、諒も横で何故か同意していた。一体、この二人はオレをどういうふうに考えてるんだろうな。


　以前、オレのことが好きだったからって、もう二人は二人で恋こい人びと同士になってるんだから、今いま更さら、オレのことなんて……って思うんだけど。そりゃあ、友人なのは変わらないから、友人として心配するってのは判わかる。オレだって、篤志や諒が何かトラブルに巻き込まれたら、必死になって自分にできることをするよ。


　でも……この二人って、何か違うんだ。もちろん、心配されるのが嫌いやなわけじゃない。友人として好かれてるってことも、すごく嬉うれしいんだけどね。


　ただ、何となくその好かれ方が友人としての範はん疇ちゆうをちょっとだけ超こえてる気がするんだ。


「とにかく、早瀬に連絡なんかするなよ、頼たのむから……」


　篤志が携帯に電話して、また橋本さんが出たら、どうなるんだろう。橋本さんはやっぱり冷たく、オレとのことは遊びなんだから連絡してくるなって、篤志にも言うのかな。


「そうか……。廉太郎がそんなに言うなら、電話しないが……。もし、おまえの落ち込みが続くようだったら、こっちも考えさせてもらうぞ。元気のない廉太郎なんて、つまらないからな」


　つまらないって……。


　もしかして、オレって、面おも白しろがられてたんだろうか。よく判らないけど。


「ねえ、廉太郎。この間、カラオケ行き損そこねたから、今日は一いつ緒しよに行こうか」


　この間っていうのは、徳永さんに拉ら致ちられたときのことだ。あのとき、早瀬と別れていたオレは、めちゃくちゃ落ち込んでて、この二人が励はげましてくれようとしたんだっけ。


「でも、篤志が……」


「何を遠えん慮りよしてるんだ。俺達二人は廉太郎の味方だぞ」


　篤志はバンとオレの背中を元気づけるように叩たたいた。


「味方って？」


「早瀬と喧嘩したおまえの味方ってところかな。ああ、今回は喧嘩じゃないらしいけど、とりあえず俺達は味方だからな」


　どうやら、喧嘩してないって言ってるオレの言葉は信じられてないみたいだ。でも、そんなふうに、事情も聞かずに味方だって言い切ってくれるこの二人に、オレは感謝したかった。


「じゃあ、行こうか、カラオケ」


　オレができるだけ明るい声を出すと、二人は顔を見合わせてニッコリ笑った。








　カラオケに行ったのは、二人への感謝の気持ちとか、気分転てん換かんしたかったからとか、いろいろ理由があるけど、実は遊んでる間に徳永さんが帰ってくれていたらなあって気持ちもあったんだ。


　そうして、さんざん遊んで帰ったら……。


　オレの家では修しゆ羅ら場ばが待っていた。


　家の前に停とまっていたのは、徳永さんのポルシェではなく、早瀬のＢＭＷだ。その時点で、オレは家に入るのが嫌になったんだけど、帰らないわけにもいかないし。


　仕方なく、家に入ると、機き嫌げんよさげな父さんの声が聞こえた。そして、母さんや姉さんのとっても楽しそうに笑う声が。


　そうだ。早瀬が家に来ると、いつもうちはそうだよ。だけど、早瀬はどうなんだろう。徳永さんがここに出入りしていたことを、おしゃべり好きな母さんや姉さんが話さないはずはないんだ。


　オレはビクビクしながらリビングのドアを開いた。


「た……ただいま……」


　暗い声で挨あい拶さつをすると、ソファで父さんと談笑していた早瀬の視線が、まっすぐにオレを射い抜ぬいた。


　怒ってる……。そりゃもう、めちゃくちゃなくらいに。


「遅おそかったね、廉太郎」


「き、今日は諒や篤志と遊びに行ったんだ」


　オレは引きつった笑いを顔に浮うかべて言った。


　だって、噓じゃない。本当のことなんだから。でも、自然には笑えないよ。頭の中がぐちゃぐちゃだから。


　まず、早瀬はオレのことをどう思ってるのか、とか、オレに会いにきてくれたんだ、とか、徳永さんとは会ったんだろうか、とか、徳永さんのことでオレを疑ってるんだろうか、とか。


　もう、いろいろ一挙に疑問なんかが次々に浮かんできて、整理しきれない。


「廉太郎、夕飯すぐだから、早く着き替がえてきなさい」


　硬こう直ちよくしたままのオレに、母さんがキッチンから声をかけてきた。


「あ、はーい」


　こんなときだけ素す直なおないい返事をするオレって……。でも、早瀬がとっても怖こわいから、とりあえず自分の部屋に逃にげ込むんだ。もちろん、すぐ夕飯なんだから、同じことなんだけどさ。早瀬もこんな時間までいるからには、一緒にうちの御ご飯はんを食べるんだろうし。


　あーあ……。


　いろいろ考えてると頭が痛くなるよ。オレはただでさえ、橋本さんの言ったことで傷ついてるのにさ。早瀬は怖い顔で睨にらむし。


　ブレザーを脱ぬいで、ベッドに放り投げる。それからネクタイを取って、溜ため息いきをついた。何だかそれだけで疲つかれてしまって、ベッドに腰こしを下ろしたそのとき、部屋のドアが開いた。


「あ……！」


　勝手に入ってきたのは、冷たい表情の早瀬だ。


　いつもなら、いくら親しい仲だからって、ノックくらいはしてくれるのにさ。何だか、早瀬はオレのことを何でも言うことを聞くドレイみたいに思ってるんじゃないかって、ちょっとムッとしてしまった。


「何だよ、いきなり！」


　思わず攻こう撃げき的に言葉を投げつけると、早瀬は冷たい顔のままでオレに近づいてきた。


「覚かく悟ごはできてるんだね、廉太郎？」


「何の……ことだよ？」


　とりあえず、しらばっくれてみる。


「徳永のことだよ。決まってるだろう？」


　やっぱりそうか。知られてないわけなんかないよな。


「だって……あれは徳永さんが勝手に押しかけてきて、母さんと姉さんが……」


「言い訳無用！」


　早瀬はオレの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎった。


「言い訳なんかじゃないっ」


「どっちだっていいよ。とりあえずはね。君の意見は私の部屋で聞こう」


　早瀬は傲ごう慢まんな顔をオレに近づけて、唇くちびるを重ねてきた。


「ん……んっ」


　こんなときにキスなんかされたくない。首を横に振ふって、早瀬の唇から逃のがれた。


「廉太郎……」


　しまった。キスを拒きよ絶ぜつしたことで、早瀬をもっと怒らせてしまったみたいだ。


「いや、そういうつもりじゃなくてさ……」


「食事が終わったら、私の車に乗るんだ。覚悟してなさい」


　早瀬はオレの意思なんかどうでもいいみたいに、そう言い渡わたした。


　夕食はもう、拷ごう問もんみたいだった。早瀬はいつもの位置……つまり、オレの隣となりで食事をするんだ。早瀬と家族は和気藹あい々あいと話していて、オレだけ何も話せなくて……。


　どうして、うちの家族って、こんなに鈍どん感かんなんだろう。オレが硬かたい表情で一言も喋しやべらず、黙もく々もくと食べてるだけなのに、何も気づかないなんて。


　もちろん、オレと早瀬の関係がバレたら困るから、鈍感なほうがいいのかもしれないけど、それにしたってさ。傷ついてるのに、食欲はしっかりあるからだろうか。でも、カラオケなんかして騒さわいでいたから、腹が減ってるんだよ、オレは。


　食事が終わると、早瀬はオレの親に、オレを外に連れていく許可を求めた。ものすごく紳しん士し的に。


　早瀬の内心はたぶんマグマのように煮にえたぎってるのに、こういう演技ができるって、嫌いや味みじゃなくすごいなあって思った。やっぱり、早瀬は大人なんだよ。しかも、大事な場面では私情を抑おさえて演技ができる立派な社会人なんだ。


　オレはただの高校生で……。


　早瀬の横にいるのに、すごく遠くにいるみたいだ。


　父さんと母さんに許可をもらって、早瀬はオレをＢＭＷのナビシートに乗せた。いつもなら、早瀬の車に乗れるのはすごく嬉うれしいのに、今日は何だか嫌だ。早瀬が怒ってるというのもあるけど、今のオレは早瀬の気持ちも信じられないからだった。


　早瀬はずっと無言だ。きっと頭の中ではオレを責める言葉でいっぱいなんだろうけど。今は何も喋らず、オレのほうも見ないんだ。


　こんな早瀬と一いつ緒しよにいるのは嫌だよ。何かと言うと、早瀬はオレを疑う。オレが悪くないときでも、一回は絶対疑ってる。


　なのに、どうしてオレは早瀬の言いなりになって、この車に乗ったんだろうな。やっぱり好きだから？　でも、マンションで早瀬がどんなことを言ってオレを責めるのか、だいたい想像できる。


　そうして、無理やりエッチされて……。


　だけど、徳永さんに関する誤解は解かなくちゃ。オレは本当に悪くないんだから。


　誤解が解けて……それから……。


　それから、どうなるんだろう。


　オレはふと胸の奥に重い塊かたまりみたいなのがあるのに気がついた。


　そう。橋本さんと話したあのときから、オレの胸の中にはその塊がずっとある。そして、それは容易には取れないんだ。


　早瀬への不信感。


　橋本さんの言ったことは本当のことなんだろうか。早瀬はオレといるときが幸せなんだって言いながら、本当はただの遊び相手だと思っていたのか……。


　もしそうだったら、早瀬とここで仲直りして、何の意味があるんだろう。


　早瀬に自分から連れん絡らくできないオレ……。


　何だか、不ふ倫りんしてるＯＬみたいだ。自分からは会いたいって言えなくて、相手が会いたいって言ったときにだけ会えるんだよ。


　オレって……馬ば鹿かみたいだ。


　それでも、早瀬のことが好きだなんて。早瀬と仲直りがしたいなんて。








　いつもと同じ早瀬のマンション。


　ここにこうやって、腹を立てた早瀬に連れられてきたのは何度目かな。いつも穏おだやかで幸せな気持ちで早瀬と会えたらいいのに。オレはそのほうがいいのに、どうしていつもこうなるんだろう。


「廉太郎……早くおいで」


　早瀬は玄げん関かんでグズグズ靴くつを脱いでるオレを急せかした。


　そうだ。いつまでも、こうしてたって仕方ない。徳永さんのことはちゃんと説明しなくちゃいけないし、橋本さんの言ったことだって確かめなくちゃいけない。


　リビングを通り越こして、早瀬はいきなりオレをベッドルームに連れ込もうとした。


「早瀬！　ここじゃ嫌だ……」


「どうして？」


　早瀬は表情も変えずに尋たずねた。


「だって、早瀬はオレにエッチしようとする。身体からだで屈くつ服ぷくさせようとするじゃないか。そんなの、嫌だ……。オレはちゃんと早瀬と話し合いたい」


　早瀬はかなりムッとしたような顔をしたけど、オレの言ったことはちゃんと理解してくれたみたいで、場所をリビングのソファに移した。といっても、ここでだって、簡単にエッチに持ち込めるんだから、気をつけないと、同じことになってしまう。


　でも、最初からベッドの上よりは数段いい。


「で、廉太郎はどんな言い訳をしてくれるんだろう？」


　早瀬はオレが言い訳をするって決めてかかっている。どうして、オレのことをもっと信用してくれないんだろうな。


　悲しくなってしまったけど、とりあえずオレは疑ってる早瀬に対して、弁明しなくちゃいけなかった。


「徳永さんは勝手にオレの家に来たんだ。帰ったら、もう家にいて、早瀬の従い兄と弟こだって聞いた母さんと姉さんが手てなずけられていたんだよ」


　正直なところを言ったのに、早瀬は何の反応も返してくれなかった。


　無言、なんだよ……。


　二人で並んでソファに座ってるのに、距きよ離りがある。身体に触ふれてもくれない。……いや、それはたぶん、オレがエッチするより話し合いたいって言ったからだと思うけど、全然触れてくれないのも、何だか悲しかった。


　早瀬の冷たさが悲しい。もう少し、オレのことを信じてほしいのに。


　それとも……。


　早瀬はオレの身体だけが目当てで、オレ自身のことなんか、実はどうでもよかったりして。


「……今日、私が廉太郎の家に行ったら、見覚えのあるポルシェが停とまっててね。慌あわてて玄関のところに行ったら、ちょうどあいつが帰るところだった……」


　早瀬は淡たん々たんと話し始めた。


　本当は絶対すごく怒おこってるはずなのに、そんな喋り方をする早瀬がオレは怖こわくなってしまった。本気で怒ってるって感じがするんだ。たぶん今までのどの喧けん嘩かのときよりも。


「あいつは勝ち誇ほこったような目で私を見たよ。そして、廉太郎の家の人から、あいつが毎日のように来ていたことを聞いたんだ。そのときの私の気持ち、判わかるかな？」


　判るかなって言われても……さ。


「わ……判る、と思う」


　オレはそう答えるしかないよね。


「噓うそだ！　廉太郎は何にも判っちゃいない。どれだけ私が君のことを好きか、どれだけ君のことを心配しているのか、何にも判ってない。だから、無防備にあいつを家に居着かせてしまうんだよ！」


　早瀬はいきなりオレをソファに押し倒たおした。


「やだっ……こんなの。話し合いたいって言ったのに……」


　早瀬はオレの目の前で唇くちびるを歪ゆがめて笑った。


「無理だね。私はすごく怒ってるんだ。廉太郎……君に対してだよ」


　早瀬の冷たい言葉がオレの胸を凍こおらせた。


　オレに対して怒ってるんだ。徳永さんじゃなくて、オレに……。


　じゃあ、やっぱり早瀬はオレのことなんか、ただの遊び相手くらいにしか思ってないんだ。だから、怒ったついでにエッチなんかしようとするんだよ。


　そうじゃなかったら、こんなの、話し合いで済む問題じゃないのか。オレにとっては、徳永さんが勝手にオレの家に居着いてしまっただけのことなのに。


　しかも、徳永さんはオレを脅おどしたんだ。早瀬と付き合ってることを、家族にバラすって。だから、オレは何も言えなかったんだし、頼たのみの綱つなの早瀬に電話をすれば、橋本さんに冷たいことを言われてさ。


「オレは……悪くない！」


　それだけははっきり言っておかなくちゃと思って、オレは間近に迫せまる早瀬の顔を睨にらんで言った。


「ほう……。君は悪くないんだ？」


「悪くないよっ。どっちかって言ったら、絶対、早瀬のほうが悪いに決まってる！」


　そうだ。人の話もロクに聞かないで怒って。


　どうせ、早瀬はオレのことなんか、本当はどうだっていいんだよ。どうでもいいから、すぐに怒るんだ。


「じゃあ、どっちが悪いか、はっきりさせようか？」


「ど……どうやって？」


　早瀬はそれに答えず、オレの唇を塞ふさいだ。


　こんなときにキスなんかされたくないのに。また、いつものように、オレはエッチされちゃうのかな。喧嘩してのエッチなんて、オレは嫌なんだよ……。


　オレは早瀬の胸を押しやろうとしたけど、上からのしかかられてるから、オレの力じゃ無理だ。


　早瀬の舌が絡からんできて、いつものように優やさしく愛あい撫ぶしてくる。


　何だよ、喧嘩してるのに……。そんな優しいことされると、身体が勘かん違ちがいしてしまいそうになってくる。……いや、勘違いしちゃいけないんだって。早瀬の思うツボだ。


　でも、優しくキスされれば、早瀬がオレのことを許してくれたような気がする。もちろん、オレは悪くないと思うし、早瀬のほうも簡単にそれを信じちゃくれないだろうけど。


　じゃあ、どうして早瀬はこんなキスをしてくるんだろう。


　やがて、早瀬は唇を離はなした。


　オレは身体が熱くなってくるのを懸けん命めいに堪こらえながら、息を整える。


「廉太郎……。君は自分が正しいと思うなら、私を求めちゃいけないよ」


「な……何だよっ。それとこれとは関係ないだろう？」


　そんなの、卑ひ怯きようだ。キスされたり、愛撫されたりすれば、オレの身体はどうしたって熱くなってくる。いつもそうなんだから、オレのほうが圧あつ倒とう的に不利じゃないか。


「私にとっては関係あるんだ」


　早瀬はきっぱりとそう言うと、オレのトレーナーの中に手を差し入れた。


「あ……馬鹿っ。やめろって……」


　いきなり早瀬の指はオレの乳首を捕とらえている。


「君も私を刺し激げきしたければすればいい。それで私が我が慢まんできなくなるなら、私が悪いってことだ」


　何だか判ったような判らないような理り屈くつだ。どうしてそれで、どっちが悪いなんてことが判るんだよ。全然判らないじゃないか。


　せいぜい、「どっちが悪いと認めるか」ってことくらいだ。


　そんなことが、早瀬には重要なんだろうか。本当に重要なのは、真実だと思うのに。


「は……早瀬っ」


　オレも早瀬を刺激すればいいって言うけど、こんな体勢で、どうすればいいって言うんだよ。早瀬はトレーナーをめくって、胸のあちこちにキスしている。そのたびに、オレの身体は小刻みに揺ゆれて、もう感じてるってことを白状していた。


　だって……。


　いつものように早瀬はオレを愛撫しているんだ。いくら状じよう況きようが違ってたって、どうしたって感じてしまうよ。もちろん感じちゃいけないんだってことは判ってるけどさ。


　どうしよう……。


　いや、感じたっていいんだ。ただ、早瀬を求めなければいいだけの話で。そうしたら、オレは悪いと認めてないことになる。


　ヘンテコな理屈だけど、早瀬が決めたルールだから。


　早瀬はオレの乳首に舌を這はわせた。


　身体がビクンと震ふるえる。いつもなら声を出してしまうところだけど、今日は口を引き結んで、喘あえぎ声が洩もれないようにする。


　声が出たら失格、ということじゃないが、早瀬のこんなやり方に屈くつ服ぷくしたような気がするからだ。オレはこんなことを望んじゃいなかった。早瀬が勝手にやってることなんだって、主張したかったんだ。


　でも、早瀬はオレが声を出さないことに苛いら立だったのか、いつもよりいやらしく舐なめてくるんだよ。舌でそこをコリコリって刺激するように。そして、もう片方を指でこね回していく。


「あ……」


　思わず声が出てしまって、オレは思わず自分の唇を手で塞いだ。


「別に声を出したっていいんだよ。君が降参しない限りは」


　早瀬がイヤミな口調で言った。


　そんなふうに言われたら、意地でも声を出したくなくなる。いや、出してしまうかもしれないけど、できるだけ出さないようにしたい。


「それに……声で気分を出してもらわないと、私ばっかり刺激していたら不公平だからね。君の可愛かわいい声で私を我慢できなくさせてみたら？」


　そんな無茶苦茶な……。


　もしかして、早瀬はただオレにエッチしたいだけじゃないんだろうか。もちろん屈服させたり、支配するためっていうのもあるんだろうけど、早い話がオレを自分の思うとおりにしたいんだ。


「絶対嫌いやだ。声なんか出さないからなっ」


　思いっきり睨みつけると、早瀬は溜ため息いきをついて前まえ髪がみをかき上げた。


「それならそれでいいよ。君がつらいことになるだけだからね」


　早瀬はオレのベルトに手をかけた。そして、慣れた手つきでオレのそこを露ろ出しゆつさせていくんだ。


「やだ……っ」


　早瀬はふっと笑った。


「こんなになってるのに？　噓はよくないよ、廉太郎」


　早瀬は下着の上から硬かたくなってるそこを撫なでた。


「っ……」


「声を出せばいい。ほら……こんなことされても我慢できる？」


　下着の上から早瀬はそこを握にぎると、刺激していく。


「あ……っ」


　思わず我慢できずに声を出すと、早瀬が勝ち誇ほこったみたいな顔をした。


　何だよ、これくらい。弾はずみで声が出ただけじゃないか。


「そんな目つきで睨まれると、ゾクゾクしてくるよ。それって、君の手かな？　でも、それくらいじゃ、私をオトせないよ」


「オレは早瀬なんかオトすつもりはないよっ」


　こんな奴やつ。自分の言いなりにならない相手に無理やりこんなことするような奴なんて、大っ嫌きらいだ。


　もちろん本当は好きなんだけど、ついそう思いたくなるくらい、早瀬は意地悪だった。


「ほう。そうなんだ？　でも、君が私をオトすつもりでやらないと、君の負けになるからね」


　オレの目に涙なみだが滲にじんでくる。


　早瀬があんまり身勝手だから。


　オレは早瀬のことが本当に好きなのに、どうしてこんな目に遭あうんだろう。何かがおかしいよ。オレはただ早瀬が好きなだけなのに。


「下着が汚よごれてしまうね。君のがあんまり元気だから」


　早瀬は下着をずらして、そこを露出させた。そして、舌舐めずりでもしそうな雰ふん囲い気きで、じっとオレを見つめるんだ。


　まるで、オレをどう料理しようかって考えてるみたいに。


　オレはふと、早瀬に抵てい抗こうできるのかなって思った。一生懸けん命めい、意地を張っても、結局、オレは早瀬に自分の負けを認めてしまうんじゃないかって……。


「私が……怖こわい？」


　早瀬はオレの目元からあふれていく涙を指で拭ぬぐった。


「怖くなんか……ないっ」


「そう。あくまで、君はそうして自分が悪かったって認めないつもりなんだね？　だったら、容よう赦しやしないよ」


　早瀬はオレの股こ間かんに顔を伏ふせて、舌で舐めていく。


　身体からだがビクンビクンと何度も痙けい攣れんするみたいに震えた。


　気持ちいいけど、絶対、我慢する。だって、オレは全然悪くないじゃないか。どうして早瀬はオレが悪いって決めつけてるんだよっ。


　あれ……？


　何だか変じゃないかな。早瀬は確かに人の言うことをあまり聞かない……っていうか、いつも人の言うことを違うように解かい釈しやくするのが得意だけど、今回のわけの判らなさは普ふ通つうじゃないような気がする。


　いや、それとも、気がするだけで、これが普通の早瀬なのかな。


　もう……何だか判らないよ。早瀬の考えてることが。


　オレ達は本当に恋こい人びと同士なんかじゃなかったんだろうか。早瀬のことなんか、もう信じられないのに、まだ信じたい気持ちがあって、オレはどうしていいか判わからなかった。


　でも……。


　とにかく、今、早瀬に降参するわけにはいかない。どんなに気持ちよくっても、早瀬のことを求めちゃいけないんだ。


　心と裏腹に、身体は早瀬にかなり屈服していた。腰こしが勝手に動いて、もっとしてほしいって言ってるみたいだ。


　オレは必死で自分の口を手で塞ふさいでいた。塞いでいても声が洩れるんだけどね。


　涙はずっと流れっぱなしだ。全然止まらないよ。


　気がつくと、オレは下半身を裸はだかにされていた。いつものことだけど、こんな場合だから、全然嬉うれしくない。


　早瀬は当たり前みたいにオレの足を割り開いて、そこを口に含ふくんだ。


「あ……んっ……んっ」


　オレはいつもよりピッチの速い早瀬の刺し激げきに、自分を見失ってしまいそうだった。オレはなるべく感じないでいようと思うのに、身体が勝手に熱くなってくるんだよ。


　もう、どうしようもないくらいに。


　身体に震えが走って、我慢できない……と思ったときに、早瀬は唇くちびるを離はなした。


「んっ……ん」


　オレは口を押さえたまま、頭を左右に振ふった。


　ギリギリのところでかわされたんだ。こんな苦しみは他ほかにはないよ。


「……苦しそうだね。君がしてほしいって言ってくれたら、いつだってイかせてあげるよ」


　早瀬は口を塞いでる手を摑つかんで、ソファに押しつけ、顔を近づけてきた。


「どうなの？　はっきり言ってごらん」


　オレは黙だまって、首を左右に振った。


　口を開いたところで、オレはもう何も言えない状態だった。ただ息を荒あらくつくだけで、目は開けてるけど、早瀬の顔もよく見てなかった。いや、視界には入ってるけど、あまりの苦しさに自分が何を見てるのか判らないんだ。涙があふれて、よく見えてないってのもあるんだけど。


「廉太郎……！」


　早瀬が苛立たしげにオレの名前を呼んだ。


　でも、オレは屈服しない予定なんだから、何をされたって言われたって同じことだ。すごくつらいし、まるで拷ごう問もんみたいだなって思うけど、自分が悪くないのに悪かったって認めるわけにはいかない。


「じゃあ……いいんだね？　もっと先まで進んじゃうよ」


　早瀬は自分の指を意味ありげにオレの目の前で舐めた。そして、それをオレの足の間へと差し入れていく。


「あぁ……」


　いつも早瀬を受け入れてる場所に触さわられて、オレは思わず声を洩もらしていた。


　そうだよな。次はそこだよな。


　オレ……我慢できるんだろうか。こんなに感じてるのに、早瀬を求めないでいられるんだろうか。


　そこに指がスッと入っていく。


　身体がガクンと揺ゆれた。まるでロボットみたいだね。スイッチ押されたみたいに、腰が自然に動くんだ。


「あ……あっ……ああっ」


　もう声が抑おさえられない。どうしてだろうって思ったら、さっき口を抑えていた手が早瀬にまだ摑まれたままだったからだ。


　もちろん他の手でっていう選せん択たく肢しもあったんだけど、オレの身体は刺激に対する反応しか起こせなくて、オレの脳の命令なんか聞く余裕がないようだった。


　ダメだ……。


　だけど、このまま早瀬の言いなりになるのは悔くやしい。オレは悪くないのに、どうして悪かったってことになるんだよ。そんなの、我慢できないって。


　早瀬の指がオレの中を行き来している。その刺激がさっきのお預け状態の前の部分にも伝わって、おかしくなってしまいそうだった。


　あと少し。あと少しでイけるけど、その、あと少しが足りない。


　それに、今のじ状よう況きようで早瀬にイかされたら、そのほうが惨みじめで嫌いやだ。だからって、このまま堪こらえていても、どうしようもないんだけど。


　せめて……。


　早瀬がオレの気持ちを判ってくれたらいいのに。


　それとも、それは無理なことなんだろうか。


「今日の廉太郎は強情なんだね？」


　早瀬の声が聞こえる。目を開けたら、早瀬の綺き麗れいな瞳ひとみが視界に入ってきた。涙で曇くもってるせいか、いつもよりずっと綺麗に見えた。


　こんな苦しい目にあわされてるのに、オレはまだ早瀬のことが好きなんだって思ったら、とっても切ない気持ちになった。


「オレ……早瀬が好きなのに……」


　まばたきすると、目に溜たまっていた熱い涙がこぼれていった。


「早瀬はどうして……オレに意地悪するんだろう……」


「廉太郎……」


　早瀬はオレの中から指を引き抜ぬいた。


　そして、オレをガバッと抱だきしめたんだ。


　何だろう。よく判らないけど、こんなふうに早瀬に力強く抱きしめられるのは好きだ。愛されてるような気がするから。オレのことをすごく大事に思ってくれてるような気がするから。


　早瀬はオレの額から瞼まぶた、それから頰ほおに何度もキスを繰くり返した。


「ごめん……ごめん、廉太郎……」


　早瀬が謝ってるよ。どういうことかな。


　もしかして早瀬のほうが悪かったって認めたのかな。謝ってるってことは、そうなのかもしれない。でも、どうして急に……？


　わけが判らないけど、こんなふうに優やさしくキスをされるのは嬉しいよ。そして、凍こおりついたようになっていたオレの胸の中も、徐じよ々じよにあったかくなってきていた。


「早瀬……」


　名前を呼ぶと、早瀬はオレの髪かみを撫なでた。


「ごめん。君にひどいことしてしまったけど、許してくれるかい？」


　改めて早瀬の顔を見たら、いつもの早瀬だった。怖い顔なんかしてない、オレがいつも見ている優しい顔つきの早瀬だ。


「うん……」


　もし早瀬がオレに噓うそをついてて、本当はただの遊び相手くらいにしか思っていなくても、オレは早瀬を許す気になっていた。


　だって、早瀬がオレをどう思っていたとしても……。


　オレは早瀬が好きだからだ。


　それはどういう状況になっても、変わらないんだよ。


「嬉しいよ、廉太郎」


　早瀬はオレの頰を両手で挟はさむと、唇にキスをした。


「ん……」


　もう感じてもいいんだって思ったら、鼻から抜けるような甘い声が出ていた。


　舌が触ふれ合う。


　それだけで幸せになれることってあるんだな……。


　さっきまでの苦しみが噓みたいだった。もちろんオレの身体からだはまだ焦じらされ中だから、そっちはつらいんだけど、気持ちの上では天国みたいだった。


　何度かキスを交かわした後、早瀬は我慢できないみたいにオレの両足を抱かかえ上げた。


　そして、すぐにオレの中に入ってきたんだ。


「あ……んっ……あっ」


　もう声なんて抑える必要はなかった。早瀬がオレに優しくしてくれるって思っただけで、オレは恥はじも外聞もなく、早瀬が与あたえてくれる快感だけに夢中になっていた。


　早瀬が動くたびに、オレの中のイイところを擦こすっていく。同時に前の部分も触られて、刺し激げきされていた。


「あ……もうっ……ああっ」


　オレがイッた後、早瀬はオレにキスをしながらフィニッシュを迎むかえた。








「で……早瀬が悪かったって認めるんだ？」


　オレの後始末までしてくれて、しかもコーヒーなんか淹いれてくれたサービス満点な早瀬に、オレはちょっと意地悪なことを言った。


「うん……私が悪かった…のかな？」


　ソファでオレにベッタリくっついてる早瀬は、オレの髪をいじりながらそう答えた。


「さっきはあんなに謝ってたじゃないか」


　この期ごに及およんで、往生際ぎわが悪いぞ、早瀬。


　相手を求めたほうが悪いんだって、自分で勝手に決めてたくせに。


「いや、だって……。あれは廉太郎をいじめ過ぎたから、それに対して謝ったんだよ。あんなに追いつめるつもりじゃなかったのに、つい行き過ぎてしまって……」


「オレ、すごくつらかった……」


　うつむきながら言ってみると、早瀬は慌あわてたようにオレの肩かたをキュッと抱きしめた。


「ごめん、廉太郎。でも、私も怒おこってたんだよ。廉太郎があんな奴やつと平気で一つ屋根の下にいたなんて思ったら……」


　一つ屋根の下って、どういう発想なんだよ。それじゃ、まるで徳永さんがうちで暮らしてたみたいじゃないか。


「徳永さんは夕方から夜にかけて勝手にやってきて、うちの家族と喋しやべってただけだ。オレはほとんど口なんかきいてないんだから」


「でも……あんな奴、追い出せばいいのに」


「だって、あいつ、オレを脅おどすんだよ。家族に早瀬との関係を知られてもいいのかって」


「何だって？」


　ここに来て、やっと早瀬は徳永さんに対して怒いかりを燃え上がらせたようだった。


　遅おそいんだよ、早瀬。ていうか、どうして今までオレに対して怒ってたんだろうな。怒るなら、押しかけてきた徳永さんのほうだろう。オレはただの被ひ害がい者しやなんだから、早瀬に怒られる筋合いは元々ないんだ。


「それをどうして、もっと早く言ってくれなかったんだ……？」


「だって、早瀬は聞かなかったじゃないか。オレが話そうとしても、言い訳だとか言って」


「ああ、ごめん。私が悪かったよ、本当に」


　早瀬はオレの肩から手を離はなして、しょんぼりとしてしまった。


　そんなに反省されると、こっちも何だか早瀬の味方をしてしまいたくなってくる。オレにあんな意地悪をした相手だけど、早瀬はやっぱり憎にくめないから。


「もうオレを疑わないでくれたら、許してやるよ」


「廉太郎……！」


　早瀬はオレをギュッと抱きしめた。


「もう疑わないよ。絶対」


　そう言いつつ、早瀬はまた別のことでオレを疑うような気がするんだけどね。早瀬って、自分が言ったことはあまり覚えてないんだ。というより、自分の都合の悪いことは全部忘れてるような……。


　だから、何度でも、同じようなトラブルが起こるんだよ。


「でも、徳永から脅された時点で、私に連れん絡らくしてくれればよかったのに」


　早瀬の一言に、オレは橋本さんの言葉を思い出して、顔を強こわ張ばらせた。


「だって……」


　オレはそう言ったっきり、うつむいてしまう。


『早瀬はオレのことをどう思ってるか』って、口にするのは簡単だ。でも、答えを聞くのが怖こわい。きっと、早瀬はオレに好きだとか何とか言うだろう。


　だけど、それを信じていいんだろうか。


　いや、信じられるだろうか。


　急に黙だまったオレを、早瀬は不ふ審しんに思ったのか、オレの顔を覗のぞき込むようにして尋たずねた。


「どうしたの？　どこか痛いところでもある？　もしかしたら、さっきのアレがよくなかったのかな。廉太郎が涙なみだながらに私のことを好きだって言ってくれたから、何だかもう君が可愛かわいくなってしまって……夢中で抱いてしまったんだ」


　早瀬が急に気が変わったように謝りだしたのは、そういうことだったのか。意地を張ってるオレより、早瀬はそういう素す直なおなオレが好きなのかもしれない。


　でも、オレだってそうそう素直でばかりはいられないよ。張りたい意地だってある。いつも早瀬にエッチされて喘あえいでるオレでも、一応はプライドってもんがあるんだ。


　オレはその胸の奥にある小さなプライドのために無理をして顔を上げた。そして、早瀬と目を合わせる。


「早瀬は……オレのこと、どう思ってる？」


　声が震ふるえる。


　早瀬はそんなオレの様子に首をちょっとかしげた。


「どう思ってるかなんて、私は廉太郎にいつも言ってるつもりだけど。廉太郎は聞いてなかったのかな」


「聞いてるよ。でも、本当の気持ちを言ってほしいんだ。本当は……オレのこと、遊び相手だと思ってるんじゃないか？」


　目の前の早瀬の顔色が変わったかと思うと、いきなりパンと音がして、頰ほおに痛みが走った。


「痛っ……」


　早瀬の手がオレの頰を叩たたいていたんだ。オレは呆ぼう然ぜんとして、ただ早瀬の怖い顔を見つめた。


「廉太郎がそんなことを言うなんて信じられない。私はこんなに廉太郎が好きで、大事で、いつも廉太郎のことばかり考えているのに、遊び相手だって？　見み損そこなったよ、廉太郎！」


　早瀬は本気で怒ってるようだった。


　でも、信じていいんだろうか。橋本さんの言うことがホントなら、早瀬の言うことはまるっきりの噓うそだったことになる。


　だけど、冷静に考えてみて、会って間もない橋本さんより、ずっと深く付き合ってる早瀬のほうが信用できるんじゃないかな。それに、早瀬にオレを騙だますなんて器用な真ま似ねはできないような気がする。


「そうだ……そうだよな……」


　橋本さんがどういうつもりであんなことを言ったのか知らないけど、自分の恋こい人びとが信用できなくなったらおしまいだ。


　オレは早瀬の胸に顔をうずめるようにして抱きついた。


「ごめん、早瀬……。早瀬の言うことより、人の言うことを信じたりして」


「……徳永に何か言われたのかい？　あんな男の言うことを真に受けたりしちゃダメだよ」


　早瀬は厳しい声で言ったけど、手ではオレの頭を撫なでている。


　ああ、やっぱり早瀬はオレのことを好きでいてくれるんだ……。


　そう思うと、胸の中がジンと熱くなってくる。


「徳永さんのことを相談しようと思って、早瀬の携けい帯たいにかけたら、橋本さんが出たんだ」


「えっ……。ああ、たまにデスクの上に忘れてしまうことがあって……。そのときのことかな」


「橋本さんは……早瀬が会議中だって言ってた。だから……高校生のオレなんかと話す暇ひまは一秒だってないし、電話をかけられるのは迷めい惑わくだって早瀬も思ってるって。オレは早瀬のただの遊び相手なんだから、それを自覚しろって……」


「とんでもない！　私は廉太郎がいないと生きていけないくらいなのに」


　早瀬はオレをギュッと抱きしめた。だから、オレも早瀬の背中に手を回して、抱き返す。


　これが早瀬の本当の気持ちなんだって思うから。


「だが、橋本の奴、どういうつもりで……」


「判わからないけど、この間会ったときと違ちがって、すごく冷たかった。早瀬の携帯に自分が出るってことが早瀬の意思なんだって言われて……もう連絡なんかできなかったんだ……」


　あのときのことを思い出して、オレの声は泣き声みたいになっていた。実際、目には涙が溜たまってしまっている。


　こんなに泣くのはみっともないことだって思うけど、どうしても涙が出てきてしまう。


　オレは早瀬をもっと信しん頼らいしなくちゃ。


　確かに早瀬は自分勝手だし、ワガママだし、強引だけど、それはオレのことが好きでいてくれるからだ。好きでもないのに、オレにエッチしたり、ましてこんなに優やさしくしたりしないはずだ。


「廉太郎……やっぱり私が悪かった。私が携帯を忘れてどこかに行ったりしなければ、こんなことにはならなかったのに」


「でも……早瀬を疑ったオレも悪かった。信じたい気持ちもあったけど、ひょっとしたら実は遊びのつもりだったんじゃ……って思っちゃったんだ」


　早瀬はオレの顔を上げさせて、じっと目を覗き込む。


「私は廉太郎が好きだよ。もし可能なら結けつ婚こんしたいくらいだ。毎日、廉太郎のことばかり考えてる私の気持ち、判ってくれるかな？」


「うん……」


　頷うなずくと、早瀬は何かの誓ちかいみたいに、ゆっくりとオレの唇くちびるにキスをして、そして離した。


「廉太郎も私のことが好きなんだね？　私の遊び相手じゃ満足できないくらいに？」


　いや、確かにそうなんだけど、そんなふうに改めて確かめられると照れるよ。でも、きっと照れてる場合じゃないんだよね。ちゃんと真ま面じ目めに答えないといけない。


「オレも早瀬が好き。オレだっていつも早瀬のこと、考えてるよ」


「結婚は？」


「それはちょっと判らないけど」


「……判らないんだ？」


「オレ、まだ高校生だし」


　早瀬がムッとしたような顔をしたから、慌あわてて付け加える。


「そうだね。廉太郎はまだ高校生だからね。結婚のことなんか、考えないよね」


　早瀬はやっと納なつ得とくしたのか、もう一度キスをした。


　やっぱり、こういう優しいときの早瀬は大好きだ。だから、キスだけで何だかうっとりしてくるよ。


「そういえば……。橋本からよく最近の高校生がいかに乱れているかという話を聞かされるよ。もちろん廉太郎はそんなことないと思っていたけど、毎日、そんな話をされると、自然と廉太郎も高校生だから、ひょっとしたら誰だれとでも軽くエッチしてしまうかもしれないなんて、少し考えたりして……」


　だから、早瀬はオレが悪いなんて決めつけてたんだ。知らず知らずのうちに、橋本さんの意見に洗脳されてしまって。


「橋本さんはどういうつもりなんだろう。ひょっとして、オレのことが嫌きらいなのかな」


「まさか……こんな可愛い廉太郎を嫌う人間なんかいないよ」


　いや、それは早瀬の思い込みで、いくらだっていると思うけど。


「高校生が嫌いだとか」


「……もしかしたら、そうなのかもしれない」


　早瀬はいきなり立ち上がった。


「えっ、どうしたんだ？」


「廉太郎、橋本の家に行こう。橋本が私達の仲を本当に引き裂さこうとしているなら、私は許せない」


「でも……いきなり行ったら迷惑なんじゃ……」


　オレが止めると、早瀬はキッとオレを見た。


「私は廉太郎を傷つけた橋本には、直接謝ってほしいと思う。どういう理由があっても、それは当然のことだ。こんな重要な話は電話じゃできないよ」


　早瀬がそんなにオレの気持ちを思いやってくれてるんだって思ったら、胸の中がすごくあったかくなってきた。


　こんな早瀬を疑ってたなんて、オレは自分が恥はずかしいよ。橋本さんにちょっと冷たいことを言われただけで、心が揺ゆらぐなんてさ。


　もっと、しっかりしなきゃ。そして、早瀬を信じなきゃ。


　早瀬はふっと微ほほ笑えんで、オレの頰にキスをした。


「一いつ緒しよに行こう。橋本にちゃんと謝らせるからね」


　そうして、オレと早瀬は橋本さんの住むマンションに向かった。








　橋本さんは一人暮らしだった。あの『前橋本さん』と会えるのかなあなんて想像してたんだけど、違ってた。


　玄げん関かんのドアを開いた橋本さんは帰ったばかりなのか、スーツの上着を脱ぬいだだけの姿で、早瀬とオレの顔を見比べた。


「一体、どうしたんです？　お二人揃そろって」


　顔には微笑みを浮うかべている。本当に悪気なんてどこにもありませんって顔で、オレはちょっと怖くなった。


　オレにあんな冷たいことを言ったのに、今はオレにもにっこり微笑みかけるんだよ。そんな裏表のありすぎる人間に、オレは今まで出会ったことがなかったからだ。


　思わずオレは早瀬の上着の裾すそを握にぎりしめた。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、廉太郎」


　早瀬はそんなオレを労いたわるように肩かたを抱だいた。そして、橋本さんを睨にらみつけた。


「橋本、大事な話がある」


「まあ、何だか知らないですが、とりあえず中へどうぞ。こんなところで話していて、社長に風か邪ぜでもひかれたら大変ですから」


　オレとしては、玄関口で帰りたい気分だったが、そう言われては仕方ない。オレは早瀬の後ろについて、案内されたリビングへと向かった。


　リビングはすごくシンプルだった。橋本さんって着てるものとか仕草が洗練されてるって感じがしたけど、インテリアもそんな雰ふん囲い気きで、余計なものなんて何一つとしてないように見えた。


　Ｌ字型のソファにテーブルがあって、それからテレビやビデオデッキやＣＤデッキなんかがあって……。観葉植物も置いてあったけど、妙みようにそれが空々しく思えるほど、綺き麗れいに整せい頓とんされた空間は、冷たい印象があった。オレは橋本さんが冷たい人のように見えるから、そう思ってしまうのかもしれないけど。


　オレと早瀬は橋本さんに勧すすめられるままに、ソファに腰こしかけた。


「何か飲み物でも……。あいにく、コーヒーは豆を切らしてるんですが。一言、先に連れん絡らくをくだされば、用意しておきましたのに」


　橋本さんはニコニコしながらも、それって嫌いや味みなのかなーと思えることを口にした。


「話があるから来たんだ。飲み物なんかいい。そこに座りたまえ」


　早瀬は命令口調で言った。が、ここは橋本さんの家なのに。いくら会社では社長でも、家に押しかけてまで命令することはないだろうにと、オレは思った。


「はい」


　橋本さんは笑えみを浮かべた表情を崩くずさず、オレ達が腰かけてる側とは反対側のソファに座った。


「では、お話を伺うかがいましょう。夜も遅おそいのにわざわざ私の家まで来てくださったのですから、さぞかし重要なお話なんでしょうね？」


　う……。やっぱりどう考えても嫌味だよ、これは。


　だけど、早瀬はそんな細かいニュアンスなんかに気づかない様子で、単刀直入に橋本さんに尋たずねた。


「橋本、君は私の携けい帯たいに勝手に出たね？　しかも、廉太郎からの電話に」


「……そうだとしたら、どうなんですか？」


　橋本さんは余よ裕ゆうたっぷりの笑顔だ。


「そして、君は廉太郎にひどいことを言って傷つけた。私が廉太郎のことを遊び相手にしてると言い、迷めい惑わくだと言ったね？」


　早瀬は絶対許さないといった感じの表情で、橋本さんに確認した。


　橋本さんはふっと笑って、オレのほうを見た。そして、まるでオレを揶から揄かうような調子で言った。


「廉太郎君はあれで傷ついたんだ？」


　どういう意味だろう。あんなことを言われれば、誰だって傷つくだろう。


「廉太郎のことはいい。君が廉太郎にそう言ったのかどうかだけ訊きいているんだ」


　早瀬はオレを庇かばうように、橋本さんに食ってかかった。


「言いましたよ。確かにね」


　橋本さんは観念したのか、ちょっと溜ため息いきをつきながら白状した。


「どうして、そんなことを……。君は私が廉太郎をどんなに大事にしているのか、お父さんから聞かなかったのか」


「聞きました。でも、私は社長がそんなにこの子に執しゆう心しんしてるなんて、思いもよらなかったのですよ。どう見ても、ただの高校生だ。まさか、こんなふうに社長自らが私の自宅まで押しかけてきて、詰きつ問もんするような相手だとは……」


　橋本さんは柔やわらかい笑みを端たん整せいな顔に浮かべていたけど、言ってることはずいぶんキツかった。そして、オレを見る目はちょっと冷たいように感じた。


「では、はっきり言っておくよ。私は廉太郎が誰よりも大事なんだ。そりゃあ、君から見れば、ただの高校生かもしれない。だけど、私にとっては一生愛すると誓ちかった相手だ。遊びだの、迷惑だのと思ったことは一度だってないんだ。そこのところを私の秘書である君にも理解してほしい」


　オレは横でそれを聞いていて、胸がジーンと熱くなってくるのを感じた。


　早瀬を疑ったりして、本当に悪かったって思う。『一生愛すると誓った相手』なんて、普ふ通つうに考えたらすごくクサいけど、早瀬は本気なんだね。


　橋本さんはしばらく黙だまって、早瀬と視線を合わせていたけど、やがてふっと笑った。


「判わかりました。つまり、私の勘かん違ちがいというか、勇み足だったのですね。社長は本気で廉太郎君と付き合っている、と」


「もちろんだ！」


　早瀬は間かん髪はつ入れずに答えた。


「申し訳ありません。私はてっきり社長は本気じゃないと思っていたんです。遊びの相手なら、早めに切ったほうが社長のためになると……」


「それはいらぬお節せつ介かいだ。私は廉太郎と一生添そい遂とげるつもりなんだからね」


　添い遂げるのは本当は無理なんじゃないかって、オレは思わないでもなかったが、そう言ってくれる早瀬の気持ちが嬉うれしかった。オレはまだ将来のことなんて、どこの大学に行こうかくらいのことしか考えてないし、この先、早瀬とどうなるかって想像もつかないけど、早瀬がそういう気持ちでいてくれるんだってことはすごく嬉しかったんだ。


「だから、私と廉太郎の邪じや魔まはしないように。判ったね？」


「……はい、では、これからは、そのように肝きもに銘めいじておきます」


　橋本さんは殊しゆ勝しような様子で早瀬に頭を下げた。


「それから、もうひとつ。廉太郎に謝ってもらえないか？」


「え……？　私が謝るのですか？」


　橋本さんはキョトンとした顔になった。


「あ、オレは別にそんなこといいから」


「廉太郎はよくても私はどうしても許せない。君の冷たい言葉のせいで、廉太郎は傷ついたんだ。それはぜひとも、謝ってもらわないと」


　橋本さんは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたようだけど、すぐにオレに笑顔を向けてくれた。


「廉太郎君、勘違いであんなことを言って、本当にすまなかった。できれば、許してほしいんだけど」


「あ、はい。オレは判ってもらえればそれでいいから……」


　橋本さんみたいな大人の人に頭を下げられたら、オレは困ってしまうよ。だいたい、橋本さんは早瀬の秘書かもしれないけど、オレとは何の関係もない人なんだから。傷つけられたのは確かだけど、オレなんかに頭を下げなくてもいいよって思うんだ。


「よし。これで用は済んだ。橋本、いきなり来てしまって、すまなかったね」


　早瀬はすっきりした顔でソファから立ち上がった。


「もうお帰りになるんですか？」


「ああ、廉太郎を家まで送らないと。もう遅いからね」


　早瀬はオレを見下ろすと、柔らかい笑顔を見せた。


　ああ、こういうときの早瀬、すごく好きだなあ。何だか保護者みたいな感じであったかいんだ。


　オレ、早瀬と付き合ってて、よかったなあって、改めて思う。いつもオレとエッチすることばかり考えてるような気がしてたけど、それは愛情の示し方のひとつで、早瀬は本当にオレのことを好きでいてくれてるんだって、今日、はっきり判ったんだ。


　だから、こんな機会を与あたえてくれた徳永さんや橋本さんに感謝したい気分だよ。


　そうして、早瀬とオレは橋本さん宅を出ると、また車に乗り込んだ。


　今、すごく幸せな気分だけど、すぐにオレの家に着いてしまうんだよね。それが今のオレには悲しかった。


　ずっと早瀬の傍そばにいたい。でも、それは無理だった。少なくとも、今の時点でこの望みをかなえることは難しい。


「さっきの早瀬、格好よかったな……」


「そうかな。廉太郎が褒ほめてくれるのは嬉しいけど、私は普通のことをしただけだよ」


　あんなふうに、他人に自分の考えてることをはっきり言えるのは、それだけでも格好いいと思う。でも、確かに早瀬は会社で自分の意見を言わずに仕事ができないだろうし、あれが普通のことなんだろうな。


　だけど、素す直なおに今は格好いいって思いたい。何より、オレのことを好きだって、真しん剣けんに橋本さんに言ってくれたのは嬉しかった。


　オレは男だし、本当のところ、どこまで橋本さんが早瀬の気持ちを理解してくれたのか、それは判らないけどね。


　できれば、しばらくオレと早瀬の間を見守っててほしい。いや、黙もく認にんしてほしいんだ。


　やがて、車はオレの家に着いてしまった。


　いくら名な残ごり惜おしくても、今日はここで早瀬と別れなければならない。


「廉太郎、この頃は寒いから、風か邪ぜをひかないようにしないと」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。オレ、丈夫だから。それより早瀬のほうが心配だな。仕事も忙いそがしそうだし、身体からだに気をつけなきゃダメだぞ」


　早瀬はにっこり微ほほ笑えんで、オレの肩かたを引き寄せると、素早くキスをした。


「気をつけるよ。廉太郎に心配かけないようにね」








　家に帰ると、リビングにいた両親に帰ったよーと挨あい拶さつして、自室に向かう。


　が、廊ろう下かに出たところで急に電話が鳴り出した。うちの電話は廊下にポツンと置いてあって子機もないから、ちょうどそこにいたオレが受話器を取る。


　何だろう、こんな時間にさ。


　不ふ審しんに思いながらも、緊きん急きゆうの電話だとマズイし、普通に「もしもし」と言った。


「廉太郎君？　もう帰ってたんだ？」


　一瞬、誰だれだろうって思った。でも、その声にはすごく聞き覚えがあったんだ。


「橋本さん……？」


　どうして橋本さんがここに電話なんかかけてくるんだろう。しかも、どうしてうちの電話番号を知ってるんだろう。もしかして、この間、携けい帯たいに電話したときに控ひかえていたとか。


「さっきはどうも」


　何だかさっきとは違って、すごく冷たいというか高飛車な感じのする声だった。


　何だよ、早瀬の前とは全然違うじゃないか。やっぱり橋本さんって、冷たい人なんだろうか。お父さんはあんなにいい人なのに。


「はあ、あの……何か用ですか？　早瀬はうちの前ですぐに帰りましたけど」


「それは好都合だ。私は君だけに話があるんですよ」


　う……。嫌いやな予感がする。というか、さっき謝ったばかりの相手に、こんな言い方をするかな。


「……何ですか？」


　本音としては、こんな電話、すぐに切ってしまいたい。けど、橋本さんは早瀬の秘書なんだし、そんなことするわけにもいかないよな。


「回りくどい言い方はやめようか。私は君に社長と別れてもらいたいと思っています」


　ガーンって感じだ。予想はついていたけど、橋本さんはまだそう思っていたんだ。早瀬の前では反省したふりをしていたのに。


「でも、早瀬は……」


「もちろん社長が君に本気なのは判りましたよ。だけど、本気なのも困るんです。君は社長がどんな立場の人間なのか、よく判ってないでしょう？」


「どんな立場って……。社長なんでしょう？」


　当たり前といえばすごく当たり前のことをオレは口にした。よく考えると、オレはそういう表面的なことしか知らないんだ。


　橋本さんは苦笑した。


「そう。あの会社は経営陣じんに親族が関かかわっている。社長がどうしてあの若さで社長に抜ばつ擢てきされたか君には判るかな？　あの一族の中で優ゆう秀しゆうなんですよ。すべてにおいて」


　そんな話を聞いたのは初めてだった。


　確かに、中小企き業ぎようとかだったら、社長の息子むすこがそのまま社長になったりするけど、早瀬の会社は全国に営業所がいくつもある大きな会社だ。社長の息子だからって、簡単に社長になれたりはしないだろう。


　でも、オレがよく知ってる早瀬は、そういうイメージとほど遠かった。いつもワガママでエッチで傲ごう慢まんで自分勝手で……。もちろんいいところもたくさんあるけど、それ以上に欠点が目につくんだ。


　なのに、すべてにおいて優秀って言われてもさ。


　そんなの、何だか早瀬じゃないみたいだ。


「つまり親族の中ではいろんな期待もされている。これからの会社の未来が社長の肩にかかっているんです。なのに、社長は君と一生を添そい遂とげるなんて言っている……」


「それは……」


　オレが意見を言おうとしたら、橋本さんはそれをすぐに遮さえぎった。


「ここだけの話ですが、社長にはたくさんの見合いの話が来ています」


　その一言で、橋本さんはオレを打ちのめした。


　早瀬に見合いの話……。そんなのがあってもおかしくないのに、オレはそれを嫌だと思ってしまう。


「もちろん、いずれも劣おとらぬ良家の子女ばかり。美しく上品な女性ばかりなのに、社長は見向きもしない。……理由は判わかりますね？」


　それは、オレという恋こい人びとがいるからだ。


「君の存在ははっきり言って、社長のためにならない。いや、会社のためにもならない。現に、社長が高校生と付き合っているという噂うわさが社内に流れています。……まあ、男と付き合っているとは、さすがにバレてはいないようですがね」


　そういえば、前に徳永さんがそういう噂を聞いたって言ってたな。だから、徳永さんは早瀬の弱味を握にぎろうと思って、うちの高校に探さぐりに来たんだ。そこで偶ぐう然ぜんに、オレと出会ってしまったから、徳永さんは今でも運命だ何だって、オレにつきまとうんだろうけどさ。


　そうか……。そういう噂が流れてしまっていたのか。


　だけど、どうしてだろうな。オレのことを知ってるのは、早瀬と前の橋本さんと今の橋本さんと……。


　オレはハッと気づいた。


「まさか、橋本さんがそんな噂を……」


　電話の向こうで、橋本さんはフンと笑った。


「私がそんなことをするはずがないでしょう？　私はこれでも社長の秘書ですよ。社長の利益になることしか動くつもりはありません」


「じゃあ、どうして……」


「さあね。社長が理事長を務めている高校にやたらと行こうとなさるからじゃありませんかね。行けばご機き嫌げんだし、行けないときは不機嫌だ。露ろ骨こつだから、そういう噂が立つんでしょう」


　それは……。早瀬なら、そういう反応をしそうだ。きっと周囲に判るくらいに、顔つきや態度に表れていたんだね。


　そんな早瀬がオレは人間らしくて好きだけど、この場合は何と言っていいか判らない。本人は無意識でやってることだろうから、止めようとしても止められないんじゃないかな。


　でも、それで変な噂が立つんなら、何とかしないと……。


「だから、私は君にお願いしたいんです」


「え……？」


　居い丈たけ高だかな態度の橋本さんから、いきなりお願いしたいなんて言われてビックリする。


「君から社長と別れてください」


「そんな……」


　オレはまさかそんなことまで言われるとは思わなくて、続きの言葉が言えなかった。


「仲なか睦むつまじい二人を引き裂さくなんて、私だってできればしたくはありませんよ。でも、これは社長のためです。社長はみんなに祝福されて、良家の子女と幸せな結けつ婚こんをするべきなんです。そう思いませんか？」


　思わないって、オレは言いたかった。でも、冷静に考えれば、橋本さんの言うことは間ま違ちがってない。


　オレなんかと一生添い遂げるなんて、無茶もいいところだから。高校生のオレだって、そんなことできるはずないって思うのに、早瀬は本気みたいだった。


　オレと恋人同士でも、世間に知られてはいけないんだ。そんなことになったら、オレはともかく、社会的地位のある早瀬が笑いものになってしまう。だから、絶対に知られてはいけないし、そもそも、付き合うこと自体、リスクを伴ともなう。


　早瀬のためを思えば、オレは身を引くべきなんだろう。


「君は良家どころか、女でさえない。何年経たとうが、本当の意味で君と社長が結ばれることはないんです」


　そんなこと判ってる。判ってるけど、オレは早瀬が好きなんだ。早瀬もオレのことを好きでいてくれるんだから……。


「別れるなら、傷の浅いうちがいい。私はそう思うんですよ」


　オレはもう何も言い返すことができなかった。


　すべて、橋本さんの言うとおりだ。早瀬はオレと違う世界に住んでいる。たまたま出会って、こういう付き合いをしたけど、そろそろお互たがいの世界に戻もどったほうがいいんだ。


「廉太郎君……？」


「少し……考えさせてください」


　オレは声を振ふり絞しぼって、やっとそう言った。








　それからのオレは、たぶん心ここにあらずって状態だったと思う。


　橋本さんの言うことはよく判った。いや、本当は前から判っていたことだった。早瀬といつまで付き合えるのかって言ったら、オレはそんなに遠い未来を思い描えがけなかった。


　思えば、オレと早瀬は喧けん嘩かすることも多かったし。いつの間にか、別れるときがくるような気がしていた。


　だけど、オレのほうから、早瀬と別れるなんて。


　そんなことできない。


　だって、オレは早瀬と別れたくなんかないんだ。


　橋本さんは残ざん酷こくなことを言っている。オレから別れるってことは、オレが早瀬を振るってことだろう？　もしくは、オレが早瀬から完全に嫌きらわれるようなことをするとか。


　ただ別れただけでも傷つくのに、橋本さんは早瀬になるべく傷を負わせないようにと考えているんだ。そのために、オレがどんなに傷ついてもいいと。


　いや、橋本さんの立場からすれば、そう考えるのは無理もないだろう。早瀬の秘書で、会社の利益のことしか考えてないんだから。オレみたいな高校生の気持ちなんか、どんなに踏ふみにじったって、かまわないんだ。


　でも、橋本さんのことはとりあえずいい。橋本さんは橋本さんの立場でものを考えているだけだ。


　問題は……。


　橋本さんから言われたことを、オレがどう処理すればいいのか、だ。


　言われたとおりに、早瀬と別れるのか、それとも、そんなこと関係ないって感じで、早瀬と今までどおり付き合うのか。


　オレはどうすればいいんだろう……。


　傷は浅いうちにって、橋本さんは言ったけど、オレはとてもそんなふうに簡単に気持ちを切り替かえたりできなかった。


　オレは早瀬といろいろな行き違いで喧嘩して、少しの間、別れていたときがある。あのときの苦しさを思い出すたびに、胸の奥に痛みを感じるんだ。そんな苦しい気持ちになるのが判っていながら、どうして自分から早瀬に別れを告げられるだろう。


　そんなの、無理だよ……絶対。


　だけど、このまま早瀬と付き合ってても、早瀬のためには決してならないんだ。


　本当にどうしたらいいんだろうか。


　オレは放課後の生徒会室で、一人、頭を抱かかえて悩なやんでいた。


　普ふ段だんだったら、こんなふうに生徒会室で悩んだりはしない。他ほかの生徒会役員がいるからだ。でも、試験前で本当は活動しない日だから、オレ以外誰だれもいないんだ。


　このままじゃ、テストはどうなるんだろうな。勉強なんか手につかないし、そもそも、オレが悩んでるのは、テストより大事なことなんだ。


　不意に、生徒会室のドアが開いた。


　先生が入ってきて、早く帰って試験勉強しろと言われるのかって思ったけど、入ってきたのは、何な故ぜか早瀬だった。


「早瀬！　どうしたんだ？」


　こんなところで会えるとは思わなかった。早瀬が学校に用事があるときには連れん絡らくをくれることが多かったから、今日来るなんて知らなかったんだ。


「山之内から電話をもらってね。廉太郎がかなり落ち込んでるって聞いたから」


「篤志が……」


　前に連絡するなって言っておいたけど、やっぱりしちゃったのか。でも、最近のオレは本当に元気がなくなっていたから、篤志も諒もすごく心配していた。だから、篤志を責めるつもりはなくて、逆に、そんな気を遣つかわせてしまって悪かったなって思った。


　もっと平気なふりができたらよかったのに。


　だけど、どうしても元気な顔なんかできなかったんだ。


「どうしたの？　まさか、また徳永の奴やつが……」


「そうじゃないよ。あれからずっと、徳永さんは来てない」


　オレが慌あわててそう言うと、早瀬はホッとしたように少し笑った。


「そうだろうね。私がきつく言っておいたから、もうあんなふうに家に入り浸びたることはないと思う」


　オレもそれを聞いて安心したよ。橋本さんが言ったことで頭がいっぱいなのに、これ以上、徳永さんのちょっかいなんか受けたくない。はっきり言って、徳永さんのことなんか、オレにはどうでもいいんだよ。もちろん、変に近づいてこられたら困るけどさ。


「じゃあ……廉太郎の元気がないのは何故？」


　早瀬はオレが座っている隣となりの椅い子すにちゃっかり腰こしかけた。


「あ……それはその……」


　口ごもっていると、早瀬がオレの肩かたに手を回してくる。


「ちょっと……早瀬！　学校でこんなことマズイって！」


　理事長室ならそんなに簡単に人は入ってこられないけど、ここは生徒会室だぞ。先生だって、ズカズカ入ってくるのに。


「別に肩を抱だくくらい大したことじゃないじゃないか」


「誰かに見られたら、早瀬だって困るだろう？　早瀬は社会的立場ってもんがあるじゃないか」


　早瀬は途と端たんにムッとした表情になる。


「橋本の小言のようなことを言わないでくれ。私はそういう意見を聞くたびに、腹が立つんだから」


　おそらく、橋本さんはオレだけじゃなくて、早瀬自身にもいろいろ言い聞かせてるんだろうな。良家の子女と結婚しろとかさ。


　今、早瀬に別れようって言ったら、早瀬は何て答えるだろう。


　こんな軽い会話を交かわしている最さ中なかだから、早瀬にとっては冗じよう談だんにしか聞こえないだろうな。


　じゃあ、早瀬を納なつ得とくさせるためには、どうしたらいいんだろう。まず、喧嘩してみるとか？


　早瀬と別れる決心なんかついてないけど、オレは頭の中でいろいろ別れのシミュレーションをしてみる。


　本当は別れたくないのに。


　でも、心の準備だけはしておかなくちゃ。いつ別れても悔くいが残らないように。


「じゃ、廉太郎。私の部屋に行こう」


　早瀬は優やさしく微ほほ笑えみながら、立ち上がった。そして、オレのほうに手を差し出す。


　おかしいな、早瀬は。オレは幼児じゃないんだから、一人でちゃんと立てるよ。


　だけど、オレは早瀬の手に自分の手を重ねて立ち上がった。早瀬は恭うやうやしくオレの手を取って、指先に軽くキスをする。


「気き障ざだね」


「そうかな。これが私の今の気持ちだよ」


　早瀬の考えてることは、本当に判らないよ。とにかく普ふ通つうの人とはちょっとズレてるからね。


　オレは早瀬に連れられて、早瀬のマンションへと向かった。


　いつも行き来して、慣れている部屋だけど、もし別れてしまったら、もう来ることはないんだなあって思った。それだけに、いろんなものを覚えておきたいなんて思ったりして。


「おいで。今日はベッドルームでいい？」


　この間、話し合いたいからって、ベッドルームに入るのはオレが嫌いやがったんだっけ。そのことを思い出して、ちょっと苦く笑しようする。


「今日はどこでも。早瀬の好きなところで」


「じゃあ、まずベッドルームでね」


　早瀬は嬉うれしそうにオレを抱き上げた。


「あ……早瀬！」


「どこでもいいなんて、廉太郎が言ってくれるとは思わなかったから。すごく嬉しいんだ」


　そんなことが嬉しいなんて、早瀬は単純だな。会社ではバリバリ仕事してるだろうに、そういうところは可愛かわいいんだ。


　オレは早瀬の首にしがみついた。


「今日の廉太郎は積極的だね。可愛いよ」


　早瀬は機き嫌げんよくオレを抱っこしたまま運ぶと、静かにベッドに下ろす。


「ん……ん」


　上から覆おおいかぶさってキスをしてくる早瀬の背中を抱きしめた。


「どうしたの？　そういえば、廉太郎は落ち込んでるんじゃなかったっけ？」


　オレはかすかに首を横に振ふった。


「早瀬に会いたかったから……。だから、もういいんだ。こうして会えて……ベッドに一いつ緒しよにいるんだから……」


　早瀬は我が慢まんしきれないようにオレの唇くちびるを塞ふさいだ。


　眩暈めまいのするような激しいキスだった。オレの噓うその言葉に、早瀬はきっと感激しているんだ。


　本当は……オレは早瀬に会いたくなかった。会えば、必ず別れのことを考えなきゃいけなくなるからだ。もちろん、会わなくたってずっと考えていたんだけどね。でも、会えば、別れることはただの想像じゃなくて、現実問題としてオレの身に降りかかるんだ。


　オレは早瀬の激情に負けないくらいに激しく舌を絡からめ合わせた。


　もういっそ、このまま消えてなくなってしまいたい。そうしたら、オレは早瀬と別れることなんて、これ以上、考えずに済むのに。


「ん…んっ……あっ……はぁ」


　早瀬は唇を離はなすと、もう別のところにキスをしている。耳の下あたりから首筋まで、唇を這はわせていく。


「服なんか邪じや魔まだね」


　早瀬はそう言うと、オレのブレザーを脱ぬがせて、そのへんに放り投げる。そして、ネクタイとシャツのボタンを外すと、胸にキスを繰くり返した。


「あ……あっ……」


「好きだよ、廉太郎。意地を張る君も素す敵てきだけど、今日みたいに素直な君も……」


　考えてみれば、オレは素直じゃないことが多かった。エッチするときには、何だか照れみたいなものがあって、なかなか自分から積極的にできなかったんだ。


　いつも早瀬がしたいから、仕方ないんだって感じでさ。オレだって、早瀬のことが好きだし、エッチしたいときもあったのに。早瀬に付き合ってやってるんだってポーズを取っていたっけ。


「もう……こんなものも脱いでしまおうね。身に着けていても意味がないから」


　早瀬はオレのズボンと下着を脱がせて、ベッドの隅すみに置いた。


「こんなになって……」


「ああ……ぁ」


「今日はすごく反応が早い。廉太郎……どうしたの？」


「わ…判わからない……。ただ……オレは今すごく……」


　早瀬と一緒にいたいって、そう思うから。


　エッチでも何でもいい。早瀬が好きなようにしてほしいんだ。


「ああ、廉太郎だって、そういう気分のときがあるよね。判った。ちゃんと好きなだけしてあげるからね。心配しなくていいよ」


　早瀬の勘かん違ちがいに、オレはちょっと笑った。でも、そう思われたっていいよ。オレの本当の気持ちを早瀬に伝えるわけにはいかなかったからだ。


　これからあと何度、早瀬とこうして抱き合えるだろう。ひょっとしたら、これが最後かもしれない。


　オレは……オレは……。


　早瀬はオレの両足を抱かかえ上げるようにして、その間に顔を埋うめていった。


「あ……あぁ……っ」


　慣れてる行こう為いだけど、今日はすごく感じてしまう。身体からだが燃えるみたいに熱い。早瀬はオレの反応のよさに、口でそこを刺し激げきしながら指先を奥へと滑すべらせていった。


「あ……はぁ……ぁ」


　オレは早瀬の髪かみに指を絡めた。そのまま引っ張ったら、早瀬が痛いだろうから、力を入れないようにその髪の手て触ざわりを楽しむ。


　オレは早瀬が好きだよ。


　離れたくないんだ。


　でも、橋本さんの言った言葉が頭の中から離れないんだ。


『社長はみんなから祝福されて、幸せな結けつ婚こんをするべきなんです』って。


　そうだ。オレなんかといたって、早瀬が本当の意味で幸せになんかなれるはずがないよ。


　だけど、別れるのはつらい。別れたくない。オレは早瀬と一緒にいたいんだ。


　喧けん嘩かしても、馬ば鹿かな勘違いをたくさんされて、その挙句にひどい目に遭あわされたりするけど、オレはそれでも早瀬が好きなんだから。


　早瀬の指がオレの敏びん感かんなポイントを刺激している。前の部分の刺激と相まって、オレの身体は我慢できないくらいに熱くなっていた。


　腰こしがひとりでに揺ゆれていく。


　限界に近いんだって、早瀬に伝えようとした瞬しゆん間かん、そこをキュッと吸われた。


「あ……ああっ……」


　オレはそのまま早瀬の口の中に放っていた。


　でも、それで終わりじゃなかったんだ。早瀬はオレの力が抜ぬけきった後も、そこへの刺激を続けていた。


「あ……早瀬っ……！」


　もうしなくていいのに。オレはイッたんだから、後は早瀬の好きなようにしてかまわないのに。


　早瀬は後ろへの刺激と共に、まだやめるつもりはないようだった。


　変だ……。オレの身体、イッたばかりなのに、そんなふうにされちゃうと、またおかしくなってきちゃうよ。


　これって、早瀬のサービスかな。それとも、意地悪だろうか。


　何にしても、オレは速いスピードで回復しつつあった。


「ん……ぁっ……あっ」


　我慢してみてもダメだ。オレの中のすごく感じるポイントを早瀬は正確に押さえてるんだから。どうにか抵てい抗こうしようとしても、熱くなっていくだけだった。


「も……やだ……っ」


「嫌？　どうして？」


　早瀬はようやく顔を上げて訊きいた。


「気持ちいいんだろう？　君が素直だから、今日はもっとよくしてあげたいと思ったのに」


　つまり、サービスのほうだってことだ。


「だって……早瀬が……」


「私が？」


「指より早瀬がいいんだ」


　少し照れながらそう言うと、早瀬はすごく嬉うれしそうな顔をした。


　やっぱり言ってみて、よかったかもしれない。早瀬がこんなに喜んでくれるならさ。


「判った。じゃあ、起きて」


　早瀬は指を引き抜いて、そう言った。


　起きてどうするんだろうと思ったら、オレはベッドの上にあぐらをかいた早瀬の膝ひざの上に乗せられたんだ。


「あ……んっ」


　後ろから抱だきしめられて、早瀬の硬かたくなったものの存在を感じる。もちろん、もうそれはしっかり露ろ出しゆつされていて、熱くなっているのがすぐに判った。


「私のが廉太郎の中に入りたいって言ってる」


　早瀬はオレを焦じらすようにそれをオレのオシリに擦こすりつける。


「もう入れてもいいかな？」


「あ……早く……っ」


　オレは腰を自分から揺らした。


「じゃあ、腰をちょっと上げて」


　言われたとおりにすると、そこに早瀬のものがあてがわれた。


「ゆっくり腰を下ろして」


「あ……あぁ……あっ」


　オレの中が早瀬でいっぱいになっていく。オレは全身がカッと熱くなっていくのを感じた。


「ほうら、全部入ったよ。廉太郎はいやらしいな。私の膝に抱かれて、私のものをくわえ込んで……おまけに、こんなふうになってるなんて……」


　早瀬はオレの股こ間かんに手を触ふれた。


　もう、そこは完全に勃たってる状態で、オレがすごく感じてることを示していた。


「早瀬がしたんじゃないかぁ……」


「そうだね。私がしたんだね。それに、廉太郎の可愛かわいいところに入れたのも、私だよ」


　早瀬はオレの両りよう膝ひざの裏に手を入れて、オレの腰を揺すった。


「ん……あっ……」


「今日の廉太郎は素敵だ。いつもよりずっと……」


　早瀬はオレのうなじをペロッと舐なめる。


「あ……」


「感じる？」


「ああっ……ん」


　オレは早瀬のおもちゃみたいに腰を揺すられて声を出していた。


　でも、これが正直なオレの今の気持ちだから、いいんだよね。早瀬が望むオレの素す直なおな姿だ。


　オレが早瀬と付き合うことで、誰だれかに迷めい惑わくをかけるなんて、今まで考えたこともなかった。だけど、もしそれが本当なら……。


　早瀬と離はなれたくない。


　ずっとこうしていたい。


　離れるつらさを味わうくらいなら、このまま時間が止まってしまえばいいんだ。


「好きだよ、廉太郎……」


　耳元で早瀬が囁ささやいた。


「あ……オレも……っ」


　早瀬はオレの耳に息を吹ふきかけて笑う。


「嬉しいよ。じゃあ……自分でここを刺激してごらん」


　早瀬の手に誘ゆう導どうされて、オレは自分の硬くなったものに触れた。


「あ……ぁ……」


「君がそこに触さわると、中が締しまったよ。ほら……」


「ああっ……あっ……あん」


　オレは膝から抱き上げられるみたいにして、突つき上げられ、喘あえぎ声を洩もらした。


　全身が熱くなる。自分を刺激する手がスピードを増し、早瀬もまた……。


「……もう……あっ」


　痙けい攣れんするような震ふるえと共に、オレは自分の手の中に欲望を吐はき出した。オレと早瀬のハアハアという喘ぎ声だけが聞こえる。


「廉太郎……！」


　早瀬が後ろからギュッと抱きしめた。背中から温かさに包まれて、オレは幸せな気分になった。


　この幸せがいつまでも続けばいい。


　そんなわけにもいかないのに、オレはそう願ったんだ。


「汚よごれてしまったね」


　早瀬はオレの胸を撫なでながら、そう言った。


　たぶん早瀬がこれから言おうとしてることが、オレには判ってる。


「シャワーを浴びようって？　それとも風ふ呂ろ？」


「えっ、どうして判わかるんだ？」


　いつものパターンだからなんだけど、早瀬はそれに気づいてないのか、不思議そうに尋たずねた。


「ああ、廉太郎もシャワーを浴びたい気分だったんだね。うん、そうだよ。ベタベタしてたら気持ち悪いしね」


　もちろん身体からだがベタベタしてるのは嫌いやだけど、そうじゃないよ。でも、オレは早瀬の間ま違ちがいを正そうとは思わなかった。


　今日は早瀬の思うとおりにしてあげたい。いつもは引きずられてばかりのオレだけど、早瀬のために何かしてあげたいんだ。


「じゃあ、シャワー浴びようか？」


　早瀬はご機き嫌げんな様子で身体を離した。軽く後始末してから、早瀬はまたオレを抱き上げた。


「早瀬って、元気だね」


「廉太郎といるときは元気になるんだよ。私には廉太郎が何よりの栄養剤ざいだ」


　その栄養剤のオレは、早瀬と別れようとしてるんだ……。


　オレは泣きそうになってしまって、それをごまかすために早瀬の胸に顔を伏ふせた。


　仕方ない。仕方ないんだ。長い目で見たら、オレと別れたほうが、早瀬は幸せになれるんだから。


　オレだって……。


　早瀬と別れたら、死ぬほどつらいんだ。


　洗面所で早瀬はオレを下ろし、シャツを脱ぬいだ。見事に均整の取れた上半身に、オレは背中から抱きついた。


「廉太郎。ふざけないで、早くシャワーを浴びよう」


　早瀬は機嫌よくオレの手を振ふりほどくと、服を全部脱いで、バスルームに入っていく。オレは半泣きな自分の顔が見えないように、うつむいて羽織っていたシャツを脱いで、早瀬の傍そばへと行った。


　オレは本当に早瀬と別れられるのかな。


　別れるって思っただけで、こんなにつらいのに。


　早瀬と肌はだが触れ合う。


　シャワーの中ならオレが泣いてるってことは判らないよね。


　オレは早瀬にしがみついてキスをした。








　翌日、オレは熱が出て学校を休んだ。


　風か邪ぜなのかって思ったけど、他に症しよう状じようがなくて、熱だけが出たから、ひょっとして精神的ショックからだったりして。


　いや、オレはそんなにひ弱じゃないよ。……うん。


　午後になって、熱は下がった。だから、ベッドから抜ぬけ出して、模型製作に精を出していたんだ。


　本当だったら、試験前なんだから、勉強をするべきなんだろうけど、今のオレにはそんな集中力もなかった。


　考えるのは、早瀬のことばかりで。他ほかのことなんか、全然考えられなかったんだ。


　夕方になって、心配してくれた諒と篤志が学校帰りに寄ってくれた。


「ずいぶん元気そうだな」


　篤志は作りかけの模型が机の上にあるのを見て、そう言った。


「うん。そうだけど、サボリじゃないぞ。朝はちゃんと熱があったんだから」


「判ってる。廉太郎はサボリなんかするような奴やつじゃないからね。……あ、そのままでいいよ」


　諒はオレが乱れてるベッドを直そうとしているのを止めた。


「病人に気を遣つかわせるようじゃ、見み舞まいに来た意味がないよ。ほら、廉太郎の好きな肉まん買ってきたんだ」


　諒はコンビニの袋ふくろに入ったものをオレに渡わたした。


「あ……サンキュー」


　そう言いながら、両手に受け取った肉まんの温かさにオレはふっと涙なみだぐんだ。


「どうしたんだ、廉太郎。昨日、あいつと喧けん嘩かでもしたのか？」


　篤志が勢い込んで訊きいてくる。


　そうか。昨日、わざわざ早瀬を呼んでくれたのは、篤志だったな。


「違う。何だかおまえ達がやけに優やさしくしてくれるから、嬉うれしかっただけだ」


　そう言って、オレは目を擦こすり、笑え顔がおを見せた。


「僕達はいつだって廉太郎に優しくしてるけどな。もし食欲があるなら、それ、食べない？」


　諒はシーツや布団の位置を直して、ベッドカバーを綺き麗れいにかけながら、そう言った。肉まんはちゃっかり三個買ってきたらしい。


「あ、うん。母さんにお茶を淹いれてくれるように頼たのむよ」


　オレが一階に下りようとしたら、ちょうど母さんがタイミングよくお茶とお茶菓が子しを持ってきてくれた。諒が早瀬の弟だって聞いてから、諒の待たい遇ぐうは妙みようにいいんだ。


　オレの部屋には勉強机用の椅い子すと作業用机の椅子の二つがあるから、二人を椅子に座らせ、オレはベッドに座り、肉まんを食べる。


「やっぱり、あったかくていいよなあ、肉まんは」


「よかった、元気そうで。廉太郎が休むから、何かあったんじゃないかって気になってたんだ。最近、落ち込んでたみたいだったし」


　諒は本当に心配していたらしく、オレの食べっぷりにホッとしたようにそう言った。


「俺も早瀬を呼んだ手前、それでよかったかどうか、ちょっと悩なやんでいたんだ。おまえは連れん絡らくするなと言っていたからな」


「うん……。でも、いいんだ。篤志が早瀬を呼んでくれたことは嬉しかった。オレと早瀬、今までいろいろあったし、これからも……喧嘩することもあるだろうけど、何とかやっていくから、そんなに心配しなくてもいいよ」


　どっちみち、もうすぐ全部が終わりになるんだから。


　そんな心配は無用なんだ。


　落ち込みそうになる気持ちを何とか盛り上げて、オレは笑顔を作った。


　オレを心配してくれる二人の前で、もう元気のない顔なんか見せない。噓うそでもごまかしでも、オレは笑顔で通すんだ。


「……無理してないか？」


　案の定、聡さといところのある篤志は訊いてきた。さすが、オレとは幼よう稚ち園えん時代からの付き合いだ。空元気なんて、お見通しだろう。


　でも、これからのオレは無理してでも元気になるんだ。


　そうでもしないと、つらくてとてもやっていけないから。


「大だい丈じよう夫ぶだ。試験も近いから、勉強もしないといけないしな」


　オレは笑顔のまま、そう言ったんだ。


　二人が帰った後、オレは一階に下りて、電話に向かった。そして、橋本さんに教えられた携けい帯たいの番号を押す。


　橋本さんはすぐにクールな声で出た。


「あの……柏木ですけど」


「ああ、決心はついた？」


　この人はいつも単刀直入だ。いや、橋本さんの関心は、オレが身を引くことしかないんだろうな。おそらく。


　オレは息を深く吸い込んで、それから言った。


「はい……」


　たった一言なのに、声が震ふるえて、また涙が出てきそうになる。


　早瀬と別れたくない。心の中でそう叫さけんでいるのに、オレは橋本さんにはそうは言えなかった。


　早瀬のためだって言われたら、オレは逆らえない。確かに、そうすることが早瀬の幸せにつながると思うからだ。


「早瀬を……お願いします。あの人はすごくワガママで自分勝手な人だから……。みんなに嫌きらわれないように見守っててほしいんです……」


　電話の向こうで、橋本さんはオレの願いを鼻で笑った。


「当たり前です。君に言われるまでもなくね」


　ああ、そうだ。そのために、橋本さんはオレと早瀬を別れさせようとしているんだからね。


「まあ、でも、君もどうやって別れ話を切り出していいか判わからないでしょう？　そのことについて、話し合いたいから、明日、会社のほうまで来てくれませんか？　学校が終わったらすぐに」


「はい……でも、あの……」


「心配いりません。社長は用があるから、君とは顔を合わせずに済みますよ」


　何もかも、橋本さんはすべて見通して計画してるんだ。オレはただの駒こまみたいなもので、橋本さんの思うとおりに動かされてしまうんだと思った。


　だけど、それが早瀬のためになることなら、仕方ないよね。


　オレは橋本さんに会社に行く約束をした。








　早瀬の会社に来たのは、二度目だった。


　以前は、早瀬に命令されたから来た。仕事の合間に学校に来てオレに会おうとする早瀬に、もっとちゃんと仕事しろなんて、偉えらそうに言ったばかりに、自分の仕事振ぶりを見にくるように命令されたんだ。


　あれからそれほど日にちが経たってるわけじゃないんだけど、もうずいぶん昔のことのような気がする。


　オレはただ早瀬とのんびり付き合っていたかっただけなのに。


　徳永さんに邪じや魔まをされて、それから、橋本さんに嫌いや味みを言われて……。


　でも、こういう結末もいいかもしれない。


　だってさ。


　オレと早瀬が付き合っていたこと自体、よく考えたら、何だか夢の中のような話でさ。そもそも、オレは男だし。どうして早瀬に惚ほれられて、エッチされなきゃいけないんだ。そのへんから、すでに間ま違ちがってた気もするしさ。


　だから、早瀬と別れたら、今までのオレに戻もどるだけなんだ。


　今まであったことも全部忘れて、そうするさ。


　早瀬の会社の大きなビルに入ると、広いロビーに受付があって、オレはそこの女の人と目が合った。と思ったら、オレの顔を覚えていたらしく、にっこり笑ってくれた。


「社長の……。柏木廉太郎君…でしたよね？」


　前に来たときは、早瀬の従い兄と弟この高校生という触ふれ込みだったらしい。いや、早瀬がそんなふうにこの人に話を通しておいてくれたんだ。


「あのー……今日は橋本さんに呼ばれてきたんですけど」


「はい、ちゃんと伺うかがってますよ」


　橋本さんも手回しがいいな。


　オレは彼女に連れられて、ある部屋に案内された。どこだか判らないけど、学校にある応接室を思い出した。


　広い室内に黒い革かわ張ばりの大きなソファがあって、重厚な大理石みたいなテーブルがあってさ。あとは観葉植物なんかが品よく置いてあって、オレみたいな高校生がいるのは、すごく場違いな感じがした。いや、それを言ったら、このビルにいること自体、場違いなんだけどね。


　オレはソファに腰こしかけて、橋本さんを待つことになった。受付のお姉さんとは違う女の人がお茶を持ってきてくれたけど、何だかこういう場所に一人でいると、緊きん張ちようしちゃって、落ち着かない。


　やがて、ドアが軽くノックされて開いた。


　だから、てっきり橋本さんだって思って、オレは立ち上がったんだ。


「やあ、廉太郎君」


「えっ……」


　入ってきたのは、何な故ぜか徳永さんだったんだ。


　徳永さんは上じよ機うき嫌げんな顔でオレの傍そばまで来ると、戸と惑まどうオレの肩かたに手をかけた。


「立ってないで、座ったら？」


「あ……オレ、橋本さんに用があって来たんですけど」


「ああ、判ってる。今、手が離はなせない用があるそうなんで、私が君の相手をしに来たんだ」


　一体、どういうことだよっ。


　橋本さんが手を離せない用があるっていうのは、何となく判るよ。いや、仕事なんだから、そういうことだってあるだろうって。


　でも、その代わりに徳永さんが来るって、どういうことだよ。


　橋本さんは徳永さんとオレとのことを知ってるのか。知らないで、オレの相手を頼たのむっていうのも変な話だ。


　だって、橋本さんは早瀬の秘書だ。徳永さんが早瀬と仲が悪いことなんか知ってるだろうし、オレとの一件を知らないにしても、代理を頼むなんて変だ。だいたい、徳永さんは経営側の人間だと言っていたし、橋本さんが用を言いつけられるならともかく、頼む立場でもないような……。


「橋本と私が知り合いなのが、そんなに不思議かな？　とにかく、座ってごらん、廉太郎君。話してあげよう」


　そう言われると、オレはその答えを知りたくなってしまって、気がつくとソファに腰を下ろしていた。徳永さんと橋本さんの関係なんて、今いま更さら聞いたところで仕方ないんだけどね。


　徳永さんはテーブルの向こうのソファに座った。相変わらずの男前で、高校生のオレなんかに付きまとわなくても、いくらだって付き合いたいって女の人はいるだろう。


　ホントに、徳永さんは早瀬以上にわけ判んないよ。


「橋本と私は同じ学校にいたんだよ」


「えっ、まさかうちの学校？」


「そう。私と早瀬と橋本は同じ学年でね……。橋本は学生時代から早瀬にベッタリだったよ。父親の教育がよく行き届いているというのか、全面的に早瀬の味方で、傍はたから見てると、鬱うつ陶とうしいほどだった。まあ、早瀬本人はまったく気にしてなかったようだが」


　確かに、早瀬はそういうところがある。自分の向いてる方向だけが大切で、興味のない方向のことはどうでもいいんだ。


「だから、橋本と私の関係は、ただの顔見知りかな。一時、敵対していたこともあったが、社会人となった今では、そういう対立をしていても仕方ないからね。たまには話をすることもあるわけだ」


「その、たまにした話がオレのことだったんですか？」


　徳永さんはフッと笑って、ちょっと座りなおした。


「実はさっき君を見かけてね。橋本に探さぐりを入れたんだ。どうやら、早瀬は知らなくて、橋本と約束していたとか。だったら、忙いそがしそうな橋本の代わりに、私が相手をしていてやろうと言って、ここに来たんだ」


　ということは、橋本さんは徳永さんの件に絡からんでなかったんだな。もし、橋本さんと徳永さんがつながっていたとしたら、橋本さんの言ってることも全部信じられなくなるところだった。


「でも、ホントに私はラッキーだったね。こうして、廉太郎君が私の話をまともに聞いてくれるなんて、久しぶりのことだから」


「それは……徳永さんがあんなことするから」


　オレを拉ら致ちして、自分の家に連れ込んで、無理にエッチしようとしたんだ。そんなことすれば、こっちだって警けい戒かいくらいする。そうでなければ、オレは徳永さんのことを、そんなに嫌きらいではなかったのに。


　もちろん、早瀬はオレと徳永さんが接せつ触しよくすることを嫌がっていたけどさ。知り合った以上は、知り合う以前には戻れないよね。つまり、いくら恋こい人びとの早瀬が嫌っている相手だって、オレが嫌いにならないうちには、徳永さんのことを無視できないってことで。


　もし、徳永さんがあんな真ま似ねさえしなければ、今でもオレは徳永さんと笑って挨あい拶さつできる間あいだ柄がらだったと思う。だから、オレが警戒するのは、徳永さんにとっては自業自得なんだ。


「そうだったね……。あれは私も行き過ぎたことだって、今では反省しているよ」


　それが本心なのかどうか、今ひとつ信じられないんだよな。やっぱり、あんなことがあった後で、徳永さんを信用するのは、難しいと思う。さすがにお人よしのオレでさえ、そう思わざるを得ない。


　だけど、徳永さんも自分の会社の中でオレにエッチするとは思えないし、とりあえず、今は向かい合って座っていても危険は感じないから、いいか。というか、オレはここにいないと、橋本さんに会えないし。うっかり社内をウロついていて、早瀬に会ってしまったら、オレのせっかくの決心も鈍にぶってしまうことになる。


「とりあえず、今の私の使命は君をここで退たい屈くつさせないことだから、早瀬の高校時代の話をしてあげようか？」


　徳永さんはニコニコしながら、早瀬が高校生だった頃ころのことを話し始めた。


　オレとしては、徳永さんに気を許すような真似はしたくなかったんだけど、意外と徳永さんは話が上手うまくて、思わず引き込まれてしまうんだ。気がついたら、オレはずっと徳永さんの話に聞き入っていて、相あい槌づちまで打っていた。


　何やってんだよ、オレ……。


　それにしても、橋本さんは遅おそいな。早く来てくれれば、徳永さんの話をこんなふうに聞かずに済むのに。いや、そもそも、別れようとしている相手の高校時代の話を、何でオレは身を乗り出して聞いてるんだろう。


　だけど、オレは早瀬が嫌いで別れるわけじゃないから。


　早瀬のことが好きだから、高校生だった頃の話も聞きたいんだよ。


　不意に、徳永さんは腕うで時ど計けいをちらっと見た。


「……実は、君にちょっと噓うそをついたところがあるんだ。ごめんね」


「え？」


　オレは何のことか判らなくて、徳永さんの顔を見つめた。徳永さんは口元には笑えみを浮うかべていたけど、今までとは違って神しん妙みような顔つきをしていた。


「あの……どういうことですか？　噓って……」


「私は橋本から、君があいつと別れようとしていることを聞いたんだよ」


「どうして橋本さんがそんなことを……」


　いきなりのことで、オレはどういうことなのか、さっぱり判らなかった。橋本さんは徳永さんとグルだったってことなのかな。


「私は早瀬の親族側の人間だからね。橋本はあいつのために君を排はい除じよしたいらしい。そうして、君は橋本の説得にＯＫした。……でも、どうやって別れたらいいのかも判らない。だから、私がそのために橋本に呼ばれたんだよ」


　オレはすっかり混乱していた。


　徳永さんが橋本さんに呼ばれたって？　オレが早瀬と別れるために？


「判らない？」


　徳永さんは立ち上がって、オレの横に腰こしを下ろした。反射的に逃にげようとしたが、肩を抱だかれて、引き寄せられる。


「離してくださいっ……！」


「これがあいつのために必要なことでも？」


「ど、どういうことですかっ？」


　徳永さんはふっと笑って、肩かたを抱いてるのと違ちがう手でオレの頰ほおを撫なでた。


「早瀬と別れる手っ取り早い方法は、何だか判わかるかい？」


「あ……」


　そうだ。早瀬は何より浮うわ気きが嫌いだ。嫉しつ妬と深いし、何もしてないのに、浮気してると疑われたことだってある。そして、そういうときの早瀬は自分で制せい御ぎよできないほど怒おこるんだよ。


　つまり、徳永さんは自分と浮気してることにしろって言ってるんだ。


「でも、そんな……。早瀬が傷つく」


「相手を傷つけないで別れる方法なんかないよ。君がどんなことを言っても、別れようとしてるなら、あいつは傷つく。それは当たり前のことだろう？　どんなに言葉を飾かざっても、君から拒きよ絶ぜつされたってことなんだから」


　オレは……。


　そんなことまで考えてなかった。振ふる側の自分が傷つくことしか考えてなかったんだ。


「もちろん、君はあいつより何倍も傷つく。悪役になるんだからね。だけど、それは堪こらえなくちゃいけない。早瀬のためなんだから……」


　早瀬のためだから……。


　オレの頭にはその言葉だけが繰くり返し響ひびいた。


「君はただ黙だまっていればいい。早瀬がやってきて、君を責めても、黙ってさえいればいいんだ。後は私と橋本が上手くやるからね」


　結局、橋本さんと徳永さんはグルだったんだろうか。よく判らない。でも、オレと別れることが早瀬のためになることは確かだよな。


　徳永さんはオレのネクタイを解ほどいた。そして、シャツのボタンを外していく。


　いつの間にか、オレはソファに押し倒たおされていた。


　オレは……これからどうなるんだろう……。


「泣いちゃダメだよ。泣いたら嫌いやがってるように見えるだろう？」


　徳永さんがオレの目元にキスをしていた。いつの間にか流れていた涙なみだをすくうように、徳永さんは何度もそこにキスをした。


「身体からだを楽にして。緊きん張ちようしなくていいからね」


　目を閉じると、徳永さんはオレの首筋へとキスをした。


　身体が震ふるえる。感じてるんじゃなくて、嫌なのを我が慢まんしているから。


　でも、早瀬のため、だよな。オレは早瀬のためだけに我慢するんだ。


　扉とびらが開く音がした。


　そして、誰だれかの足音が聞こえる。


「廉太郎！」


　早瀬の声だ。


　目を開けると、怒っている顔の早瀬と、その後ろに橋本さんもいた。


「徳永！　廉太郎に何をしているんだ！」


　徳永さんはオレを抱き起こしながら、自分もソファに座り直した。


「何って、見たとおりだ。廉太郎君と私は実はこういう関係でね。おまえが知らない間に、そういうことになっていたんだよ」


　噓だ……と思ったけど、反論はできない。オレは徳永さんに肩かたを抱かれたまま、うなだれていた。もちろん、早瀬と目を合わせることもできなかった。


「ほら、私が言ったとおりだったでしょう？　社長は私の言うことを疑っていたけど、これで本当のことだって判っていただけましたよね？」


　橋本さんは勝ち誇ほこったように言った。


　つまり、徳永とオレがここで浮気してるって、早瀬にチクったってことか。でも、目的のためにはそれも仕方ないんだよな。


「そんな……信じられない。廉太郎がこんな奴やつと……」


　信じられなくて当然だよね。つい一昨日、あんなにオレは早瀬にベッタリくっついて、何でも言うことを聞いていたんだから。


「廉太郎！　どういうことなんだ！」


　ビクッとして、オレは顔を上げた。


　まともに目が合って、オレは微び妙みように視線を逸そらした。早瀬の真しん剣けんな目を見ていたら、本当のことを言ってしまいそうになる。


　でも……それはダメなんだ。もう、オレは早瀬と別れるって決めたんだから、今いま更さら、後あと戻もどりはできない。だったら、オレは噓を貫つらぬきとおさなければならないんだよ。


「廉太郎……こんなの、噓だろう？」


　早瀬の悲痛な声が胸に響く。


　噓だって言いたい。こんなの、お芝しば居いだって。そうしたら、早瀬にこんな声を出させずに済む。


　だけど、言えない。長い目で見たら、オレと早瀬がここで別れるのが正解なんだ。


「廉太郎君は社長が思っていたような子じゃなかったってことですね」


　橋本さんは追い討ちをかけるように言った。


「これが本当のことだって言うなら……廉太郎、私の目を見て、はっきり言ってくれないか。そうじゃないと、信用できない。君が自分の口で言うまでは……信じない」


　早瀬の目を見ろって……？


　そんなこと、できない。早瀬の目を見て、何を言えって？　早瀬が嫌きらいになったんだって言えばいいんだろうか。


「廉太郎！」


　オレは仕方なく、早瀬の目を見た。早瀬の真剣な眼まな差ざしに射い抜ぬかれるようにして、オレは何とか口を開いた。


　でも、声が出なかった。


　オレの意志を総動員しても、何も言うことができなかったんだ。


　ここで、ちゃんと早瀬に別れを告げなければいけないと思うのに。


「廉太郎君、遠えん慮りよしなくていいんだよ。これは単なる浮気なんかじゃなくて、私と君が本当は愛し合ってる仲なんだってことを、ちゃんと言ってやればいいじゃないか」


　徳永さんはオレの肩をさらに抱き寄せた。


「あ……」


「さあ」


「オ……オレは……」


　そう言っただけで、目に涙が滲にじんでくる。ダメだ。これ以上、言えない。


「困ったね。廉太郎君は恥はずかしがりやだから」


　徳永さんはオレの涙をごまかすためにキスするふりをしようとした。……いや、唇くちびるが本当に触ふれた。


　嫌だ、こんなの！


　早瀬の目の前で徳永さんにキスされるなんて。


　絶対、嫌だ！


　気がついたら、オレは徳永さんの頰を張り飛ばしていた。


　早瀬が驚おどろいたようにこっちを見ている。徳永さんも橋本さんも。


　オレは自分の唇を両手で押さえた。ポロポロ涙が零こぼれていくけど、もうどうしても止められなかった。


「判った……」


　早瀬は何が判ったのかそう言った。


　そして、オレのほうに手を伸のばしたんだ。


「私は廉太郎の涙を信じる」


「あ……早瀬……」


　それって、オレが浮気なんかしてないってことを信じるってことだよな。こんなふうに、半分脱ぬがされていて、オレが弁明ひとつしなくても。


　オレはフラフラと差し伸べられたその手につかまろうとしてしまった。


「そんなの、私は納なつ得とくできません！」


　橋本さんの厳しい声が聞こえた。


　オレは自分の立場を思い出して、手を引っ込めようとしたけど、その前に早瀬に腕うでをつかまれていた。


　早瀬はオレを引き寄せて、きつく抱だきしめるとキスをした。


　まるで、徳永さんとのキスをリセットするみたいに。


　オレは抵てい抗こうなんてしなかった。早瀬に抱きしめられて、オレはやっぱりここにいるべきなんだって判ったんだ。


　早瀬の将来も、何もかも、オレは大事にしたい。早瀬に幸せになってもらいたいという気持ちはある。


　だけど、オレと早瀬は離はなれられなかった。


「廉太郎……」


　早瀬はオレの目を覗のぞき込んで、にっこり微ほほ笑えんだ。


　胸の奥から温かさがあふれてきて、オレは早瀬のことがこんなに好きなんだって思った。何より、誰より大事だから、オレは早瀬を失うわけにはいかない。


「社長！　社長はその子がもし浮うわ気きをしたら別れるという約束を私としましたよね？」


　橋本さんはまだ食い下がっていた。


「したよ。でも、廉太郎は潔白だ。浮気なんかしてない」


「どうしてそれが判るんですか？　泣いたからって、潔白だとは限らない」


　橋本さんはオレに目で「浮気してた」って言えって合図を送っていた。でも、オレはとても言えないよ。もう橋本さんに協力する気もなくなっていた。


　オレは早瀬と一いつ緒しよにいたい。


　ワガママだとしても、橋本さんにどんなに憎にくまれても、オレはどうしても早瀬の恋こい人びとでいたいんだ。


　オレは早瀬から引き離されたりしないように、ギュッと抱きしめた。そうしたら、早瀬も同じように抱き返してくれた。


「橋本、もう……いいんじゃないかな。これ以上、廉太郎君を追いつめるのは可哀かわい想そうだ」


　オレに頰ほおを叩たたかれた徳永さんは立ち上がって、橋本さんの肩を叩いた。


「おまえ達、手を組んでいたのか？　しかも、二人で廉太郎を脅おどしていたのか？」


　早瀬はムッとしたように二人を見比べた。


「利害が一いつ致ちしたから、一時的にね。私は廉太郎君狙ねらい、橋本はおまえを早く結けつ婚こんさせて、一人前だと親族に知らしめたかったらしい」


　早瀬はすべてにおいて優ゆう秀しゆうだから、この若さで社長になったんだって、橋本さんは言ったけど、ひょっとしたら親族内ではいろいろ反発があったのかもしれないな。それで、橋本さんは結婚に障害になるオレを排はい除じよしようとしたんだろう。


「私は諦あきらめませんよ。社長の幸せのためには、その子は邪じや魔まです」


　橋本さんはオレを冷たい目で見た。


　裏切り者って感じで見られて、オレはちょっと怖こわかったけど、それでも早瀬と一緒にいることを選んだんだから、もうそんな視線に負けたりしない。


「橋本……。私は廉太郎と一緒にいるときが一番幸せなんだよ」


「そんなちっぽけな幸せなんか、あなたにはふさわしくありません」


　早瀬はちょっと溜ため息いきをついて、それからなだめるような口調で言った。


「ねえ、橋本。君は昔から私を何かと叱しつ咤た激げき励れいしてくれたよね。さあ一番を取れとか、優勝しろとか。でも、君の考える幸せと、私の本当の幸せは違ちがうんだよ」


「そんな……そんなことはないはずです！　私は父からあなたのことを守るようにずっと言われて育ってきました。そのためにどんな努力もしてきたんです」


　橋本さんはもしかしたら思い込みの強い性格なんだろうか。早瀬もちょっと困ったような顔をして、微笑んだ。


「それは嬉うれしいよ。でも、幸せって、親族から認められることだけなんだろうか。世間的に人並みのことをすることだけが幸せなのかな？」


　橋本さんはハッとしたように目を瞠みはった。オレは橋本さんと同じくらいハッとしたよ。それが早瀬の幸せなんだって、思い込んでいたんだ。


「私は廉太郎と一緒にいるとホッとする。そういう安らぎがあるからこそ、仕事も頑がん張ばれるんだよ。それが私にとっての幸せだ。だから、どうか私から廉太郎を奪うばわないでほしい」


　早瀬の穏おだやかな口調に、橋本さんはようやく納得できたようだった。


「……判りました。社長の幸せは、他ほかの何よりも、彼と一緒にいることなんですね……」


　橋本さんはオレにも目を向けた。今度はさっきの冷たい視線ではなくて、普ふ通つうだったから、オレもホッとする。


「廉太郎君、無理なお願いをしてしまってすまなかった。でも、それで君がどれだけ社長のことを本気で考えているのか、理解できた。いつまでも社長の傍そばにいてあげてほしい」


「あ……はい」


　他に答えようがなくて、オレはそんな間ま抜ぬけな返事をした。


　でも、これで一応、一件落着ってことでいいのかな。オレはいつまでも早瀬の傍にいていいんだね。それで早瀬が幸せになれるんだから、いいんだよね。


　オレが幸せに浸ひたっていると、徳永さんは大きな溜息をついた。


「何だか私だけ蚊か帳やの外というか、橋本に利用されただけのような気がするなあ」


「そのとおりです」


　橋本さんは冷ややかに徳永さんを見ると、そう言った。


「一時的にせよ、手を組んだ相手にそういうことを言うかな」


「私はあなたと馴なれ合う気はこれっぽっちもないですよ。それはあなたも同じだと思いますが」


　徳永さんは肩かたをすくめた。そして、オレに目を向けると、にっこりと笑った。


「廉太郎君。いろいろあったけど、早瀬に飽あきたらいつでも私のところに来ていいからね。君みたいな一いち途ずな子は大好きだよ、本当に」


　ゲッ……。徳永さんのもただのお芝しば居いだったらよかったのに。


　早瀬はオレを抱きしめて、徳永さんを睨にらみつけた。


「廉太郎は私のものだ。おまえには絶対に渡わたさない」


「まあ、油断はしないほうがいいね。廉太郎君だって、いつまでおまえのことを好きでいるかどうかは判らないよ」


　徳永さんはそんな捨て台詞ぜりふを吐はいて、部屋を出ていった。


「じゃあ、私もこれで」


　橋本さんは早瀬に一礼した。部屋を出ていきかけて、何かを思い出したように振ふり返った。


「ああ、廉太郎君。社内に社長が高校生と付き合ってるって噂うわさが流れているというのは、まるっきり噓うそだから」


「えっ、でも、徳永さんも同じようなことを言ってたことがあるんですけど」


　橋本さんはニヤリと笑った。


「あれは私がそういう噂があると、彼に吹ふき込んだんですよ」


　なるほど。というか、もしかして、橋本さんって、ずいぶん前から、オレと早瀬を別れさせようとしてたのかな。


　早瀬はゴホンと咳せき払ばらいをした。


「橋本。そういう悪わる知ぢ恵えは、これから私と廉太郎を守るために使ってくれ」


「はい」


　橋本さんは神しん妙みように頷うなずくと、部屋を出ていった。


　部屋には、オレと早瀬だけになる。急にシンとなった部屋で、早瀬はオレを抱いたまま、ソファに腰こしかける。


　ふと、オレはさっき徳永さんにキスされたことを思い出した。


「ごめん、早瀬……」


「ん？　何？」


　早瀬は優やさしい顔をオレに向けた。


「さっきのこと……。徳永さんにいろいろされて、キスもされたこと……」


　早瀬はオレの唇くちびるに軽くキスをした。


「いいんだ。廉太郎はあの二人に脅されていたんだろう？　私達のことをみんなにバラすとか言われて」


「そうじゃなくて。早瀬の幸せのために別れろって説得されたんだ」


　早瀬は目を丸くして、オレの顔を眺ながめた。


「私の幸せって……。私は廉太郎と別れたら、全然幸せじゃないよ」


「だけど……長い目で見たら、オレと別れて、いいところのお嬢じよう様さまと結婚したほうが絶対いいって思うじゃないか」


　早瀬はふーっと溜息をついて、額に落ちた前まえ髪がみをかき上げた。


「私は廉太郎がいれば幸せだし、いなければ不幸せなんだ。そんな簡単なことが、どうして私の傍にいて判らないかな」


「うん。さっき早瀬が橋本さんに言ってるのを聞いて、やっと判った。オレは早瀬の傍にいていいんだって」


　オレがそう言って早瀬に抱だきつくと、早瀬もオレをキュッと抱きしめた。


「廉太郎もつらかったんだよね……。私と別れるために、あんな下手な芝居を一生懸けん命めいに打ってたんだね」


「えっ。下手な芝居に見えた？」


　オレは顔を上げて尋たずねた。


　だって、オレとしては一世一代の演技のつもりだったのに、そんな簡単に「下手な芝居」呼ばわりされたら、ちょっと悔くやしい。


「私は廉太郎が抱かれるときの顔を知ってるよ。気持ちよくってメロメロになって、エッチのことしか考えられなくなってるときの廉太郎を知ってるんだ。徳永に抱かれてる君は、もう全身であいつを拒きよ絶ぜつしていたじゃないか。芝居だって、すぐに判る」


「そうなんだ……」


　はっきり言うと、我が慢まんしてたのがモロバレだったわけだ。実際のそういう現場を見てないときは、さんざん浮うわ気きしたんじゃないかって疑われていただけに、今回はあっさりオレを信じるなんて変だとちょっと思ったんだよ。


「とどめが張り手だろう？　そして、あの涙なみだ。ああ、廉太郎は私のものだって確信したよ」


　だから、オレの涙を信じるなんて、クサいセリフがすっと出てきたんだね。


「オレの必死の演技もバレバレだったなんて、馬ば鹿かみたいな話だよなあ」


「うん、馬鹿だね。橋本に騙だまされて、私と別れようとするなんて。本当に……馬鹿だよ」


　早瀬はオレを自分の胸に抱き寄せた。


「……早瀬……」


　ふと、涙があふれてきた。


　橋本さんに言われたいろんなことや、ずっと一人で悶もん々もんと考えていたことが、頭の中に甦よみがえる。


「オレ……苦しかった。ずっと早瀬と別れなきゃって……それが早瀬のためになるんだからって……考えて……」


　でも、本当は早瀬と離はなれたくなかった。ずっと一いつ緒しよにいたかったんだ。


「廉太郎……」


　早瀬はみっともなく泣きじゃくるオレの額にキスして、それから頰ほおを流れる涙にもキスをした。


「早…瀬……」


「好きだよ、廉太郎。もう絶対に離さないからね。君も覚かく悟ごしておかないと」


「何の……覚悟？」


「私と一生添そい遂とげる覚悟だよ」


　早瀬はそう言って、オレの唇にキスをしたんだ。








　オレは泣き顔を洗って、ようやく普通の顔に戻もどったところで早瀬の車に乗せられた。


　そのままいつものように早瀬のマンションに行くコースかと思ったら、その途と中ちゆうで早瀬は何とホテルに入っていったんだ。


　ホテルといってもラブホじゃない。普通の……というか、かなり格式の高そうなホテルだよ。オレみたいな制服を着た高校生が入ってもいいのかなって感じで。いや、高校生が入っちゃいけないのは、ラブホのほうだけどさ。


　フロントの人は早瀬の顔を見ただけで、恭うやうやしく頭を下げて、キーを持ってきた。ていうか、普通、何か手続きとかするもんじゃないのかな。だけど、早瀬は当たり前みたいな顔をして、そのキーを受け取るんだ。


　そして、オレ達はエレベーターへと乗りこんだ。


「なあ、早瀬。オレが知らないうちに予約とか入れてたのか？」


　そう尋ねると、早瀬は笑え顔がおで答えた。


「ここはうちの系列だから。私の顔を知らないホテルマンはこのホテルにはいない」


「早瀬の会社って、建設会社じゃなかったっけ？　ホテルも経営してるとか？」


「私じゃなくて、私の親族がね」


　意味ありげに早瀬は笑ったけど、どういうことなんだろう。オレには今ひとつ判わからなかった。親族が経営してるだけなら、ホテルマンが早瀬の顔を知らないこともあるだろうって思うんだけど。


　もしかして、早瀬って、ただの建設会社の社長じゃなかったんだろうか。系列会社もまとめてる、もっと上の……。


　そこまで考えて、オレはそれ以上のことを考えるのをやめた。もしそうだったら、早瀬が遠い存在になってしまう。


　それは嫌いやだった。


　早瀬はワガママな理事長でいいじゃないか。それくらいが、早瀬にちょうどいいよ。


「いろいろあるんだね。早瀬の会社も」


　オレはそれで済ませてしまおうと思った。


「そうだね。そのうち、廉太郎にもゆっくり教えてあげるよ。将来、私の片かた腕うでになってもらわなくてはならないからね」


「え……？」


　今、何て言いました？


　オレは本気でそう思ったよ。


「聞こえなかったのかな？　君は私の傍そばで仕事をするんだよ。君は成績もいいし、大学だってストレートで合格するだろう。そして、うちの会社でアルバイトしながら経験を積んで、四年になったら、うちの会社で内定をもらうんだ。それから、卒業後に入社して……ああ、もちろん、その頃ころには私と一緒に住んでるんだよ。それからいずれは、私の片腕となって、一生、私の傍で仕事を一緒にするんだ」


　オレは早瀬のあまりの飛ひ躍やくぶりについていけなかった。


　オレはまだどこの大学に行こうか…くらいのことしか、頭にないんだよ。それなのに、一生分のスケジュールを早瀬は勝手に考えてるんだ。


「まさか嫌だなんて言わないだろうね……？」


　早瀬は少し自信なさげな声を出した。オレが口を開けたまま、何も言わないからだ。


「嫌だってわけじゃないよ。ただ……早瀬は今からずっと先のことまで考えているんだなあって、感心しただけだ」


　とてもオレはそこまで考えつかないよ。というか、早瀬の考えについていくのは大変だよな。


「大だい丈じよう夫ぶだ。私も橋本も君の面めん倒どうはちゃんと見るよ。十年も経たてば、君は立派な我が社の戦せん力りよくだ」


　ご機き嫌げんな早瀬にオレはもう何も言えなかった。オレの将来のことを考えてくれるのは嬉うれしいけど、そんなにきっちり決められても困るっていうかさ。


　まあ、それはいずれ話し合うことになるだろう。早瀬はごねるかもしれないけど、もし自分がしたい仕事が決まったら、はっきり言えると思うし。


　でも、早瀬と一緒に住むのはアリかなあって気はする。早瀬がオレといてホッとするって言うなら、家にいるときくらいはホッとさせてあげたいからね。もちろん奥さんになるつもりはないけど、早瀬と暮らすのはきっと飽あきないと思うんだ。


　エレベーターが最上階で止まり、早瀬はキーについてるナンバーの部屋を開いた。


　中はスイートだった。リビングとベッドルームが別になってるやつだ。


「広いんだ……」


　オレはめずらしくて、部屋のあちこちを開いては覗のぞいてみた。中でもバスルームがすごく綺き麗れいで、感じがよかった。いや、洗面所やトイレも一緒だから、バスルームって言ったら変なのかな。シャワーブースも別についてるから、オレにとってはめずらしくて仕方ない。


　広い洗面台には大きな鏡がついていて、オレとその後ろにいた早瀬が映っていた。


「大きな鏡がついてるね」


　早瀬は何な故ぜだか嬉しそうに言った。


「どういう意味だよ？」


「こういうことだよ」


　早瀬はオレのネクタイを解ほどくと、シャツのボタンを外して、中に手を差し込んだ。


「あ……」


　早瀬の指はすぐにオレの乳首を探し当てて、刺し激げきするんだ。


「馬鹿……こんなところで……」


「別に変なところじゃないよ。ここは元々、服を脱ぬぐ場所だからね」


　早瀬はかまわずそこを刺激していく。オレはすぐに立っていられなくなって、早瀬に体重を預ける羽目になる。


「廉太郎、自分の顔を見てごらん」


　言われて、鏡の中の自分と目を合わせる。


「ほら、これが廉太郎の感じてる顔だ。いつもの君と違ちがうだろう？」


　目が潤うるんで、目元も赤くなっている。でも、泣き顔なんかとは全然違っていて、自分で言うのも何だけど、すごく色っぽい感じが漂ただよっていた。


「オレ……いつもこんな顔してるんだ？」


「いや、もっと色っぽい顔をしてるときもあるよ。これはまだ序の口だから」


　早瀬はオレを後ろから抱だきしめて、頰にキスをする。


「ベッドに行こうか？　今日は君をとことん可愛かわいがりたいんだ」


『今日は』じゃなくて『今日も』じゃないかな。早瀬はいつもとことんオレを可愛がってるような気がする。もちろん、早瀬の思う『可愛がり方』で。


　早瀬はオレを抱き上げて、ベッドに下ろした。


「何かすごく嬉しそうな顔してる……」


　上から覆おおいかぶさってくる早瀬の顔を見て、オレはそう言った。


「もちろん嬉しいよ。廉太郎は私の幸せそのものだから。こうして抱いていると、私はずっと幸せに生きていけるような気がするんだ」


　早瀬はオレを抱きしめて、チュッとキスをした。


「さあ、こんな邪じや魔まなものは脱いでしまおうね」


　早瀬はオレの服をどんどん脱がせていき、最後には靴くつ下しただけになってしまった。


「どうして早瀬はいつも靴下だけ残すんだよ？」


　正確には『いつも』じゃないけど、靴下だけ残されることが多かった。


「え、いや、何となく……。可愛いじゃないか。靴下を履はいてるのって」


　でも、全ぜん裸らに靴下だけは、絶対おかしいと思う。オレは起き上がり、靴下を脱いで、そのへんに放り投げた。


「残念だけど、まあいいか。廉太郎は素す足あしも可愛いし」


　素足のどこが可愛いんだろう。早瀬の言う意味やこだわりはオレにはちっとも判らなかった。


「早瀬も脱げよ」


　オレは手を伸のばして、早瀬のシャツのボタンを外して、早瀬がよくやるように胸を撫なで回した。


「変な気分だね。廉太郎に触さわってもらってると思うと、ドキドキしてくる」


「オレもドキドキしてくるよ」


　ついでに顔も寄せて、頰ほお擦ずりなんかしてみる。


「早瀬の心臓の音が聞こえる」


「そりゃあ、私だって生きてるんだからね」


　変な受け答えをする早瀬がおかしい。オレはそのまま背中に手を回して、抱きしめた。


「廉太郎……？」


「うん……。今日は何だか特別の日って気がするから……オレがしてやるよ」


　オレは早瀬のベルトを外し、そこをくつろげた。そして、身を屈かがめて、すでに興奮してるのか半勃だち状態のそれを、口に含ふくんだ。


　この行こう為いは圧あつ倒とう的に早瀬からオレへ施ほどこされるほうが多い。それはたぶんオレのほうがいつも受身だからだ。早瀬のしたいようにさせてると、いつもそういうことになる。


　だけど、オレだって早瀬を気持ちよくさせたい。


　もっと感じてほしいよ。


　早瀬の吐と息いきが聞こえる。すごく気持ちよさそうな声で、オレはそれだけでもう満足だった。


「廉太郎……」


　早瀬はオレの顔を上げさせた。本当はもっとしたかったけど、早瀬がここでいいって言うなら、仕方ないよね。


「よかった？」


「ああ、もちろん。でも、私も廉太郎を気持ちよくさせたいんだ」


　早瀬はオレを向かい合わせの状態で膝ひざに抱き上げて、キスをした。


「ん……」


　たかがキスなんだけど、オレのほうも早瀬を刺激してるうちに興奮してたらしくて、キスだけでも眩暈めまいがするような快感を覚えた。


　早瀬の掌てのひらがオレの背中を撫でている。そして、腰こしに触ふれ、オシリを撫で回すんだ。そんなことされると、何だか身体からだがムズムズしてきて、もっと直接的なところを触ってほしくなる。


「どこに触ってほしい？」


　早瀬は焦じらすように指先を腰の窪くぼみに滑すべらせる。


「あ……あっ」


　思わず自分から腰を浮うかせて、触りやすい状態にしてしまう。


「ココ？」


　早瀬はオレが一番触ってほしかった箇か所しよに辿たどり着いて、指先でそこを撫でた。


「あ……やだっ」


「何が嫌いや？　廉太郎はココを触ってほしいんだろう？」


「そうじゃなくて……撫でるだけじゃ嫌」


　早瀬はちょっと驚おどろいたような顔をして、オレの顔をまじまじと見つめた。


「そんな顔して見るなよっ」


「いや……。そんなことを言う廉太郎もめずらしいなあと思って」


　そんなの、自分でも判ってるよ。でも、今日だけはそういう気分なんだ。


「だから……今日は特別だって言ってるだろ？」


　早瀬はふっと笑って、オレの胸にキスをした。


「うん。そうだね。今日は特別だからね」


　早瀬の指先がオレのそこに入っていく。


「あぁ……あん……」


　オレは思わず自分の硬かたくなってるものを早瀬の身体に擦こすりつけた。


「いいよ、廉太郎。すごくいやらしい」


「早瀬だって……」


　いや、早瀬がいやらしいのはいつものことか。早瀬の指はオレの中に入って、動いていく。オレの敏びん感かんな箇所を擦っていき、オレはそのたびに早瀬に自分のものを擦りつける羽目になった。


「ああ……早瀬ぇ……っ」


　自分の声がまるで誘さそってるみたいだって思った。


　でも、もう恥はずかしさも何も感じなくて。


　今だけは、早瀬を求めたっていいよね……。


　早瀬はオレを膝に抱いたまま、挿そう入にゆうしてきた。


「ああ……っ」


　自分の体重でより深く入っていくような気がする。


　そして、それがまたオレにより一層の快感をもたらすんだ。


「廉太郎……自分で動いてみてごらん」


「え……？」


　早瀬のリクエストどおりに、腰を揺ゆらしてみた。


「あ……はぁ……あっ」


　頭からつま先まで、オレは早瀬の虜とりこだ。もう早瀬のことしか考えられない。


　早瀬はオレの股こ間かんのものを軽く握にぎった。


「あ……」


「いいから、そのまま続けてごらん」


　早瀬はオレの動きと合わせるように手を動かした。そして、同時に早瀬のほうも下から突つき上げるようにオレを刺し激げきし始める。


「あ……はや…せっ……」


　身体中が熱い。頭の中も真っ白で、快感でいっぱいだ。


「も……もう……っ」


　オレはこれ以上の我が慢まんはできなくて、そのまま早瀬の手の中に放った。そうして、早瀬もオレを激しく突き上げると、中に出したんだ。


　それでも、まだ足りなくて、オレは早瀬としばらくキスを交かわしていた。


　ダメだ……。何が足りないのかよく判わからないけど、もっと早瀬と触れ合いたいし、もっと激しくしてほしい。


　身体は満足してるのかもしれないけど、オレ自身はまだ満足しきってなかった。そして、早瀬もまた、オレと同じように満足してないようだった。


「……廉太郎、風ふ呂ろに……入ろうか？」


　いつもなら、早瀬が風呂の中でまたエッチなことをするって警けい戒かいするところだけど、今日はまだしてほしかった。


　オレは早瀬に抱だっこされて、バスルームに向かった。


「先にシャワーを浴びよう」


　早瀬はバスタブに湯を出しながら、シャワーブースに入る。シャワーは身体についた汚よごれをたちまち洗い流していく。


　オレは激しい雨のように降り注ぐシャワーの中で、早瀬とキスを交わした。


「早瀬……もっとしたい」


「してあげるよ、いくらだって」


　そう言うと、早瀬はオレの耳たぶにキスをする。それから首筋から鎖さ骨こつ、胸にも唇くちびるを這はわせていくんだ。


　もちろんオレが感じる乳首にも念入りにキスを施す。


　オレの身体はそこにキスされるたびに、身体が痙けい攣れんしたようにビクビクと震ふるえた。


「可愛かわいいよ、廉太郎……」


　早瀬はそのまま身を屈めて、オレの腹にもキスをする。


「キスマーク、つけたらダメかな？」


　それはちょっと困る。体育の着き替がえのときに見えない場所だったらいいけど。


「……ここならいいよね？」


　早瀬は腰こし骨ぼねの内側あたりを強く吸った。


「あ……っ」


「よし、ついた。こんなところを誰だれかに見せたらダメだよ」


「見せないって……」


「うん、廉太郎は私のものだからね」


　早瀬はそこを撫なでつつ、太ふと腿ももにもキスをした。


「ああっ……」


「……気持ちいい？」


　そんなの訊きかなくても、早瀬の目の前にあるものが示していると思う。さっきイッたばかりなのに、もう復活してるんだ。


「元気がいいね。私も……可愛がってあげようか？」


　早瀬はオレの返事も待たずにその先せん端たんにキスをした。


「あ……ん」


「敏感なんだ？　可愛いね」


　早瀬は唇でそれを包んで、舌と唇で巧たくみにオレを追いつめていく。


「あ……あっ……早瀬！」


　オレはもう立っていられなくて、背中をブースのガラスの側面に預けた。それでも足がガクガク震えて、たまらない。


　指先が再びオレの中に侵しん入にゆうしてくる。


　いきなり二本だよ。それがオレの中をゆっくりとかき回していき、オレの身体は再び燃えるように熱くなっていくんだ。


　そして、だんだん、オレの中をかき回す指のスピードが速くなっていった。


「あ……もう……あぁっ」


　オレは早瀬の口の中でイッてしまう。


　力をなくして崩くずれ落ちそうになるオレの身体を、早瀬は抱きとめた。


「風呂に入ろうか？」


　オレは返事をする元気もなかったけど、そのままバスタブのほうに連れていかれる。


　ちょうどいいくらいに湯が入っていて、早瀬はオレを抱きかかえて、そこに入らせた。


　けっこう広いバスタブなんだけど、やっぱり二人で入ると狭せまいよね。二人で入るために作られたわけじゃないから、当たり前かもしれないけど。


　早瀬はオレの上に折り重なるようにして、挿入してきた。


「あ……」


　オレは早瀬の首にしがみついた。


「気持ちいいよ、廉太郎。ずっとこのままでいたいくらいだ」


「オレも……」


　湯の温かさもあって、すごく幸せな気分だった。このままでなんていられないのは判っていたけど、できれば長くこうしていたいって感じだ。


　でも、やっぱり早瀬が我慢できないみたいで、腰こしをそろそろと動かし始める。動かされると、オレも我慢できなくなって、早瀬の腰に足を絡からめた。


「廉太郎……っ」


　オレが足を絡めると、早瀬の身体は完全にその気になってしまって、一段と動きが激しくなる。


　早瀬がオレの唇を塞ふさいだ。


「ん……んん……っ」


　舌が絡み合う。


　もう……身体中が熱くて、たまらなくて……。


　早瀬はオレを強く抱きしめて、昇のぼりつめていった。








　オレと早瀬は服を身につけ、ソファで寄り添そっていた。


　窓からは夜景が見える。ネオンや車のライトが光って、すごく綺き麗れいだ。早瀬のマンションなんかも夜景が綺麗だけど、ここは高層ビルの最上階だから、見える景色も違ちがうんだ。


「早瀬……」


「何？」


　早瀬はオレの髪かみを撫でた。


「今日は……嬉うれしかった。ありがとう」


　いろんな嬉しいことがあったけど、それを全部ひっくるめて、オレはそう言った。


「そうだね。私もいろんな意味で嬉しかった」


　早瀬はオレの額にキスをする。


「廉太郎は私のものだ。もちろん、ずっとそう思っていたけど、今日ほど確信できた日はない。本当に……ありがとう」


　早瀬はオレの頰ほおにもキスをした。


「でも……もう帰らなくちゃいけないね」


　できれば言いたくなかった言葉を、オレはとうとう言ってしまった。


「うん。そうだね。廉太郎には立派な家があって、優しいご家族がいる。……高校生はあんまり夜遅おそくまで遊び歩いてちゃいけないよ」


　早瀬は冗じよう談だんのように言うと、立ち上がった。


　もう離はなれなくちゃいけないかと思うと、オレはすごく淋さびしかった。だけど、いつまでもここにいるわけにもいかないんだよね。


「あの…さ。今度、いつ会える？」


　今までオレのほうが訊いたこともないようなことを訊いてみる。いつも会うのは早瀬任せだった。早瀬が暇ひまなときにオレに突とつ然ぜん会いにきたり、連れん絡らくしてくるんだ。


　早瀬が驚おどろいたような顔をして、こちらを見た。


「あ……早瀬は忙いそがしいから、判らないよね。ごめん、変なこと言って」


「嬉しいよ、廉太郎」


　早瀬はオレをギュッと抱だきしめた。


「あ……早瀬……」


「私に会いたい？」


「うん……」


　オレは早瀬の胸の中で素直に頷うなずいた。


「じゃあ、とりあえず廉太郎の試験が終わってからだね」


「あ……そういえば」


　試験があるのを忘れていたよ。


「早瀬、よく知ってたな？」


「私はこう見えても陽栄学園の理事長だよ。行事は把は握あく済みだ」


　そういえば、そうだった。いつもの早瀬を見てると、忘れそうになるけど。


「オレ、いろいろあったから、勉強もロクにしてないんだ。どうしよう……」


「それはよくないね。廉太郎のお父さん、厳しいんだろう？　もし成績が落ちたりしたら……」


「早瀬と出かけたりできなくなる…かもしれない」


　早瀬はすごい勢いで、オレの身体を離した。まるで突つき飛ばすみたいに。


「……何するんだよっ」


「こんなことしてる場合じゃない。廉太郎、早く帰って勉強しないと！」


　いつもはオレの勉強を邪じや魔ましてばっかりの早瀬が。急にそんなことを言い出すなんて。


　結局、早瀬は自分勝手でワガママなんだよ……。


　でもまあ、そこが大好きなんだけどね。


　オレは早瀬の手を摑つかんで、勝手に小指を絡めた。


「約束だぞ。試験が終わったら、オレとデートするって」


　早瀬はちょっとビックリしたような顔をしたけど、やがて微ほほ笑えんだ。


「もちろん。……だから、廉太郎。試験、頑がん張ばるんだよ」


「うん……。早瀬が約束してくれたから。大だい丈じよう夫ぶだ」


　指きりだけじゃ物足りない。


　オレは早瀬の首にしがみついた。


「絶対だからな！」


　そして、早瀬の唇くちびるに約束のキスをしたんだ。










ＥＮＤ





理り事じ長ちょう様さまはわからずや





水みず島しま　忍しのぶ
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